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１．調査目的 

本調査は、阪南２区整備事業において、埋立工事が周辺海域に及ぼす影響を監視するこ

とを目的とする。 

 

２．調査日及び調査内容 

調査日及び調査内容を表２－１に示す。 

 

表２－１ 調査日及び調査内容 

調査日 

水質調査 

底質調査 水生生物調査 調査内容 

定点監視 補助監視 
大阪湾 

水質一斉

調査 

８月 ５日 ○ ○ ○  ○ 
採水・分析及び現場機器測定 

植物プランクトン、動物プランクトン 

６日    ○ ○ 
底質・底生生物、魚卵・稚仔魚 

漁獲対象動植物（刺網設置） 

７日     ○ 漁獲対象動植物（刺網回収） 

8 日     ○ 付着生物 

12 日  ○    現場機器測定 

20 日  〇   ○ 
現場機器測定 

漁獲対象動植物（底引網の曳網） 

27 日  〇    現場機器測定 

 

 

３．調査場所 

岸和田市岸之浦町地先の阪南２区周辺海域において、水質の定点監視は St.１～St.４

の４地点、補助監視は護岸開口部の St.Ｓ－１、St.Ｓ－２の２地点及びバックグラウン

ドを把握するため St.Ｂ－１～St.Ｂ－３の３地点で行った。 

水生生物の動・植物プランクトン、魚卵・稚仔魚、底生生物は St.１～St.４の４地点、

付着生物は St.Ａ、St.Ｂの２地点、漁獲対象動植物は St.イの１地点で行った。 

調査地点の緯度、経度を表３－１に、調査地点を図３－１に示す。 
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表３－１ 調査位置と調査内容 

 

  

北緯 東経 

St.1 34°28′57" 135°20′57" ○ ○ ○ ○ 

St.2 34°28′02" 135°20′42" ○ ○ ○ ○ 

St.3 34°29′12" 135°21′43" ○ ○ ○ ○ 

St.4 34°28′02" 135°21′22" ○ ○ ○ ○ 

St.S-1 34°29′15" 135°21′21" ○ 

St.S-2 34°28′14" 135°20′46" ○ 

St.B-1 34°29′50" 135°21′11" ○ 

St.B-2 34°28′57" 135°20′31" ○ 

St.B-3 34°27′18" 135°20′55" ○ 

St.A 34°28′31" 135°20′55" ○ 

St.B 34°28′14" 135°21′27" ○ 

St.イ 34°29′05" 135°20′52" ○ 

底質 
調査 

付着生物 

水生生物調査 

動・植物プランク 
トン、魚卵・稚 
仔魚、底生生物 

漁獲対象 
動植物 

調査位置 

地点名 

位置 

水質調査 

大阪湾 
水質 

一斉調査 

定点 
監視 

補助 
監視 
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図３－１ 調査地点 

【凡例】 

■：水質（定点監視地点）（大阪湾水質一斉調査）、底質、ダイオキシン類（水質・底質）、 

  動・植物プランクトン、魚卵・稚仔魚、底生生物調査点 

●：水質（補助監視）調査点（S-1,S-2 はダイオキシン類調査（水質）も実施） 

◆：付着生物調査点 

▲：漁獲対象動植物調査点 
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４．調査結果 

４－１ 水質調査結果 

４－１－１ 定点監視結果及び環境基準との比較 

水質調査結果を表４－１－１－１～表４－１－１－２、現場機器測定結果を表４－１

－１－３、定点監視野帳を表４－１－１－４に示す。また、環境基準との比較を表４－１

－１－５～表４－１－１－６に示す。当調査海域の環境基準は、昭和 46 年環境庁告示第

59号別表２「生活環境の保全に関する環境基準」の「２海域」における表アのＣ類型、表

イのⅣ類型に該当する。 

 

１）調査地点の概況 

特記事項はなし。 

２）現場機器測定 

濁度は、St.１の下層において高い値が、St.２の下層においてやや高い値がみられた。 

pH は、全地点全層において環境基準を満たしていた。 

DO は、St.１、St.２の下層において環境基準を満たしていなかった。 

３）採水分析項目 

SS は、St.１の下層において高い値が、St.４の下層においてやや高い値がみられた。 

VSS は、全地点全層において特に高い値はみられなかった。 

COD は、全地点全層において環境基準を満たしていた。 

全窒素は、全地点全層において環境基準を満たしていた。 

全リンは、全地点全層において環境基準を満たしていた。 

クロロフィルａは、全地点全層において特に高い値はみられなかった。 

「人の健康の保護に関する環境基準」項目の結果は、全項目において報告下限値未満で

あり、環境基準を満たしていた。 

特殊項目の結果は、亜鉛を除いて報告下限値未満であった。 
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表４－１－１－１ 水質調査結果(定点監視地点) 

 

項目＼地点番号 St.1 St.2 St.3 St.4 最小値 ～ 最大値 平均値

調査時刻 11:55 11:36 10:09 12:15

水温 上層 29.6      29.9      29.6      29.9      29.6    ～ 29.9    29.8       

（℃） 下層 25.6      26.3      29.6      26.5      25.6    ～ 29.6    27.0       

上層 29.1      29.3      29.1      29.2      29.1    ～ 29.3    29.2       

下層 32.1      31.9      29.6      31.8      29.6    ～ 32.1    31.4       

濁度 上層 1        1        1        1        1      ～ 1      1         

度(ｶｵﾘﾝ) 下層 13        4        2        3        2      ～ 13      6         

上層 8.3      8.3      8.3      8.3      8.3    ～ 8.3    -

下層 7.7      7.8      8.3      7.9      7.7    ～ 8.3    -

ＳＳ 上層 2        2        3        3        2      ～ 3      3         

（mg/L） 下層 8        3        3        4        3      ～ 8      5         

ＶＳＳ 上層 <1        2        2        2        <1      ～ 2 　   2         

（mg/L） 下層 1        1        2        2        1 　   ～ 2      2         

ＣＯＤ 上層 3.3      3.4      3.8      4.2      3.3    ～ 4.2    3.7       

（mg/L） 下層 2.7      2.4      3.6      3.5      2.4    ～ 3.6    3.1       

ＤＯ 上層 6.9      7.1      6.9      7.0      6.9    ～ 7.1    7.0       

（mg/L） 下層 0.6      1.8      6.3      2.4      0.6    ～ 6.3    2.8       

全窒素 上層 0.25     0.26     0.28     0.26     0.25   ～ 0.28   0.26      

（mg/L） 下層 0.39     0.34     0.31     0.35     0.31   ～ 0.39   0.35      

全リン 上層 0.034    0.036    0.039    0.038    0.034  ～ 0.039  0.037     

（mg/L） 下層 0.079    0.058    0.040    0.048    0.040  ～ 0.079  0.056     

ｸﾛﾛﾌｨﾙa 上層 1.7      2.4      2.9      1.7      1.7    ～ 2.9 　 2.2       

（μg/L） 下層 0.7      2.1      4.1      3.0      0.7    ～ 4.1    2.5       

測定層は上層：海面下1m、下層：海底面上2m
平均値は、下限値未満の場合は下限値を用いて計算した。（全地点が下限値未満の場合を除く。）

塩分

ｐＨ

調査年月日：令和7年8月5日
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表４－１－１－２ 水質調査結果（健康項目等） 

 

  

単位 St.１ St.２ St.３ St.４

mg/L <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003

mg/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1

mg/L <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

mg/L <0.02 <0.02 <0.02 <0.02

mg/L <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

mg/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

mg/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

mg/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

mg/L <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

mg/L <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002

mg/L <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004

mg/L <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

mg/L <0.004 <0.004 <0.004 <0.004

mg/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

mg/L <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006

mg/L <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

mg/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

mg/L <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002

mg/L <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006

mg/L <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003

mg/L <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

mg/L <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

mg/L <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

mg/L <0.04 <0.04 <0.04 <0.04

mg/L <0.04 <0.04 <0.04 <0.04

mg/L <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

mg/L <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002

mg/L <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

mg/L <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

mg/L 0.002 0.002 0.001 0.002

mg/L <0.08 <0.08 <0.08 <0.08

mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

mg/L <0.03 <0.03 <0.03 <0.03

mg/L <0.5 <0.5 <0.5 <0.5

溶解性マンガン

全クロム

n-ヘキサン抽出物質

調査年月日：令和7年8月5日

フェノール類

銅

亜鉛

セレン

硝酸性窒素

亜硝酸性窒素

チウラム

シマジン

チオベンカルブ

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ

ベンゼン

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ

1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ

溶解性鉄

塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ(ｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ)

総水銀

項目＼調査地点

砒素

六価クロム

鉛

全シアン

カドミウム

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ

アルキル水銀

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

PCB

ジクロロメタン

四塩化炭素
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表４－１－１－３ 現場機器測定結果 

 

調査年月日：

調査地点 St.1 調査地点 St.2

時刻 11:55 時刻 11:36

水深(ｍ) 11.9 水深(ｍ) 13.1

項目
水温 塩分 ｐＨ ＤＯ ＤＯ 濁度

項目
水温 塩分 ｐＨ ＤＯ ＤＯ 濁度

層( ｍ ) （ ℃ ） （ － ） （ － ） （ ㎎/L ） （ ％ ） 層( ｍ ) （ ℃ ） （ － ） （ － ） （ ㎎/L ） （ ％ ）

0.5 29.5 29.1 8.3 6.9 107 1 0.5 29.9 29.3 8.3 7.1 111 1

1.0 29.6 29.1 8.3 6.9 107 1 1.0 29.9 29.3 8.3 7.1 111 1

2.0 29.5 29.1 8.3 6.9 107 1 2.0 29.6 29.4 8.3 6.9 108 1

3.0 29.5 29.1 8.3 6.9 107 1 3.0 29.6 29.5 8.3 6.9 107 1

4.0 29.4 29.1 8.3 6.8 106 1 4.0 29.6 29.6 8.3 6.8 107 1

5.0 29.4 29.1 8.3 6.8 105 1 5.0 29.2 30.1 8.2 6.1 95 1

6.0 29.4 29.1 8.3 6.7 104 1 6.0 29.0 30.3 8.2 5.7 89 1

7.0 29.1 30.1 8.2 5.8 91 1 7.0 28.7 30.5 8.1 5.3 82 1

8.0 26.6 31.9 7.9 2.8 42 3 8.0 27.4 31.5 8.0 3.4 52 2

9.0 25.9 32.0 7.8 1.4 22 7 9.0 27.4 31.5 8.0 3.3 51 2

10.0 - - - - - - 10.0 27.4 31.5 7.9 3.3 50 3

11.0 - - - - - - 11.0 26.8 31.8 7.9 2.4 37 3

12.0 - - - - - - 12.0 - - - - - -

13.0 - - - - - - 13.0 - - - - - -

14.0 - - - - - - 14.0 - - - - - -

15.0 - - - - - - 15.0 - - - - - -

B-2.0 25.6 32.1 7.7 0.6 9 13 B-2.0 26.3 31.9 7.8 1.8 27 4

B-1.0 25.4 32.1 7.6 <0.5 4 18 B-1.0 25.6 32.1 7.7 0.9 14 6

B-0.5 25.4 32.1 7.6 <0.5 4 19 B-0.5 25.6 32.1 7.7 0.9 14 7

調査地点 St.3 調査地点 St.4

時刻 10:09 時刻 12:15

水深(ｍ) 8.5 水深(ｍ) 11.2

項目
水温 塩分 ｐＨ ＤＯ ＤＯ 濁度

項目
水温 塩分 ｐＨ ＤＯ ＤＯ 濁度

層( ｍ ) （ ℃ ） （ － ） （ － ） （ ㎎/L ） （ ％ ） 層( ｍ ) （ ℃ ） （ － ） （ － ） （ ㎎/L ） （ ％ ）

0.5 29.6 29.0 8.3 6.9 107 1 0.5 30.0 29.2 8.3 6.9 109 1

1.0 29.6 29.1 8.3 6.9 107 1 1.0 29.9 29.2 8.3 7.0 109 1

2.0 29.5 29.0 8.3 6.9 107 1 2.0 29.9 29.3 8.3 7.0 109 1

3.0 29.5 29.1 8.3 6.8 106 1 3.0 29.9 29.3 8.3 6.9 108 1

4.0 29.4 29.0 8.3 6.8 106 1 4.0 29.9 29.4 8.3 6.5 102 2

5.0 29.4 29.1 8.3 6.7 104 1 5.0 29.7 29.6 8.3 6.3 98 2

6.0 29.5 29.4 8.3 6.4 100 1 6.0 29.1 30.3 8.1 4.8 75 2

7.0 - - - - - - 7.0 27.6 31.4 7.9 3.1 48 3

8.0 - - - - - - 8.0 27.3 31.5 7.9 3.1 47 2

9.0 - - - - - - 9.0 26.7 31.8 7.9 2.4 37 3

10.0 - - - - - - 10.0 - - - - - -

11.0 - - - - - - 11.0 - - - - - -

12.0 - - - - - - 12.0 - - - - - -

13.0 - - - - - - 13.0 - - - - - -

14.0 - - - - - - 14.0 - - - - - -

15.0 - - - - - - 15.0 - - - - - -

B-2.0 29.6 29.6 8.3 6.3 98 2 B-2.0 26.5 31.8 7.9 2.4 36 3

B-1.0 28.6 30.5 8.1 4.4 69 2 B-1.0 26.2 32.0 7.8 1.4 21 4

B-0.5 27.8 31.3 8.0 4.1 63 2 B-0.5 25.9 32.0 7.7 1.0 16 7

令和7年8月5日

（ 度 ( ｶｵﾘﾝ ) ） （ 度 ( ｶｵﾘﾝ ) ）

（ 度 ( ｶｵﾘﾝ ) ） （ 度 ( ｶｵﾘﾝ ) ）
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表４－１－１－４ 定点監視野帳 

 

  

調査地点

St.1 St.2 St.3 St.4

調査日 8月5日 8月5日 8月5日 8月5日

調査開始時刻 11:55 11:36 10:09 12:15

天気・雲量 晴・3 晴・3 晴・3 晴・3

風向・風力 WSW・3 WSW・3 SW・3 WSW・3

風浪階級 3 2 2 2

気温 ℃ 31.5    31.6    31.1    31.7    

水深 ｍ 11.9    13.1    8.5    11.2    

透明度 ｍ 3.5    3.0    3.3    3.2    

水色 dark dark dark dark

yellowish yellowish yellowish yellowish

green green green green

(ﾏﾝｾﾙ値) (10GY3/4) (10GY3/4) (10GY3/4) (10GY3/4)

赤潮の有無 無 無 無 無

油膜の有無 無 無 無 無

水温 ℃ 上 29.6    29.9    29.6    29.9    

下 25.6    26.3    29.6    26.5    

透視度 cm 上 50< 50< 50< 50<

下 50< 50< 50< 50<

流速 cm/sec 上 10.5    14.5    16.5    15.0    

下 8.3    21.5    18.3    17.1    

流向 （°） 上 43      165      265      157      

下 194      345      284      345      

注：測定層は、上層：海面下1m、下層：海底面上2m

項目 単位 層
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表４－１－１－５ 定点監視調査結果と環境基準との比較 

 

備考）○：基準内   ×：基準外 

注）環境基準値は「生活環境の保全に関する環境基準」による。当調査海域はＣ類型、Ⅳ類型に該当。 

  

調査年月日：令和7年8月5日

St.１ St.２ St.３ St.４ 環境基準値注)

上層 ○ ○ ○ ○

下層 ○ ○ ○ ○

上層 ○ ○ ○ ○

下層 ○ ○ ○ ○

上層 ○ ○ ○ ○

下層 × × ○ ○

上層 ○ ○ ○ ○

下層 ○ ○ ○ ○

上層 ○ ○ ○ ○

下層 ○ ○ ○ ○

7.0以上8.3以下

8mg/L以下

2mg/L以上

1mg/L以下

0.09mg/以下全リン

項目＼地点番号

㏗

COD

DO

全窒素
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表４－１－１－６ 定点監視調査結果と環境基準との比較 

 

 

備考）○：基準内  ×：基準外 

注１） 環境基準値は「人の健康の保護に関する環境基準」による。 

注２） 「検出されないこと」とは、分析方法に掲げる方法により分析した場合において、

その結果が当該方法の定量下限値を下回ることをいう。 

注３） 塩化ビニルモノマーについては、要監視項目の指針値と比較した。 

 

  

St.１ St.２ St.３ St.４ 環境基準値注1）

○ ○ ○ ○ 0.003mg/L以下

○ ○ ○ ○ 検出されないこと注2)

○ ○ ○ ○ 0.01mg/L以下

○ ○ ○ ○ 0.05mg/L以下

○ ○ ○ ○ 0.01mg/L以下

○ ○ ○ ○ 0.0005mg/L以下

○ ○ ○ ○ 検出されないこと

○ ○ ○ ○ 検出されないこと

○ ○ ○ ○ 0.02mg/L以下

○ ○ ○ ○ 0.002mg/L以下

○ ○ ○ ○ 0.004mg/L以下

○ ○ ○ ○ 0.1mg/L以下

○ ○ ○ ○ 0.04mg/L以下

○ ○ ○ ○ 1mg/L以下

○ ○ ○ ○ 0.006mg/L以下

○ ○ ○ ○ 0.01mg/L以下

○ ○ ○ ○ 0.01mg/L以下

○ ○ ○ ○ 0.002mg/L以下

○ ○ ○ ○ 0.006mg/L以下

○ ○ ○ ○ 0.003mg/L以下

○ ○ ○ ○ 0.02mg/L以下

○ ○ ○ ○ 0.01mg/L以下

○ ○ ○ ○ 0.01mg/L以下

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ 0.05mg/L以下

○ ○ ○ ○ 0.002mg/L以下注3)

1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ

塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ(ｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ)

調査年月日　: 令和4年8月3日

項目＼地点番号

砒素

六価クロム

鉛

全シアン

カドミウム

アルキル水銀

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ

総水銀

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

PCB

ジクロロメタン

四塩化炭素

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ

チウラム

シマジン

チオベンカルブ

10mg/L以下

ベンゼン

セレン

硝酸性窒素

亜硝酸性窒素

調査年月日：令和7年8月5日
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４－１－２ 補助監視結果及び環境基準、監視基準との比較 

水質調査結果（補助監視地点）を表４－１－２－１～表４－１－２－４、補助監視野帳

を表４－１－２－５～表４－１－２－８に示す。また、環境基準との比較を表４－１－２

－９、監視基準との比較を表４－１－２－10 に示す。 

なお、護岸開口部の St.Ｓ－１と St.Ｓ－２における濁度の監視基準は、バックグラウ

ンドの最低値との差が上層は＋３度（カオリン）未満、下層は＋11度（カオリン）未満と

している。 

 

・ ８月５日 

１）調査地点の概況 

特記事項なし。 

２）現場機器測定 

濁度は、St.Ｓ－１、Ｂ－１、Ｂ－２の下層においてやや高い値がみられたが、護岸開

口部で監視基準値を超える濁りはみられなかった。 

㏗は、全地点全層において環境基準を満たしていた。 

DO は、St.Ｂ－１、Ｂ－２の下層において環境基準を満たしていなかった。 

３）採水分析項目 

SS は、St.Ｂ－２、Ｂ－３の下層においてやや高い値がみられた。 

VSS は、全地点全層において特に高い値はみられなかった。 

 

・ ８月 12日 

１）調査地点の概況 

特記事項なし。 

２）現場機器測定 

濁度は、St.Ｓ－１、Ｂ－２の下層においてやや高い値がみられたが、護岸開口部で監

視基準値を超える濁りはみられなかった。 

pHは、全地点全層において環境基準を満たしていた。 

DO は、全地点全層において環境基準を満たしていた。 
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・ ８月 20日 

１）調査地点の概況 

特記事項はなし。 

２）現場機器測定 

濁度は、St.Ｂ－１、Ｂ－２、Ｂ－３の下層においてやや高い値がみられたが、護岸開

口部で監視基準値を超える濁りはみられなかった。 

㏗は、St.Ｂ－１、Ｂ－２、Ｂ－３の上層において環境基準を満たしていなかった。 

DO は、St.Ｓ－２、Ｂ－１、Ｂ－２、Ｂ－３の下層において環境基準を満たしていなか

った。 

 

・ ８月 27日 

１）調査地点の概況 

特記事項はなし。 

２）現場機器測定 

濁度は、St.Ｂ－１、Ｂ－２の下層において高い値が、St. Ｓ－１、Ｓ－２、Ｂ－３の

下層においてやや高い値がみられたが、護岸開口部で監視基準値を超える濁りはみられ

なかった。 

㏗は、St. Ｓ－２の上層において環境基準を満たしていなかった。 

DO は、St.Ｓ－１、Ｓ－２、Ｂ－１、Ｂ－２の下層において環境基準を満たしていなか

った。 

 



 

1
3
 

表４－１－２－１ 水質調査結果(補助監視地点) 

 

最小値 ～ 最大値 平均値

09 ： 47 09 ： 30 － 09 ： 02 09 ： 13 09 ： 22 －

水温 上層 29.5   ～ 29.6   29.5   

（℃） 下層 26.7   ～ 27.8   26.0   

塩分 上層 29.1   ～ 29.2   29.1   

下層 31.3   ～ 31.8   32.0   

濁度 上層 1     ～ 1     1     

度(ｶｵﾘﾝ) 下層 2     ～ 4     5     

ｐＨ 上層 8.3   ～ 8.3   －

下層 7.8   ～ 8.0   －

上層 3     ～ 3     3     

下層 3     ～ 3     4     

上層 2     ～ 2     2     

下層 2     ～ 2     1     

測定層は上層：海面下1ｍ、下層：海底面上2ｍ

29.6    

26.7    

29.2    

25.8    

29.1    

29.4    

25.5    

29.1    

31.9    

7.7    

8.3    

1      

3      

8.3    

32.1    

1      

6      

32.1    

1      

2      

8.3    

29.6    

27.8    

29.2    

31.3    

29.4    

備　　　　考

1      1      

5      

8.3    

7.8    

4      

8.3    

7.8    8.0    7.7    

SS(mg/L)
3      3      3      

調査年月日　: 令和7年8月5日

St.Ｂ－３St.Ｓ－１ St.Ｓ－２ St.Ｂ－１ St.Ｂ－２項目＼地点番号

29.5    

26.7    

29.1    

31.8    

調査時刻

3      3      

3      3      2      4      5      

VSS(mg/L)
2      2      2      2      2      

2      2      1      1      2      



 

1
4
 

表４－１－２－２ 水質調査結果(補助監視地点)  

 

  

最小値 ～ 最大値 平均値

13 ： 39 13 ： 31 － 13 ： 04 13 ： 14 13 ： 23 －

水温 上層 27.9   ～ 27.9   27.8   

（℃） 下層 27.5   ～ 27.8   27.5   

塩分 上層 31.6   ～ 31.7   31.8   

下層 31.6   ～ 31.8   31.8   

濁度 上層 2     ～ 3     2     

度(ｶｵﾘﾝ) 下層 3     ～ 6     4     

ｐＨ 上層 7.9   ～ 8.0   －

下層 7.9   ～ 7.9   －

測定層は上層：海面下1ｍ、下層：海底面上2ｍ

27.9    

27.5    

31.7    

31.8    

調査時刻

調査年月日　:令和7年8月12日

St.Ｂ－３St.Ｓ－１ St.Ｓ－２ St.Ｂ－１ St.Ｂ－２項目＼地点番号

備　　　　考

3      

 

3      

3      

8.0    

7.9    

6      

7.9    

7.9    7.9    8.0    

31.8    

2      

3      

8.0    

27.9    

27.8    

31.6    

31.6    

27.8    

31.8    

7.9    

8.0    

2      

3      

8.0    

31.8    

2      

5      

27.8    

27.5    

31.7    

27.6    

31.8    

27.7    

27.5    

31.8    



 

1
5
 

表４－１－２－３ 水質調査結果(補助監視地点) 

 

  

最小値 ～ 最大値 平均値

09 ： 43 09 ： 30 － 09 ： 00 09 ： 12 09 ： 21 －

水温 上層 30.0   ～ 30.4   30.3   

（℃） 下層 26.8   ～ 26.8   26.5   

塩分 上層 28.6   ～ 29.3   28.8   

下層 32.3   ～ 32.3   32.4   

濁度 上層 1     ～ 1     1     

度(ｶｵﾘﾝ) 下層 2     ～ 3     5     

ｐＨ 上層 8.3   ～ 8.3   －

下層 7.7   ～ 7.8   －

測定層は上層：海面下1ｍ、下層：海底面上2ｍ

30.0    

26.8    

29.3    

32.3    

調査時刻

調査年月日　:令和7年8月20日

St.Ｂ－３St.Ｓ－１ St.Ｓ－２ St.Ｂ－１ St.Ｂ－２項目＼地点番号

備　　　　考

1      

 

1      

5      

8.4    

7.7    

3      

8.3    

7.8    7.7    7.7    

32.4    

1      

2      

8.3    

30.4    

26.8    

28.6    

32.3    

30.2    

32.3    

7.7    

8.4    

1      

5      

8.4    

32.4    

1      

5      

30.3    

26.7    

28.8    

26.4    

28.7    

30.3    

26.4    

28.9    



 

1
6
 

表４－１－２－４ 水質調査結果(補助監視地点) 

 

  

最小値 ～ 最大値 平均値

09 ： 38 09 ： 27 － 09 ： 00 09 ： 09 09 ： 19 －

水温 上層 29.9   ～ 30.0   29.9   

（℃） 下層 25.9   ～ 26.9   26.3   

塩分 上層 29.3   ～ 29.5   29.5   

下層 32.2   ～ 32.8   32.4   

濁度 上層 2     ～ 2     1     

度(ｶｵﾘﾝ) 下層 4     ～ 6     6     

ｐＨ 上層 8.3   ～ 8.4   －

下層 7.7   ～ 7.8   －

測定層は上層：海面下1ｍ、下層：海底面上2ｍ

29.9    

25.9    

29.5    

32.8    

調査時刻

調査年月日　:令和7年8月27日

St.Ｂ－３St.Ｓ－１ St.Ｓ－２ St.Ｂ－１ St.Ｂ－２項目＼地点番号

備　　　　考

2      

 

1      

7      

8.3    

8.0    

6      

8.3    

7.7    7.8    7.8    

32.9    

2      

4      

8.4    

30.0    

26.9    

29.3    

32.2    

29.9    

31.6    

7.8    

8.3    

2      

4      

8.3    

32.8    

1      

7      

29.9    

27.5    

29.4    

25.6    

29.5    

29.8    

25.7    

29.7    
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表４－１－２－５ 補助監視野帳 

 

09 ： 47 09 ： 30 09 ： 02 09 ： 13 09 ： 22

晴 ・ 3 晴 ・ 3 晴 ・ 3 晴 ・ 3 晴 ・ 3

SW ・ 1 SW ・ 2 SW ・ 2 SW ・ 2 SW ・ 2

上層

下層

上層

下層

上層

下層

ＤＯ 上層

(mg/L) 下層

ＤＯ飽和度 上層

(%) 下層

濁度 上層

( 度(ｶｵﾘﾝ) ) 下層

濁度 上層

(BGとの差) 下層

測定層は、上層：海面下1ｍ、下層：海底面上2ｍ

濁度（ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ値との差）は、「各点各層濁度」-「各層ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ濁度の最小値」とし、

下限値未満（<1)は「１」として計算した。

濁度の監視基準は、濁度（ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ値との差）が上層が3度(ｶｵﾘﾝ)、下層が11度(ｶｵﾘﾝ)未満

1

6

2

30.5

13.1

3.0

dark

yellowish

green

10GY3/4

1

31.6

10.0

3.2

8.3

8.0

29.2

31.3

30.2

12.8

3.5

1

5

無

無

29.4

25.8

1.4

103

22

6.6

8.3

7.7

29.1

32.1

1

27.8

dark

yellowish

green

10GY3/4

31.8

6.7

2

無

無

29.6

 0

 -1 

6.8

4.3

106

66

St.Ｂ－３

無

無

29.5

26.7

1

33.0

green

10GY3/4

10.5

3.0

dark

yellowish

dark

yellowish

green

10GY3/4

2

令和7年8月5日

天気・雲量

St.Ｂ－１ St.Ｂ－２St.Ｓ－１ St.Ｓ－２

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ(BG)値=

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ(BG)値=

調査地点

調査開始時刻

風向・風力

風浪階級

気温（℃）

水深（ｍ）

透明度（ｍ）

油膜の有無

水温(℃)

ｐＨ(－)

塩分(－)

水色

(マンセル値)

赤潮の状態

25.5

6.7

1.2

104

18

8.3

7.7

29.1

29.4

無

無

29.6

26.7

32.1

無

無

8.3

7.8

29.2

31.9

1

31.9

8.3

汚濁防止膜:開 

3.3

dark

yellowish

green

10GY3/4

6.7

2.5

104

3

38

1

3

1

1

4

 0

 +1 

8.3

38

2.5

104

7.8

29.1
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表４－１－２－６ 補助監視野帳 

 

13 ： 39 13 ： 31 13 ： 04 13 ： 14 13 ： 23

晴 ・ 7 晴 ・ 7 晴 ・ 7 晴 ・ 7 晴 ・ 7

SW ・ 3 SW ・ 4 SSW ・ 4 SSW ・ 4 SW ・ 4

上層

下層

上層

下層

上層

下層

ＤＯ 上層

(mg/L) 下層

ＤＯ飽和度 上層

(%) 下層

濁度 上層

( 度(ｶｵﾘﾝ) ) 下層

濁度 上層

(BGとの差) 下層

測定層は、上層：海面下1ｍ、下層：海底面上2ｍ

濁度（ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ値との差）は、「各点各層濁度」-「各層ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ濁度の最小値」とし、

下限値未満（<1)は「１」として計算した。

濁度の監視基準は、濁度（ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ値との差）が上層が3度(ｶｵﾘﾝ)未満、下層が11度(ｶｵﾘﾝ)未満

汚濁防止膜：閉

3

80

2

3

2

31.8

31.8

2

5

88

5.7

5.2

6.1

5.8

93

89 87

 0

 0

6.2

5.7

95

88

7.9

31.7

31.8

無

無

27.8

27.5

2

29.7

8.0

3.0

strong

yellowish

green

10GY4.5/7

8.0

strong

yellowish

green

10GY4.5/7

8.0

8.0

31.8

31.8

27.527.6

8.0

7.9

無

27.7

10GY4.5/7

3

3

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ(BG)値=

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ(BG)値=

7.9

31.6

31.6

無

無

27.9

27.8

2

3

6.1

5.7

94

2

29.8

10.3

2.5

8.0

St.Ｂ－３

29.6

13.0

2.4

green

10GY4.5/7

無

無

27.8

3

29.6

13.1

2.4

strong

yellowish

無

strong

yellowish

green

令和7年8月12日

天気・雲量

St.Ｂ－１ St.Ｂ－２St.Ｓ－１ St.Ｓ－２

油膜の有無

水色

(マンセル値)

赤潮の状態

2

30.0

green

10GY4.5/7

10.4

2.5

strong

yellowish

無

無

3

調査地点

調査開始時刻

風向・風力

風浪階級

気温（℃）

水深（ｍ）

透明度（ｍ）

水温(℃)

 +3 

7.9

81

5.3

ｐＨ(－)

塩分(－)
31.8

5.6

27.9

27.5

3

6

 +1 

86

7.9

31.7
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表４－１－２－７ 補助監視野帳 

 

09 ： 43 09 ： 30 09 ： 00 09 ： 12 09 ： 21

晴 ・ 3 晴 ・ 3 晴 ・ 3 晴 ・ 3 晴 ・ 3

WNW ・ 2 WNW ・ 2 WNW ・ 2 WNW ・ 2 WNW ・ 2

上層

下層

上層

下層

上層

下層

ＤＯ 上層

(mg/L) 下層

ＤＯ飽和度 上層

(%) 下層

濁度 上層

( 度(ｶｵﾘﾝ) ) 下層

濁度 上層

(BGとの差) 下層

測定層は、上層：海面下1ｍ、下層：海底面上2ｍ

濁度（ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ値との差）は、「各点各層濁度」-「各層ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ濁度の最小値」とし、

下限値未満（<1)は「１」として計算した。

濁度の監視基準は、濁度（ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ値との差）が上層が3度(ｶｵﾘﾝ)未満、下層が11度(ｶｵﾘﾝ)未満

汚濁防止膜:閉 

5

25

1

5

1

28.9

32.4

1

5

113

7.2

1.6

7.4

0.9

116

14 16

 0

 -3 

5.5

1.7

86

26

7.7

28.8

32.3

無

無

30.3

26.7

1

29.7

8.2

3.6

dark

yellowish

green

10GY3/4

8.4

dark

yellowish

green

10GY3/4

8.4

7.7

28.7

32.4

26.426.4

8.4

7.7

無

30.3

10GY3/4

1

5

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ(BG)値=

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ(BG)値=

7.7

28.6

32.3

無

無

30.4

26.8

1

2

7.3

1.0

115

1

30.0

9.9

3.8

8.3

St.Ｂ－３

29.1

12.6

4.5

green

10GY3/4

無

無

30.2

1

29.8

12.9

4.3

dark

yellowish

無

dark

yellowish

green

令和7年8月20日

天気・雲量

St.Ｂ－１ St.Ｂ－２St.Ｓ－１ St.Ｓ－２

油膜の有無

水色

(マンセル値)

赤潮の状態

1

29.6

green

10GY3/4

10.2

3.9

dark

yellowish

無

無

1

調査地点

調査開始時刻

風向・風力

風浪階級

気温（℃）

水深（ｍ）

透明度（ｍ）

水温(℃)

 -2 

8.3

33

2.1

ｐＨ(－)

塩分(－)
32.3

6.7

30.0

26.8

1

3

 0

105

7.8

29.3
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表４－１－２－８ 補助監視野帳 

 

09 ： 38 09 ： 27 09 ： 00 09 ： 09 09 ： 19

晴 ・ 6 晴 ・ 6 晴 ・ 7 晴 ・ 7 晴 ・ 6

SSW ・ 2 SSW ・ 2 SSW ・ 3 SSW ・ 3 SSW ・ 2

上層

下層

上層

下層

上層

下層

ＤＯ 上層

(mg/L) 下層

ＤＯ飽和度 上層

(%) 下層

濁度 上層

( 度(ｶｵﾘﾝ) ) 下層

濁度 上層

(BGとの差) 下層

測定層は、上層：海面下1ｍ、下層：海底面上2ｍ

濁度（ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ値との差）は、「各点各層濁度」-「各層ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ濁度の最小値」とし、

下限値未満（<1)は「１」として計算した。

濁度の監視基準は、濁度（ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ値との差）が上層が3度(ｶｵﾘﾝ)未満、下層が11度(ｶｵﾘﾝ)未満

汚濁防止膜：開 

4

55

2

4

1

29.7

32.8

1

7

104

6.6

3.6

6.6

1.8

104

27 23

 +1 

 0

6.6

1.0

104

16

8.0

29.4

31.6

無

無

29.9

27.5

1

29.3

8.9

2.7

dark

yellowish

green

10GY3/4

8.3

dark

yellowish

green

10GY3/4

8.3

7.8

29.5

32.9

25.725.6

8.3

7.8

無

29.8

10GY3/4

1

7

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ(BG)値=

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ(BG)値=

7.8

29.3

32.2

無

無

30.0

26.9

2

4

6.6

1.5

104

2

29.5

10.9

3.0

8.4

St.Ｂ－３

29.0

13.7

2.9

green

10GY3/4

無

無

29.9

2

29.1

13.9

3.2

dark

yellowish

無

dark

yellowish

green

令和7年8月27日

天気・雲量

St.Ｂ－１ St.Ｂ－２St.Ｓ－１ St.Ｓ－２

油膜の有無

水色

(マンセル値)

赤潮の状態

2

29.7

green

10GY3/4

11.6

3.1

dark

yellowish

無

無

2

調査地点

調査開始時刻

風向・風力

風浪階級

気温（℃）

水深（ｍ）

透明度（ｍ）

水温(℃)

 +2 

8.3

17

1.1

ｐＨ(－)

塩分(－)
32.8

6.6

29.9

25.9

2

6

 +1 

103

7.7

29.5



 

 

2
1
 

表４－１－２－９ 補助監視調査結果の環境基準との比較 

 

備考）○：基準内   ×基準外 

注）環境基準値は「生活環境の保全に関する環境基準」による。当調査海域はＣ類型に該当。 

pH：7.0以上 8.3以下  DO：２mg/L以上 

調査日 St.Ｓ－１ St.Ｓ－２ St.Ｂ－１ St.Ｂ－２ St.Ｂ－３

上層 ○ ○ ○ ○ ○

下層 ○ ○ ○ ○ ○

上層 ○ ○ ○ ○ ○

下層 ○ ○ × × ○

上層 ○ ○ ○ ○ ○

下層 ○ ○ ○ ○ ○

上層 ○ ○ ○ ○ ○

下層 ○ ○ ○ ○ ○

上層 ○ ○ × × ×

下層 ○ ○ ○ ○ ○

上層 ○ ○ ○ ○ ○

下層 ○ × × × ×

上層 ○ × ○ ○ ○

下層 ○ ○ ○ ○ ○

上層 ○ ○ ○ ○ ○

下層 × × × × ○

DO

㏗

DO

8月5日

8月12日

8月20日

8月27日

㏗

項目＼地点番号

㏗

DO

㏗

DO



 

 

2
2
 

表４－１－２－10 補助監視点の濁度(バックグラウンド値との差) 

 

備考）○：基準内   ×基準外 

注）濁度の監視基準は、濁度（バックグラウンド値との差）が上層が３度(カオリン)未満、下層が 11度(カオリン)未満 

注）濁度（バックグラウンド値との差）の計算は、「各点各層濁度」－「各層バックグラウンド濁度の最小値」とした。 

 

調査日 項目＼地点番号 St.Ｓ－１ 評価 St.Ｓ－２ 評価 バックグラウンド(BG)値

上層 0 ○ 0 ○ 1

下層 +1 ○ -1 ○ 3

上層 +1 ○ 0 ○ 2

下層 +3 ○ 0 ○ 3

上層 0 ○ 0 ○ 1

下層 -2 ○ -3 ○ 5

上層 +1 ○ +1 ○ 1

下層 +2 ○ 0 ○ 4

8月5日

8月12日

8月20日

8月27日
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４－１－３ 大阪湾水質一斉調査結果及び環境基準との比較 

大阪湾水質一斉調査結果を表４－１－３－１、環境基準との比較を表４－１－３－２

に示す。調査は定点監視調査と同時に実施した。当調査海域の環境基準は、昭和 46 年環

境庁告示第 59 号別表２「生活環境の保全に関する環境基準」の「２海域」における表ア

の C類型、表イのⅣ類型に該当する。 

 

１）調査地点の概況 

特記事項はなし。 

２）採水分析項目 

DO は、全地点全層において環境基準を満たしていた。 

 

 

表４－１－３－１ 大阪湾水質一斉調査結果 

 

 測定層は海底面上１ｍ 

 分析方法は採水分析 

 

 

表４－１－３－２ 大阪湾水質一斉調査結果と環境基準との比較 

 

注）環境基準値は「生活環境の保全に関する環境基準」による。 

  

調査日 St.１ St.２ St.３ St.４

濃度(mg/L) 2.7 2.4 6.4 2.1

飽和度(％) 40 35 98 31

8月5日 ＤＯ

項目＼地点番号

調査日 項目＼地点番号 St.１ St.２ St.３ St.４

8月5日 ＤＯ ○ ○ ○ ○

  当調査海域は C類型に該当。 

DO：２mg/L以上 
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４－２ 底質調査結果 

底質調査結果のうち、含有試験の結果を表４－２－１、溶出試験の結果を表４－２－２、

底質調査野帳を表４－２－３に示す。 

粒度組成の結果は、St.１、３においては中砂分が高い土質で、St.２、４においては粘土

分が高い土質であった。 

その他の項目では、特に高い値はみられなかった。 

溶出試験の分析結果は、フッ化物以外の項目において報告下限値未満であり、フッ化物を

含めて水底土砂の判定基準値未満であった。 

 



 

 

2
5
 

表４－２－１ 底質（含有試験）調査結果 

 

St.１ St.２ St.３ St.４ 最小値 ～ 最大値 平均値

10:20 11:23 9:10 12:24 － -

粗礫分（19～75mm） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 ～ 0.0 0.0

中礫分（4.75～19mm） 5.6 0.0 3.2 0.0 0.0 ～ 5.6 2.2

細礫分（2.00～4.75mm） 10.2 0.0 13.0 1.1 0.0 ～ 13.0 6.1

粗砂分（0.850～2.00mm） 13.2 0.5 16.3 0.4 0.4 ～ 16.3 7.6

中砂分（0.250～0.850mm） 23.6 1.9 38.1 2.0 1.9 ～ 38.1 16.4

細砂分（0.075～0.250mm） 19.1 4.1 14.5 4.1 4.1 ～ 19.1 10.5

ｼﾙﾄ分（0.005～0.075mm） 13.7 37.2 4.2 27.3 4.2 ～ 37.2 20.6

粘土分（0.005mm以下） 14.6 56.3 10.7 65.1 10.7 ～ 65.1 36.7

6.5 30 6.7 32 6.5 ～ 32 19

0.07 0.21 0.04 0.39 0.04 ～ 0.39 0.18

0.64 2.8 0.70 2.8 0.64 ～ 2.8 1.7

0.22 0.48 0.22 0.52 0.22 ～ 0.52 0.36

2.4 9.0 2.4 9.8 2.4 ～ 9.8 5.9

21 53 20 57 20 ～ 57 38

8.0 7.6 8.0 7.6 7.6 ～ 8.0 -

0.10 0.19 0.04 0.17 0.04 ～ 0.19 0.13

<0.01 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 ～ 0.01 0.01

<4 <4 <4 <4 <4 ～ <4 <4

<0.5 0.8 <0.5 0.6 <0.5 ～ 0.8 0.6

-90 -191 -102 -195 -195 ～ -90 -145

注１) 酸化還元電位の値は、標準水素電極の値に換算したものである。
注２) 平均値は、下限値未満の場合は下限値を用いて計算した。（全地点が下限値未満の場合を除く。）

酸化還元電位（mV）

含水率（％）

pH

総水銀(mg/kg)

PCB(mg/kg)

有機塩素化合物(mg/kg)

調査年月日：令和7年8月6日

粒
度
組
成
（

％
）

項目＼地点番号

調査時刻

ノルマルヘキサン抽出物質(mg/g)

全硫化物（mg/g 乾泥）

全窒素（mg/g 乾泥）

全リン（mg/g 乾泥）

強熱減量（％）

COD（mg/g 乾泥）
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表４－２－２ 底質（溶出試験）調査結果 

 

項目＼地点番号 単位 St.１ St.２ St.３ St.４

アルキル水銀化合物 mg/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

水銀又はその化合物 mg/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

カドミウム又はその化合物 mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

鉛又はその化合物 mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

有機りん化合物 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1

六価クロム化合物 mg/L <0.02 <0.02 <0.02 <0.02

砒素又はその化合物 mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

シアン化合物 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1

PCB mg/L <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

銅又はその化合物 mg/L <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

亜鉛又はその化合物 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1

フッ化物 mg/L 1.1 1.1 1.1 1.1

トリクロロエチレン mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

テトラクロロエチレン mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

ベリリウム又はその化合物 mg/L <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

クロム又はその化合物 mg/L <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

ニッケル又はその化合物 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1

バナジウム又はその化合物 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1

ジクロロメタン mg/L <0.02 <0.02 <0.02 <0.02

四塩化炭素 mg/L <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

1,2-ジクロロエタン mg/L <0.004 <0.004 <0.004 <0.004

1,1-ジクロロエチレン mg/L <0.02 <0.02 <0.02 <0.02

シス-1,2-ジクロロエチレン mg/L <0.04 <0.04 <0.04 <0.04

1,1,1-トリクロロエタン mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

1,1,2-トリクロロエタン mg/L <0.006 <0.006 <0.006 <0.006

1,3-ジクロロプロペン mg/L <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

チウラム mg/L <0.006 <0.006 <0.006 <0.006

シマジン mg/L <0.003 <0.003 <0.003 <0.003

チオベンカルブ mg/L <0.02 <0.02 <0.02 <0.02

ベンゼン mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

セレン又はその化合物 mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

1,4-ジオキサン mg/L <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

調査年月日：令和7年8月6日
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表４－２－３ 底質調査野帳 
 

 

 

 

 

  

調査年月日：令和7年8月6日

調　査　点 St.１ St.２ St.３ St.４

調査開始時刻 10:20 11:23 9:10 12:24

天気・雲量 晴 　・　　4 晴　 ・　　4 晴　 ・　　4 晴　 ・　　4

風向・風力 W　　・　　1 W　　・　　1 W　　・　　1 W　　・　　1

風浪階級 1 1 1 1

気温 （℃） 31.1 31.3 31.2 32.4

水深  （m） 11.5 13.6 8.4 11.1

臭  　　 気 微硫化水素臭 中硫化水素臭 微硫化水素臭 中硫化水素臭

泥温　（℃） 26.2 24.2 26.7 24.6

性　　　状 泥(砂混) 泥 砂礫 泥

7.5Y3/1 2.5GY3/1 7.5Y3/1 2.5GY3/1

夾　雑　物 貝片 貝片 貝片 貝片

酸化還元電位 （mV） -90 -191 -102 -195

特記事項

泥  　　色
olive

black

dark

olive

gray

olive

black

dark

olive

gray
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４－３ 水生生物調査結果 

４－３－１ 植物プランクトン調査結果 

植物プランクトン調査結果の概要を表４－３－１－１、出現種一覧を表４－３－１－

２、出現種ごとの細胞数を表４－３－１－３、水平分布を図４－３－１－1に示す。 

上層の種類数は 52～55 種類の範囲にあり、St.１で最も多かった。下層の種類数は 48

～56種類の範囲にあり、St.３、４で最も多かった。上層・下層を合わせた総種類数は 87

種類であった。 

上層の細胞数は 616,000～1,148,600 細胞/L の範囲にあり、St.４で最も多かった。全

地点の平均細胞数は 841,000 細胞/Lであった。下層の細胞数は 267,200～1,051,000細胞

/L の範囲にあり、St.３で最も多かった。全地点の平均細胞数は 588,650 細胞/L であっ

た。 

上層の沈殿量は 0.16～0.24mL/L の範囲にあった。下層の沈殿量は 0.14～0.25mL/L の

範囲にあった。 

主要種のうち最も多く出現したのは、上層、下層ともに全地点で珪藻綱のリゾソレニア 

フラギリシマであった。全地点平均の主要種は、珪藻綱のリゾソレニア フラギリシマで

あり、上層では 56.3％、下層では 50.7％を占めていた。 

いずれの主要種も内湾から沿岸域で普通にみられる種類であった。 

 

４－３－２ 動物プランクトン調査結果 

動物プランクトン調査結果の概要を表４－３－２－１、出現種一覧を表４－３－２－

２、出現種ごとの個体数を表４－３－２－３、水平分布を図４－３－２－1に示す。 

種類数は 15～19種類の範囲にあり、St.２，４で最も多かった。総種類数は 26種類で

あった。 

個体数は 25,302～159,082個体/m3の範囲にあり、St.２で最も多かった。全地点の平均

個体数は 117,011個体/m3であった。 

沈殿量は 3.0～9.3mL/m3 の範囲にあり、St.２で最も多かった。全地点の平均沈殿量は

6.2mL/m3であった。 

主要種のうち最も多く出現したのは、全地点で節足動物門のオイトナ ダビサエであっ

た。全地点平均の主要種は節足動物門のオイトナ ダビサエ、オイトナ属であり、このう

ちオイトナ ダビサエが 40.0%を占めていた。 

いずれの主要種も内湾から沿岸域で普通にみられる種類であった。 
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４－３－３ 底生生物調査結果 

底生生物調査結果の概要を表４－３－３－１、出現種一覧を表４－３－３－２、個体数

及び湿重量をそれぞれ表４－３－３－３、表４－３－３－４、水平分布を図４－３－３－

１に示す。 

種類数は 0～41 種類の範囲にあり、St.３で最も多かった。総種類数は 50 種類であっ

た。 

個体数は 0～470 個体/0.1m2の範囲にあり、St.３で最も多かった。全地点の平均個体数

は 218個体/0.1m2であった。 

湿重量は 0～21.68g/0.1m2 の範囲にあり、St.１で最も多かった。全地点の平均湿重量

は 9.22g/0.1m2であった。 

個体数からみた主要種のうち最も多く出現したのは、St.１では軟体動物門のホトトギ

スガイ、St.３では環形動物門のミズヒキゴカイ、St.４では紐形動物門であった。St.２

では底生生物は出現しなかった。全地点平均の主要種は、軟体動物門のホトトギスガイ、

シズクガイ、環形動物門のミズヒキゴカイ、カタマガリギボシイソメであり、このうちホ

トトギスガイが 17.5％を占めていた。 

いずれの主要種も内湾から沿岸域で普通にみられる種類であった。 
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４－３－４ 魚卵・稚仔魚調査結果 

魚卵調査結果の概要を表４－３－４－１、出現種一覧を表４－３－４－２、出現種ごと

の個数を表４－３－４－３、水平分布を図４－３－４－１に示す。 

また、稚仔魚調査結果の概要を表４－３－４－４、出現種一覧を表４－３－４－５、出

現種ごとの個体数を表４－３－４－６、水平分布を図４－３－４－２に示す。 

 

４－３－４－１ 魚卵 

種類数は 5～9種類の範囲にあり、総種類数は 9種類であった。 

個数は 19,859～106,815 個/1,000m3の範囲にあり、St.１で最も多かった。全地点の平

均個数は 68,004個/1,000m3であった。 

主要種のうち最も多く出現したのは、St.１、２、４では単脂卵（卵径 0.53～0.60mm）、

St.３ではカタクチイワシであった。全地点平均の主要種は単脂卵（卵径 0.53～0.60mm）、

カタクチイワシであり、このうち単脂卵（卵径 0.53～0.60mm）が 53.6％を占めていた。 

種名が判明した卵は、内湾から沿岸域で普通にみられる種類であった。 

 

４－３－４－２ 稚仔魚 

種類数は 6～10種類の範囲にあり、総種類数は 13種類であった。 

個体数は 111～279個体/1,000m3の範囲にあり、St.４で最も多かった。全地点の平均個

体数は 202個体/1,000m3であった。 

主要種のうち最も多く出現したのは、St.１ではサッパ、St.２、３、４ではナベカ属で

あった。全地点平均の主要種はナベカ属、不明ふ化仔魚、ハゼ科、サッパであり、このう

ちナベカ属が 51.3％を占めていた。 

いずれの主要種も内湾から沿岸域で普通にみられる種類であった。 
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４－３－５ 付着生物調査結果 

ベルトトランセクト法（目視観察）による付着生物出現種一覧を表４－３－５－１、付

着生物（植物）の藻長測定結果を表４－３－５－２、調査測点断面摸式を図４－３－５－

１、主な付着生物の鉛直分布を図４－３－５－２に示す。 

坪刈り法による付着生物（植物）調査結果の概要を表４－３－５－３、出現種一覧を表

４－３－５－４、出現種ごとの湿重量を表４－３－５－５に示す。また、付着生物（動物）

調査結果の概要を表４－３－５－６、出現種一覧を表４－３－５－７、出現種ごとの個体

数及び湿重量をそれぞれ表４－３－５－８、表４－３－５－９に示す。 

 

４－３－５－１ 調査地点概要 

調査地点は阪南港阪南２区内にある護岸に位置する。St.Ａはコンクリートケーソンで、

海底付近は砂泥が堆積していた。St.Ｂは捨て石式傾斜堤で上部は被覆石が積まれている。

海底付近では砂泥が堆積していた。 

 

４－３－５－２ ベルトトランセクト法（目視観察） 

各観察枠で、被度が 10％以上、または個体数が 10個体以上の出現種について以下に示

す。 

① 植物 

St.Ａでは、被度が 10％以上の出現種はなかった。 

St.Ｂでは、水深 0.5m 付近にオキツノリが、水深 2.5m 付近にウスカワカニノテが、

4.0m から 5.0m 付近にシキンノリが、水深 3.5m から 4.0m 付近にヤハズグサが生育し

ていた。 

② 動物 

St.Ａでは、平均水面上 1.0m付近にイワフジツボが、平均水面上 0.5mから水深 0.0m

付近にタテジマイソギンチャクが、平均水面上 0.5mから水深 3.5m付近にカンザシゴ

カイ科が、水深 1.0mから 3.0m付近にフサコケムシが、水深 1.0mから 5.5m付近にク

ロマメイタボヤが、水深 4.0m付近にシロボヤが、水深 0.5mから 1.5m、3.5mから 4.0m、

5.0m付近にチギレイソギンチャクが生息していた。 

また、水深 6.5m から 7.5m付近に泥巣が確認された。 

St.Ｂでは、水深 0.5m付近にカンザシゴカイ科が、水深 1.5m付近にシロボヤが生息

していた。 

また、水深 1.0m から 4.0m、5.0mから 5.5m付近に泥巣が確認された。 
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４－３－５－３ 坪刈り法 

① 植物 

St.Ａの各層の種類数は１～３種類、St.Ｂの各層の種類数は 0～15 種類の範囲にあ

り、St.Ｂの下層で最も多かった。総種類数は 16種類であった。 

St.Ａの各層の湿重量は 0.01～0.58g/0.09m2、St.Ｂの各層の湿重量は 0.00～

31.54g/0.09m2の範囲にあり、St.Ｂの中層で最も多かった。全地点全層の平均湿重量

は 7.93g/0.09m2であった。 

湿重量からみた主要種のうち最も多く出現したのは、St.Ａの上層、下層では緑藻植

物門のシオグサ属、St.Ａの中層では緑藻植物門のミル、St.Ｂの中層では紅藻植物門

のムカデノリ、St.Ｂの下層では紅藻植物門のウスカワカニノテであった。St.Ｂの上

層では植物は出現しなかった。全地点全層の平均の主要種は、紅藻植物門のムカデノ

リ、ウスカワカニノテであり、このうちムカデノリが 59.7％を占めていた。 

いずれの主要種も内湾から沿岸域で普通にみられる種類であった。 

② 動物 

St.Ａの各層の種類数は 34～54 種類、St.Ｂの各層の種類数は 15～44 種類の範囲に

あり、St.Ａの下層で最も多かった。総種類数は 98種類であった。 

St.Ａの各層の個体数は 2,909～4,000 個体/0.09m2、St.Ｂの各層の個体数は 26～

9,995 個体/0.09m2 の範囲にあり、St.Ｂの中層で最も多かった。全地点全層の平均個

体数は 4,035個体/0.09m2であった。 

St.Ａの各層の湿重量は、69.65～148.83g/0.09m2、St.Ｂの各層の湿重量は 0.81～

72.52g/0.09m2の範囲にあり、St.Ａの下層で最も多かった。全地点全層の平均湿重量

は 71.14g/0.09m2であった。 

個体数からみた主要種のうち最も多く出現したのは、St.Ａの上層では環形動物門の

ヤッコカンザシ、St.Ａの中層及び下層では環形動物門のエゾカサネカンザシ、St.Ｂ

の上層では節足動物門のマルエラワレカラ、St.Ｂの中層では環形動物門のエゾカサ

ネカンザシ、St.Ｂの下層では軟体動物門のスズメノハマツボであった。全地点全層平

均の主要種は、環形動物門のエゾカサネカンザシ、軟体動物門のホトトギスガイ、イ

ワホリガイ科で、このうちエゾカサネカンザシが 42.0％を占めていた。 

湿重量からみた主要種のうち最も多く出現したのは、St.Ａの上層では刺胞動物門の

タテジマイソギンチャク、St.Ａの中層では軟体動物門のイワホリガイ科、St.Ａの下

層では原索動物門のピウラ科、St.Ｂの上層では軟体動物門のウノアシ、St.Ｂの中層

では軟体動物門のホトトギスガイ、St.Ｂの下層では軟体動物門のキクザル属であっ

た。全地点全層平均の主要種は、軟体動物門のイワホリガイ科、触手動物門のフサコ

ケムシ科、原索動物門のピウラ科で、このうちイワホリガイ科が 13.5％を占めていた。 

いずれの主要種も内湾から沿岸域で普通にみられる種類であった。 
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４－３－６ 漁獲対象動植物調査結果 

刺網調査結果の概要を表４－３－６－１、主要種を表４－３－６－２、種類ごとの個体

数及び湿重量を表４－３－６－３、種類ごとの測定結果概要を表４－３－６－４、個体ご

との測定結果（一種類当たり上限約 50 個体）を表４－３－６－５に示す。また、底引網

調査結果の概要を表４－３－６－６、主要種を表４－３－６－７、種類ごとの個体数及び

湿重量を表４－３－６－８、種類ごとの測定結果概要を表４－３－６－９、個体ごとの測

定結果（一種類当たり上限約 50個体）を表４－３－６－10に示す。 

 

４－３－６－１ 刺網 

種類数は魚類が 12種類、甲殻類が３種類であり、総種類数は 15種類であった。 

個体数は１網当たり、魚類が 288個体、甲殻類が４個体であり、総個体数は 292個体で

あった。 

湿重量は１網当たり、魚類が 201,708.7g、甲殻類が 247.8g であり、総湿重量は

201,956.5gであった。 

個体数からみた主要種のうち最も多く出現したのは、魚類ではアカエイ、甲殻類ではイ

シガニであった。 

湿重量からみた主要種のうち最も多く出現したのは、魚類ではアカエイ、甲殻類ではタ

イワンガザミであった。 

いずれの主要種も内湾から沿岸域で普通にみられる種類であった。 

 

４－３－６－２ 底引網 

種類数は魚類が３種類、甲殻類が３種類、その他が４種類であり、総種類数は 10種類

であった。 

個体数は１網当たり、魚類が３個体、甲殻類が 23個体、その他が 26個体であり、総個

体数は 52個体であった。 

湿重量は１網当たり、魚類が 929.6g、甲殻類が 218.0g、その他が 176.5gであり、総湿

重量は 1,324.1g であった。 

個体数からみた主要種のうち最も多く出現したのは、魚類ではカタクチイワシ、キチヌ、

ハタタテヌメリ、甲殻類ではテナガコブシ、その他ではヒトデであった。 

湿重量からみた主要種のうち最も多く出現したのは、魚類ではキチヌ、甲殻類ではテナ

ガコブシ、その他ではヒトデであった。 

いずれの主要種も内湾から沿岸域で普通にみられる種類であった。 
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表４－３－１－１(１) 植物プランクトン調査結果概要(上層) [令和７年度夏季分] 

 

注：１.種類数の平均欄は総種類数を示す。 
２.主要種は各調査点での上位 5種(ただし組成比 10％以上のもの)を示す。 
３.細胞数、沈殿量は 1L 当たりの数値で示す。 

 

 

 

 

  

調査年月日:令和 7年 8月 5日

調査点　
平均

　項目 (最小 ～ 最大)

( 52   ～ 55   )

( 616,000   ～ 1,148,600   )

( 0.16 ～ 0.24 )

ﾘｿﾞｿﾚﾆｱ ﾌﾗｷﾞﾘｼﾏ ﾘｿﾞｿﾚﾆｱ ﾌﾗｷﾞﾘｼﾏ ﾘｿﾞｿﾚﾆｱ ﾌﾗｷﾞﾘｼﾏ ﾘｿﾞｿﾚﾆｱ ﾌﾗｷﾞﾘｼﾏ ﾘｿﾞｿﾚﾆｱ ﾌﾗｷﾞﾘｼﾏ

主　　要　　種 305,000 ( 49.5) 512,000 ( 58.2) 370,000 ( 51.4) 706,600 ( 61.5) 473,400 ( 56.3)

細　　胞　　数 ｷﾞﾑﾉﾃﾞｨﾆｳﾑ属

(カッコ内は組成比：%) 72,400 ( 11.8)

74            

841,000            

0.20         

St.3 St.4

720,000       

0.22    

52       

1,148,600       

St.1 St.2

0.16    

54       

879,400       

0.17    

55       

616,000       

種　　類　　数

細　　胞　　数

沈　　殿　　量
（mL）

0.24    

53       
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表４－３－１－１(２) 植物プランクトン調査結果概要(下層) [令和７年度夏季分] 

 

注：１.種類数の平均欄は総種類数を示す。 
２.主要種は各調査点での上位 5種(ただし組成比 10％以上のもの)を示す。 
３.細胞数、沈殿量は 1L 当たりの数値で示す。 

 

調査年月日:令和 7年 8月 5日

調査点　
平均

　項目 (最小 ～ 最大)

( 48   ～ 56   )

( 267,200   ～ 1,051,000   )

( 0.14 ～ 0.25 )

ﾘｿﾞｿﾚﾆｱ ﾌﾗｷﾞﾘｼﾏ ﾘｿﾞｿﾚﾆｱ ﾌﾗｷﾞﾘｼﾏ ﾘｿﾞｿﾚﾆｱ ﾌﾗｷﾞﾘｼﾏ ﾘｿﾞｿﾚﾆｱ ﾌﾗｷﾞﾘｼﾏ ﾘｿﾞｿﾚﾆｱ ﾌﾗｷﾞﾘｼﾏ

主　　要　　種 96,800 ( 36.2) 137,000 ( 33.8) 687,400 ( 65.4) 272,600 ( 43.2) 298,450 ( 50.7)

細　　胞　　数

(カッコ内は組成比：%)

74            
56       

St.3

種　　類　　数

St.4

48       56       49       

St.1 St.2

細　　胞　　数

沈　　殿　　量
（mL）

0.19         
0.14    0.25    0.20    0.18    

267,200       
588,650            

405,000       1,051,000       631,400       
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表４－３－１－２(１) 植物プランクトン出現種一覧 [令和７年度夏季分] 

 

注：1.本業務は継続性の高いモニタリング業務であるため、分類体系や学名等が変更された種についても原則的に過年
度に合わせた表記とした。 

2.Skeletonema costatum は、近年 8 種に分類されることが明らかとなったため、複数種を含む可能性がある。 

  

  

調査年月日:令和 7年 8月 5日
番号 門 綱 目 科 学名 和名・読み方

1 藍色植物 藍藻 ﾈﾝｼﾞｭﾓ ﾕﾚﾓ Oscillatoriaceae ﾕﾚﾓ科
2 ｸﾘﾌﾟﾄ植物 ｸﾘﾌﾟﾄ藻 ｸﾘﾌﾟﾄﾓﾅｽ - CRYPTOMONADALES ｸﾘﾌﾟﾄﾓﾅｽ目
3 渦鞭毛植物 渦鞭毛藻 ﾌﾟﾛﾛｹﾝﾄﾙﾑ ﾌﾟﾛﾛｹﾝﾄﾙﾑ Prorocentrum balticum
4 Prorocentrum dentatum
5 Prorocentrum mexicanum
6 Prorocentrum micans
7 Prorocentrum minimum
8 Prorocentrum triestinum
9 ﾃﾞｨﾉﾌｨｼｽ ﾃﾞｨﾉﾌｨｼｽ Dinophysis acuminata

10 Oxyphysis oxytoxoides
11 ｷﾞﾑﾉﾃﾞｨﾆｳﾑ ｷﾞﾑﾉﾃﾞｨﾆｳﾑ Amphidinium sp.
12 Gymnodinium breve
13 Gymnodinium sp. ｷﾞﾑﾉﾃﾞｨﾆｳﾑ属
14 Gyrodinium sp.
15 Torodinium teredo
16 ﾌﾟﾛﾉｸﾃｨﾙｶ Pronoctiluca spinifera
17 - GYMNODINIALES ｷﾞﾑﾉﾃﾞｨﾆｳﾑ目
18 ﾍﾟﾘﾃﾞｨﾆｳﾑ ﾋﾟﾛﾌｧｶｽ Pyrophacus horologium
19 ﾍﾟﾘﾃﾞｨﾆｳﾑ Heterocapsa sp.
20 Oblea sp.
21 Protoperidinium bipes
22 Protoperidinium sp.
23 ｶﾙｷｵﾃﾞｨﾈﾗ Scrippsiella spinifera
24 Scrippsiella sp.
25 ｺﾞﾆｵﾗｯｸｽ Gonyaulax verior
26 Gonyaulax sp.
27 ｹﾗﾁｳﾑ Ceratium furca
28 Ceratium fusus
29 Ceratium lineatum
30 ｵｷｼﾄｸｽﾑ Oxytoxum sp.
31 - PERIDINIALES ﾍﾟﾘﾃﾞｨﾆｳﾑ目
32 黄色植物 黄金色藻 ｸﾛﾑﾘﾅ ｱｳﾛｽﾌｧｴﾗ Meringosphaera sp.
33 ﾃﾞｨｸﾃｨｵｶ ﾃﾞｨｸﾃｨｵｶ Dictyocha fibula
34 ｴﾌﾞﾘｱ Ebria tripartita
35 珪藻 円心 ﾀﾗｼｵｼﾗ Cyclotella sp.
36 Lauderia annulata
37 Skeletonema costatum
38 Thalassiosira sp.
39 Thalassiosiraceae ﾀﾗｼｵｼﾗ科
40 ﾒﾛｼﾗ Leptocylindrus danicus
41 Leptocylindrus mediterraneus
42 Melosira varians
43 ｺｽｷﾉﾃﾞｨｽｸｽ Coscinodiscus sp.
44 ﾘｿﾞｿﾚﾆｱ Dactyliosolen sp.
45 Rhizosolenia fragilissima ﾘｿﾞｿﾚﾆｱ ﾌﾗｷﾞﾘｼﾏ
46 Rhizosolenia phuketensis
47 Rhizosolenia setigera
48 Rhizosolenia stolterfothii
49 ﾋﾞﾀﾞﾙﾌｨｱ Cerataulina dentata
50 Cerataulina pelagica
51 Eucampia zodiacus
52 ｷｰﾄｹﾛｽ Bacteriastrum sp.
53 Chaetoceros affine
54 Chaetoceros breve
55 Chaetoceros compressum ｷｰﾄｹﾛｽ ｺﾝﾌﾟﾚｯｻﾑ
56 Chaetoceros constrictum
57 Chaetoceros costatum
58 Chaetoceros curvisetum
59 Chaetoceros danicum
60 Chaetoceros diadema
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表４－３－１－２(２) 植物プランクトン出現種一覧 [令和７年度夏季分] 

 
注：本業務は継続性の高いモニタリング業務であるため、分類体系や学名等が変更された種についても 
  原則的に過年度に合わせた表記とした。 

調査年月日:令和 7年 8月 5日
番号 門 綱 目 科 学名 和名・読み方

61 黄色植物 珪藻 円心 ｷｰﾄｹﾛｽ Chaetoceros didymum
62 Chaetoceros distans
63 Chaetoceros diversum
64 Chaetoceros lauderi
65 Chaetoceros lorenzianum
66 Chaetoceros pseudocurvisetum
67 Chaetoceros radicans
68 Chaetoceros sociale
69 Chaetoceros subtile
70 Chaetoceros sp.
71 ﾘﾄﾃﾞｽﾐｳﾑ Lithodesmium variabile
72 羽状 ﾃﾞｨｱﾄﾏ Lioloma sp.
73 Neodelphineis pelagica
74 Thalassionema nitzschioides
75 ﾅｳﾞｨｷｭﾗ Haslea sp.
76 Navicula sp.
77 Pleurosigma sp.
78 ﾆｯﾁｱ Cylindrotheca closterium ｷﾘﾝﾄﾞﾛﾃｶ ｸﾛｽﾃﾘｳﾑ
79 Nitzschia pungens
80 Nitzschia sigma
81 Nitzschia sp.
82 - PENNALES 羽状目
83 ﾗﾌｨﾄﾞ藻 ﾗﾌｨﾄﾞﾓﾅｽ ｳﾞｧｷｭｵﾗﾘｱ Chattonella sp.
84 Heterosigma akashiwo
85 ﾐﾄﾞﾘﾑｼ植物 ﾐﾄﾞﾘﾑｼ - - EUGLENOPHYCEAE ﾐﾄﾞﾘﾑｼ綱
86 緑色植物 ﾌﾟﾗｼﾉ藻 - - PRASINOPHYCEAE ﾌﾟﾗｼﾉ藻綱
87 不明 - - - unknown micro-flagellate 微細鞭毛藻類
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表４－３－１－３(１) 植物プランクトン調査結果(細胞数) [令和７年度夏季分] 

 

注：1.細胞数は 1L当たりの数値で示す。ただし、調査点合計の平均欄は上層・下層は 4L、全層は 8L 当たりの数値で

示す。 
2.表中の「*」を付した種類の単位は糸状体/Lである。 
3.Skeletonema costatum は、近年 8 種に分類されることが明らかとなったため、複数種を含む可能性がある。 

 

 

  

調査年月日:令和 7年 8月 5日
調査点 St.1 St.2 St.3 St.4 合計

番号 学名　　　　　　　　　　層 上層 下層 上層 下層 上層 下層 上層 下層 上層 下層 全層

1 Oscillatoriaceae* 200 200 200

2 CRYPTOMONADALES 25,800 5,000 5,800 12,800 16,200 28,000 11,200 14,600 59,000 60,400 119,400

3 Prorocentrum balticum 2,200 600 1,200 2,400 1,800 800 1,200 6,600 3,600 10,200

4 Prorocentrum dentatum 200 200 200

5 Prorocentrum mexicanum 200 200 200

6 Prorocentrum micans 3,400 2,200 800 2,800 5,000 7,400 1,800 3,200 11,000 15,600 26,600

7 Prorocentrum minimum 400 400 600 1,000 1,400 600 600 2,600 2,400 5,000

8 Prorocentrum triestinum 600 400 200 600 400 1,200 1,000 2,200

9 Dinophysis acuminata 200 3,400 400 200 600 3,600 4,200

10 Oxyphysis oxytoxoides 2,200 800 3,000 3,000

11 Amphidinium sp. 600 200 600 800 400 600 1,400 800 3,000 2,400 5,400

12 Gymnodinium breve 2,800 600 5,800 400 5,600 7,400 4,800 2,600 19,000 11,000 30,000

13 Gymnodinium sp. 72,400 9,200 66,200 4,200 51,600 49,000 81,200 33,200 271,400 95,600 367,000

14 Gyrodinium sp. 4,200 2,200 2,800 4,200 2,800 4,600 4,200 3,400 14,000 14,400 28,400

15 Torodinium teredo 800 800 1,600 1,600

16 Pronoctiluca spinifera 400 200 600 600

17 GYMNODINIALES 18,000 8,000 35,200 12,800 22,200 21,000 28,400 15,800 103,800 57,600 161,400

18 Pyrophacus horologium 200 200 1,000 200 200 1,400 400 1,800

19 Heterocapsa sp. 2,600 800 1,400 200 600 400 5,400 600 6,000

20 Oblea sp. 200 200 400 400

21 Protoperidinium bipes 1,000 800 600 800 1,000 800 2,600 2,400 5,000

22 Protoperidinium sp. 2,600 3,200 6,000 4,800 4,800 11,800 4,000 5,200 17,400 25,000 42,400

23 Scrippsiella spinifera 8,000 2,000 200 6,000 2,800 2,600 1,200 18,600 4,200 22,800

24 Scrippsiella sp. 4,000 600 2,000 1,600 200 1,200 1,600 8,800 2,400 11,200

25 Gonyaulax verior 400 400 400

26 Gonyaulax sp. 400 400 400

27 Ceratium furca 400 200 600 600 800 1,000 1,800

28 Ceratium fusus 200 200 400 200 400 600 1,000

29 Ceratium lineatum 200 200 200

30 Oxytoxum sp. 400 200 400 200 600

31 PERIDINIALES 20,800 5,200 17,400 3,800 42,000 16,000 17,600 11,000 97,800 36,000 133,800

32 Meringosphaera sp. 400 400 400

33 Dictyocha fibula 200 200 200

34 Ebria tripartita 200 200 200 200 400

35 Cyclotella sp. 200 200 200

36 Lauderia annulata 2,000 2,000 2,000

37 Skeletonema costatum 600 1,800 400 7,000 2,200 1,800 8,800 2,800 19,800 22,600

38 Thalassiosira sp. 4,800 12,600 11,200 10,800 4,200 5,800 4,200 11,400 24,400 40,600 65,000

39 Thalassiosiraceae 2,800 3,600 2,200 14,200 1,200 4,800 8,000 21,200 14,200 43,800 58,000

40 Leptocylindrus danicus 1,800 800 400 2,400 1,200 1,200 4,000 7,400 4,400 11,800

41 Leptocylindrus mediterraneus 1,200 800 200 1,400 800 2,800 3,600

42 Melosira varians 400 400 400

43 Coscinodiscus sp. 200 200 200 400 400 600 1,000

44 Dactyliosolen sp. 400 400 200 1,000 400 1,000 1,400 2,400

45 Rhizosolenia fragilissima 305,000 96,800 512,000 137,000 370,000 687,400 706,600 272,600 1,893,600 1,193,800 3,087,400

46 Rhizosolenia phuketensis 3,800 1,400 12,000 2,800 14,600 13,000 12,200 7,600 42,600 24,800 67,400

47 Rhizosolenia setigera 800 400 400 600 800 1,400 1,200 1,000 3,200 3,400 6,600

48 Rhizosolenia stolterfothii 200 200 200

49 Cerataulina dentata 600 200 400 200 800 1,400 1,200 1,800 3,000 4,800

50 Cerataulina pelagica 600 200 200 1,600 1,400 1,600 2,400 3,200 5,600

51 Eucampia zodiacus 2,600 2,600 2,600

52 Bacteriastrum sp. 10,400 3,600 4,600 15,800 5,600 3,200 9,400 15,800 30,000 38,400 68,400

53 Chaetoceros affine 800 800 600 1,600 600 2,200

54 Chaetoceros breve 600 600 600

55 Chaetoceros compressum 3,000 20,400 24,800 27,600 20,200 20,400 34,200 31,800 82,200 100,200 182,400

56 Chaetoceros constrictum 1,400 1,000 400 7,000 800 1,800 1,400 10,200 3,600 13,800

57 Chaetoceros costatum 2,000 5,600 8,200 5,400 10,000 16,000 8,400 3,600 28,600 30,600 59,200

58 Chaetoceros curvisetum 7,000 1,200 12,600 2,200 1,600 4,000 2,800 25,800 28,600

59 Chaetoceros danicum 200 200 2,200 200 200 2,600 2,800

60 Chaetoceros diadema 600 2,200 2,800 2,800



 

39 

表４－３－１－３(２) 植物プランクトン調査結果(細胞数) [令和７年度夏季分] 

 
注：細胞数は 1L 当たりの数値で示す。ただし、調査点合計の平均欄は上層・下層は 4L、全層は 8L当たりの数値で示

す。 

 

調査年月日:令和 7年 8月 5日
調査点 St.1 St.2 St.3 St.4 合計

番号 学名　　　　　　　　　　層 上層 下層 上層 下層 上層 下層 上層 下層 上層 下層 全層

61 Chaetoceros didymum 9,400 4,600 18,400 12,200 10,200 17,000 19,600 17,800 57,600 51,600 109,200

62 Chaetoceros distans 6,400 1,800 15,400 8,000 6,400 4,600 5,400 9,200 33,600 23,600 57,200

63 Chaetoceros diversum 800 800 800

64 Chaetoceros lauderi 3,000 600 1,800 4,200 2,400 6,400 6,000 3,000 13,200 14,200 27,400

65 Chaetoceros lorenzianum 1,800 4,200 2,000 11,000 2,200 2,400 1,800 9,200 7,800 26,800 34,600

66 Chaetoceros pseudocurvisetum 3,400 3,400 3,400

67 Chaetoceros radicans 6,800 2,000 6,800 2,000 8,800

68 Chaetoceros sociale 2,200 800 2,200 800 3,000

69 Chaetoceros subtile 400 400 400

70 Chaetoceros sp. 13,200 11,400 13,800 9,000 10,200 18,600 26,800 16,400 64,000 55,400 119,400

71 Lithodesmium variabile 200 200 200

72 Lioloma sp. 800 600 1,800 1,000 400 600 3,600 1,600 5,200

73 Neodelphineis pelagica 2,000 6,600 7,000 5,200 2,800 7,000 16,600 23,600

74 Thalassionema nitzschioides 3,200 5,000 5,600 6,800 7,600 2,800 4,400 6,000 20,800 20,600 41,400

75 Haslea sp. 200 200 400 400

76 Navicula sp. 600 1,400 400 1,000 400 600 1,400 1,400 4,400 5,800

77 Pleurosigma sp. 400 600 1,000 1,200 200 400 1,600 2,200 3,800

78 Cylindrotheca closterium 17,800 17,400 49,200 27,000 29,200 39,400 72,400 42,000 168,600 125,800 294,400

79 Nitzschia pungens 2,200 1,800 800 800 1,800 3,800 5,800 5,400 11,200

80 Nitzschia sigma 200 200 200

81 Nitzschia sp. 7,800 11,600 9,800 15,400 14,200 7,400 14,000 12,800 45,800 47,200 93,000

82 PENNALES 1,000 4,000 400 6,600 1,400 1,400 1,400 6,400 4,200 18,400 22,600

83 Chattonella sp. 200 200 200

84 Heterosigma akashiwo 200 600 1,800 800 1,800 2,600

85 EUGLENOPHYCEAE 200 200 400 400 600 600 1,200

86 PRASINOPHYCEAE 8,600 400 11,600 400 7,400 3,200 8,800 3,200 36,400 7,200 43,600

87 unknown micro-flagellate 22,400 1,200 17,800 4,200 12,800 14,800 24,000 11,000 77,000 31,200 108,200

種類数 55 49 54 48 53 56 52 56 74 74 87

合計 616,000 267,200 879,400 405,000 720,000 1,051,000 1,148,600 631,400 3,364,000 2,354,600 5,718,600
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図４－３－１－１ 植物プランクトンの水平分布 [令和７年度夏季分] 
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表４－３－２－１ 動物プランクトン調査結果概要 [令和７年度夏季分] 

 
注：１.種類数の平均欄は総種類数を示す。 

２.主要種は各調査点での上位 5種(ただし組成比 10%以上のもの)を示す。 
３.個体数、沈殿量は 1 ㎥当たりの数値で示す。

調査年月日：令和 7年 8月 5日

調査点　
平均

　項目 (最小 ～ 最大)

( 15　 ～ 19　 )

( 25,302　 ～ 159,082　 )

( 3.0 ～ 9.3 )

ｵｲﾄﾅ ﾀﾞﾋﾞｻｴ ｵｲﾄﾅ ﾀﾞﾋﾞｻｴ ｵｲﾄﾅ ﾀﾞﾋﾞｻｴ ｵｲﾄﾅ ﾀﾞﾋﾞｻｴ ｵｲﾄﾅ ﾀﾞﾋﾞｻｴ

7,256 ( 28.7) 53,333 ( 33.5) 46,667 ( 37.0) 80,000 ( 50.7) 46,814 ( 40.0)

主　　要　　種 ｵｲﾄﾅ属 ｵｲﾄﾅ属 ｵｲﾄﾅ属 ｵｲﾄﾅ属 ｵｲﾄﾅ属

個　　体　　数 6,140 ( 24.3) 51,667 ( 32.5) 31,667 ( 25.1) 28,293 ( 17.9) 29,442 ( 25.2)

(カッコ内は組成比：%) ｴﾊﾞﾄﾞﾈ ﾃﾙｹﾞｽﾁｰﾅ

3,163 ( 12.5)

6.2          

26            

117,011            

St.1 St.2 St.3 St.4

159,082       126,000       157,659       

9.3     5.6     7.0     

19       18       19       種　　類　　数

個　　体　　数

沈　　殿　　量
(mL)

15       

3.0     

25,302       
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表４－３－２－２ 動物プランクトン出現種一覧 [令和７年度夏季分] 

 

注：本業務は継続性の高いモニタリング業務であるため、分類体系や学名等が変更された種についても 
原則的に過年度に合わせた表記とした。 

調査年月日：令和 7年 8月 5日

番号 門 綱 目 科 学名 和名・読み方

1 肉質鞭毛虫 - - - SARCODINA 肉質虫亜門

2 繊毛虫 多膜 少毛 ｽﾅｶﾗﾑｼ Tintinnopsis radix

3 ﾌｧｳﾞｪﾗ Favella ehrenbergii

4 袋形動物 ﾜﾑｼ ﾂﾎﾞﾜﾑｼ ﾂﾎﾞﾜﾑｼ Brachionus plicatilis

5 軟体動物 ﾆﾏｲｶﾞｲ - - umbo larva of BIVALVIA ﾆﾏｲｶﾞｲ綱の殻頂期幼生

6 環形動物 ｺﾞｶｲ - - nectochaeta of POLYCHAETA ｺﾞｶｲ綱のﾈｸﾄｷｰﾀ幼生

7 節足動物 甲殻 ﾐｼﾞﾝｺ ｼﾀﾞﾐｼﾞﾝｺ Penilia avirostris

8 ｵｵﾒﾐｼﾞﾝｺ Evadne tergestina ｴﾊﾞﾄﾞﾈ ﾃﾙｹﾞｽﾁｰﾅ

9 ｶｲｱｼ ﾊﾟﾗｶﾗﾇｽ Paracalanus crassirostris

10 Paracalanus parvus

11 Paracalanus  sp. ﾊﾟﾗｶﾗﾇｽ属 

12 ﾃﾓﾗ Temora  sp. ﾃﾓﾗ属 

13 ｱｶﾙﾃｨｱ Acartia sinjiensis

14 Acartia  sp. ｱｶﾙﾃｨｱ属 

15 ｵｲﾄﾅ Oithona davisae ｵｲﾄﾅ ﾀﾞﾋﾞｻｴ

16 Oithona  sp. ｵｲﾄﾅ属

17 ｺﾘｹｳｽ Corycaeus  sp. ｺﾘｹｳｽ属 

18 ｴｸﾃｨﾉｿﾏ Microsetella norvegica

19 - nauplius of COPEPODA ｶｲｱｼ目のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生

20 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ - nauplius of CIRRIPEDIA ﾌｼﾞﾂﾎﾞ亜目のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生

21 - cypris of CIRRIPEDIA ﾌｼﾞﾂﾎﾞ亜目のｷﾌﾟﾘｽ幼生

22 ｴﾋﾞ - zoea of DECAPODA ｴﾋﾞ目のｿﾞｴｱ幼生

23 毛顎動物 ﾔﾑｼ ﾔﾑｼ ｻｼﾞｯﾀ Sagitta crassa

24 原索動物 ｵﾀﾏﾎﾞﾔ ｵﾀﾏﾎﾞﾔ ｵｲｺﾌﾟﾚｳﾗ Oikopleura  sp. ｵｲｺﾌﾟﾚｳﾗ属

25 ﾌﾘﾃｨﾗﾘｱ Appendicularia sicula

26 Fritillaria  sp. ﾌﾘﾁﾗﾘｱ属
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表４－３－２－３ 動物プランクトン調査結果(個体数) [令和７年度夏季分] 

 

注：個体数は 1m3当たりの数値で示す。ただし、調査点合計の平均欄は 4m3当たりの数値で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

調査年月日：令和 7年 8月 5日
番号 学名　　　　　　　　　　　　調査点 St.1 St.2 St.3 St.4 合計

1 SARCODINA 186 1,667 3,902 5,755

2 Tintinnopsis radix 976 976

3 Favella ehrenbergii 372 1,667 2,500 1,951 6,490

4 Brachionus plicatilis 186 976 1,162

5 umbo larva of BIVALVIA 1,302 3,333 11,667 11,707 28,009

6 nectochaeta of POLYCHAETA 2,233 15,000 3,333 7,805 28,371

7 Penilia avirostris 651 2,917 1,833 2,146 7,547

8 Evadne tergestina 3,163 833 2,833 5,463 12,292

9 Paracalanus crassirostris 98 98

10 Paracalanus parvus 83 98 181

11 Paracalanus  sp. 1,023 2,333 3,610 6,966

12 Temora  sp. 167 167

13 Acartia sinjiensis 250 195 445

14 Acartia  sp. 930 1,167 3,000 293 5,390

15 Oithona davisae 7,256 53,333 46,667 80,000 187,256

16 Oithona  sp. 6,140 51,667 31,667 28,293 117,767

17 Corycaeus  sp. 186 1,333 5,833 98 7,450

18 Microsetella norvegica 651 2,667 1,083 1,561 5,962

19 nauplius of COPEPODA 558 10,833 7,000 6,341 24,732

20 nauplius of CIRRIPEDIA 83 83

21 cypris of CIRRIPEDIA 83 83

22 zoea of DECAPODA 250 250

23 Sagitta crassa 83 83

24 Oikopleura  sp. 465 1,500 3,833 2,146 7,944

25 Appendicularia sicula 10,000 1,417 11,417

26 Fritillaria  sp. 167 1,000 1,167

種類数 15 19 18 19 26

合計 25,302 159,082 126,000 157,659 468,043

参考 Noctiluca scintillans         0
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図４－３－２－１ 動物プランクトンの水平分布 [令和７年度夏季分] 
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表４－３－３－１ 底生生物調査結果概要 [令和７年度夏季分] 

  
注：１.種類数の平均欄は総種類数を示す。 

２.主要種は各調査点での上位 5種(ただし組成比 10％以上のもの)を示す。 
３.個体数及び湿重量(g)は 0.1m2当たりの数値で示す。 

４.湿重量の「+」は 0.01g 未満を示す。 

調査年月日：令和 7年 8月 6日

  項目　＼　調査点 St.1 St.2 St.3 St.4 平均 ( 最小 ～ 最大 )

軟体動物門 8          15          18   ( 0   ～ 15   )

環形動物門 14          18          22   ( 0   ～ 18   )

節足動物門 1          2          3   ( 0   ～ 2   )

そ　の　他 5          6          1          7   ( 0   ～ 6   )

合　　　計 28          0          41          1          50   ( 0   ～ 41   )

軟体動物門 260          175          109   ( 0   ～ 260   )

環形動物門 130          269          100   ( 0   ～ 269   )

節足動物門 1          10          3   ( 0   ～ 10   )

そ　の　他 11          16          1          7   ( 0   ～ 16   )

合　　　計 402          0          470          1          218   ( 0   ～ 470   )

軟体動物門 64.7        37.2        49.8 ( 0.0 ～ 64.7 )

環形動物門 32.3        57.2        45.7 ( 0.0 ～ 57.2 )

節足動物門 0.2        2.1        1.3 ( 0.0 ～ 2.1 )

（%） そ　の　他 2.7        3.4        100.0        3.2 ( 0.0 ～ 100.0 )

軟体動物門 16.89       9.23       6.53 ( 0.00 ～ 16.89 )

環形動物門 1.41       5.12       1.63 ( 0.00 ～ 5.12 )

節足動物門 0.01       0.34       0.09 ( 0.00 ～ 0.34 )

そ　の　他 3.37       0.49       +          0.97 ( 0.00 ～ 3.37 )

合　　　計 21.68       0.00       15.18       +          9.22 ( 0.00 ～ 21.68 )

ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ 出現種なし ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ 紐形動物門 ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ

85 ( 21.1)   120 ( 25.5)   1 (100.0)   38 ( 17.5)

ｼｽﾞｸｶﾞｲ   ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ   ｼｽﾞｸｶﾞｲ

84 ( 20.9)   68 ( 14.5)   38 ( 17.3)

ﾁﾖﾉﾊﾅｶﾞｲ   ｼｽﾞｸｶﾞｲ   ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ

76 ( 18.9)   67 ( 14.3)   31 ( 14.2)

ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ

60 ( 14.9)   22 ( 10.2)

個体数

(カッコ内は組成比：%)

（g）

種
類
数

個
体
数

個
体
数

組
成
比

湿
重
量

主要種
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表４－３－３－２ 底生生物出現種一覧 [令和７年度夏季分] 

 
注：本業務は継続性の高いモニタリング業務であるため、分類体系や学名等が変更された種についても 

原則的に過年度に合わせた表記とした。 

 

 

  

調査年月日：令和 7年 8月 6日

番号 門 綱 目 科 学名 和名・読み方

1 刺胞動物 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ - ACTINIARIA ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目

2 紐形動物 - - - NEMERTINEA 紐形動物門

3 軟体動物 ﾏｷｶﾞｲ ﾆﾅ ﾘｿﾂﾎﾞ Rissonidae ﾘｿﾂﾎﾞ科

4 ｶﾘﾊﾞｶﾞｻｶﾞｲ Crepidula onyx ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ

5 ｸﾁｷﾚｶﾞｲ ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ Tiberia pulchella ｸﾁｷﾚｶﾞｲ

6 Pyramidellidae ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ科

7 ﾆﾏｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ Musculista senhousia ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ

8 Musculus  sp. ﾀﾏｴｶﾞｲ属

9 ﾊﾏｸﾞﾘ ﾂｷｶﾞｲ Anodontia  sp.

10 Pillucina pisidium ｳﾒﾉﾊﾅｶﾞｲ

11 ﾌﾞﾝﾌﾞｸﾔﾄﾞﾘｶﾞｲ Montacutidae ﾌﾞﾝﾌﾞｸﾔﾄﾞﾘｶﾞｲ科

12 ｻﾞﾙｶﾞｲ Fulvia mutica ﾄﾘｶﾞｲ

13 Fulvia  sp.

14 ﾊﾞｶｶﾞｲ Raetallops pulchellus ﾁﾖﾉﾊﾅｶﾞｲ

15 ﾆｯｺｳｶﾞｲ Nitidotellina  sp. ｻｸﾗｶﾞｲ属

16 ｱｻｼﾞｶﾞｲ Theora fragilis ｼｽﾞｸｶﾞｲ

17 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ Paphia lischkei ｽﾀﾞﾚｶﾞｲ

18 Paphia undulata ｲﾖｽﾀﾞﾚｶﾞｲ

19 Veremolpa micra ﾋﾒｶﾉｺｱｻﾘ

20 ｵｵﾉｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ Hiatella orientalis ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ

21 環形動物 ｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｳﾛｺﾑｼ Harmothoe  sp.

22 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ Phyllodocidae ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科

23 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Ophiodromus  sp.

24 ｶｷﾞｺﾞｶｲ Sigambra tentaculata

25 ｺﾞｶｲ Nectoneanthes latipoda

26 ﾁﾛﾘ Glycera  sp.

27 ﾆｶｲﾁﾛﾘ Glycinde  sp.

28 Paralacydoniidae Paralacydonia paradoxa

29 ｲｿﾒ ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Scoletoma longifolia ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ

30 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ Aonides oxycephala ｹﾝｻｷｽﾋﾟｵ

31 Paraprionospio  sp.(A型)

32 Polydora  sp.

33 Prionospio sexoculata ﾌﾀｴﾗｽﾋﾟｵ

34 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ Magelona japonica ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ

35 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Chaetozone  sp.

36 Cirriformia tentaculata ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ

37 Cirratulidae ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ科

38 Trochochaetidae Poecilochaetus  sp.

39 ﾁﾏｷｺﾞｶｲ ﾁﾏｷｺﾞｶｲ Owenia fusiformis ﾁﾏｷｺﾞｶｲ

40 ﾌｻｺﾞｶｲ ｳﾐｲｻｺﾞﾑｼ Lagis bocki ｳﾐｲｻｺﾞﾑｼ

41 ﾌｻｺﾞｶｲ Loimia  sp.

42 ｹﾔﾘﾑｼ ｹﾔﾘﾑｼ Chone  sp.

43 節足動物 甲殻 ｴﾋﾞ ｺﾌﾞｼｶﾞﾆ Leucosiidae ｺﾌﾞｼｶﾞﾆ科

44 ｸﾓｶﾞﾆ Pyromaia tuberculata ｲｯｶｸｸﾓｶﾞﾆ

45 ｶｸﾚｶﾞﾆ Pinnixa  sp. ﾏﾒｶﾞﾆ属

46 触手動物 ﾎｳｷﾑｼ ﾎｳｷﾑｼ ﾎｳｷﾑｼ Phoronis  sp.

47 腕足 ｼｬﾐｾﾝｶﾞｲ ｼｬﾐｾﾝｶﾞｲ Lingula  sp.

48 棘皮動物 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ ｸﾓﾋﾄﾃﾞ ｽﾅｸﾓﾋﾄﾃﾞ Ophiophragmus japonicus ｶｷｸﾓﾋﾄﾃﾞ

49 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ Ophiura kinbergi ｸｼﾉﾊｸﾓﾋﾄﾃﾞ

50 ｳﾆ ﾌﾞﾝﾌﾞｸ ﾋﾗﾀﾌﾞﾝﾌﾞｸ Echinocardium cordatum ｵｶﾒﾌﾞﾝﾌﾞｸ

注：本業務は継続性の高いモニタリング業務であるため、分類体系や学名等が変更された種についても

　　原則的に過年度に合わせた表記とした。
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表４－３－３－３ 底生生物調査結果(個体数) [令和７年度夏季分] 

 

注：個体数は 0.1m2当たりの数値で示す。ただし、調査点合計の平均欄は 0.4m2当たりの数値で示す。 

調査年月日：令和 7年 8月 6日

番号 学名　　　　　　　　　　　　調査点 St.1 St.2 St.3 St.4 合計

1 ACTINIARIA 3 2 5

2 NEMERTINEA 3 4 1 8

3 Rissonidae 1 1

4 Crepidula onyx 4 4

5 Tiberia pulchella 1 1

6 Pyramidellidae 1 1

7 Musculista senhousia 85 68 153

8 Musculus  sp. 1 1

9 Anodontia  sp. 1 1

10 Pillucina pisidium 2 16 18

11 Montacutidae 1 1

12 Fulvia mutica 1 1

13 Fulvia  sp. 1 1

14 Raetallops pulchellus 76 8 84

15 Nitidotellina  sp. 2 2

16 Theora fragilis 84 67 151

17 Paphia lischkei 1 1

18 Paphia undulata 2 2

19 Veremolpa micra 9 2 11

20 Hiatella orientalis 1 1

21 Harmothoe  sp. 1 1

22 Phyllodocidae 1 1

23 Ophiodromus  sp. 1 1

24 Sigambra tentaculata 18 3 21

25 Nectoneanthes latipoda 2 1 3

26 Glycera  sp. 2 18 20

27 Glycinde  sp. 17 15 32

28 Paralacydonia paradoxa 2 2 4

29 Scoletoma longifolia 60 29 89

30 Aonides oxycephala 16 16

31 Paraprionospio  sp.(A型) 6 2 8

32 Polydora  sp. 4 4

33 Prionospio sexoculata 1 1

34 Magelona japonica 2 2

35 Chaetozone  sp. 2 2

36 Cirriformia tentaculata 4 120 124

37 Cirratulidae 12 2 14

38 Poecilochaetus  sp. 1 1

39 Owenia fusiformis 3 3

40 Lagis bocki 1 7 8

41 Loimia  sp. 1 1

42 Chone  sp. 43 43

43 Leucosiidae 1 1

44 Pyromaia tuberculata 1 1

45 Pinnixa  sp. 9 9

46 Phoronis  sp. 3 3

47 Lingula  sp. 3 3

48 Ophiophragmus japonicus 3 2 5

49 Ophiura kinbergi 1 2 3

50 Echinocardium cordatum 1 1

種類数 28 0 41 1 50

合　計 402 0 470 1 873
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表４－３－３－４ 底生生物調査結果(湿重量) [令和７年度夏季分] 

 

注：１.「+」は 0.01g未満を示す。 
２.湿重量(g)は 0.1m2当たりの数値で示す。ただし、調査点合計の平均欄は 0.4m2当たりの数値で示す。 

調査年月日：令和 7年 8月 6日

番号 学名　　　　　　　　　　　　調査点 St.1 St.2 St.3 St.4 合計

1 ACTINIARIA 0.15 0.23 0.38

2 NEMERTINEA 0.07 0.03 +   0.10

3 Rissonidae +   +   

4 Crepidula onyx 0.02 0.02

5 Tiberia pulchella 0.01 0.01

6 Pyramidellidae +   +   

7 Musculista senhousia 8.86 5.34 14.20

8 Musculus  sp. +   +   

9 Anodontia  sp. +   +   

10 Pillucina pisidium 0.01 0.05 0.06

11 Montacutidae +   +   

12 Fulvia mutica 1.04 1.04

13 Fulvia  sp. 0.02 0.02

14 Raetallops pulchellus 4.90 0.19 5.09

15 Nitidotellina  sp. 0.06 0.06

16 Theora fragilis 1.04 0.82 1.86

17 Paphia lischkei 2.45 2.45

18 Paphia undulata 0.03 0.03

19 Veremolpa micra 1.01 0.26 1.27

20 Hiatella orientalis 0.01 0.01

21 Harmothoe  sp. +   +   

22 Phyllodocidae +   +   

23 Ophiodromus  sp. +   +   

24 Sigambra tentaculata 0.03 +   0.03

25 Nectoneanthes latipoda 0.03 0.03 0.06

26 Glycera  sp. 0.08 0.87 0.95

27 Glycinde  sp. 0.06 0.04 0.10

28 Paralacydonia paradoxa +   +   +   

29 Scoletoma longifolia 0.54 0.23 0.77

30 Aonides oxycephala 0.04 0.04

31 Paraprionospio  sp.(A型) 0.08 0.01 0.09

32 Polydora  sp. 0.01 0.01

33 Prionospio sexoculata +   +   

34 Magelona japonica 0.01 0.01

35 Chaetozone  sp. 0.04 0.04

36 Cirriformia tentaculata 0.05 2.96 3.01

37 Cirratulidae 0.07 0.01 0.08

38 Poecilochaetus  sp. +   +   

39 Owenia fusiformis 0.13 0.13

40 Lagis bocki 0.02 0.29 0.31

41 Loimia  sp. 0.40 0.40

42 Chone  sp. 0.50 0.50

43 Leucosiidae 0.01 0.01

44 Pyromaia tuberculata 0.09 0.09

45 Pinnixa  sp. 0.25 0.25

46 Phoronis  sp. 0.02 0.02

47 Lingula  sp. 0.07 0.07

48 Ophiophragmus japonicus 0.03 0.02 0.05

49 Ophiura kinbergi 0.01 0.12 0.13

50 Echinocardium cordatum 3.11 3.11

種類数 28 0 41 1 50

合　計 21.68 0.00 15.18 +   36.86
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図４－３－３－１ 底生生物の水平分布 [令和７年度夏季分]
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表４－３－４－１ 魚卵調査結果概要 [令和７年度夏季分]  

 
注：１.種類数の平均欄は総種類数を示す。 
  ２.主要種は各調査点での上位 5 種(ただし組成比 10%以上のもの)を示す。 
  ３.個体数は 1,000 ㎥当たりの数値で示す。 

 

 

調査年月日:令和 7年 8月 6日

調査点　
平均

　項目 (最小 ～ 最大)

( 5  ～ 9  )

( 19,859  ～ 106,815  )

単脂卵 0.53～0.60mm 単脂卵 0.53～0.60mm ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 単脂卵 0.53～0.60mm 単脂卵 0.53～0.60mm

主　　　要　　　種 61,779 ( 57.8) 30,206 ( 68.7) 51,864 ( 51.2) 10,688 ( 53.8) 36,426 ( 53.6)

個　　　　　　　数
ｶﾀｸﾁｲﾜｼ ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 単脂卵 0.53～0.60mm ｶﾀｸﾁｲﾜｼ ｶﾀｸﾁｲﾜｼ

(カッコ内は組成比：%) 36,002 ( 33.7) 11,162 ( 25.4) 43,031 ( 42.5) 7,081 ( 35.7) 26,527 ( 39.0)

St.4

9

68,004

5

19,859

St.1

7

101,353

St.2

43,990

St.3

6

106,815

種　　　類　　　数

個　　　　　　　数

9
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表４－３－４－２ 魚卵出現種一覧 [令和７年度夏季分] 

 
注：本業務は継続性の高いモニタリング業務であるため、分類体系や学名等が変更された種についても 
  原則的に過年度に合わせた表記とした。 

 

 

表４－３－４－３ 魚卵調査結果（個数） [令和７年度夏季分] 

 

注： 個体数は 1,000m3当たりの数値で示す。ただし調査点合計の平均欄は 4,000m3当たりの数値で示す。 

 

  

調査年月日:令和 7年 8月 6日

番号 門 綱 目 科 学名 和名

1 脊椎動物 硬骨魚 ﾆｼﾝ ｶﾀｸﾁｲﾜｼ Engraulis japonicus ｶﾀｸﾁｲﾜｼ

2 ｳﾊﾞｳｵ ﾈｽﾞｯﾎﾟ Callionymidae ﾈｽﾞｯﾎﾟ科

3 ｶﾚｲ ｳｼﾉｼﾀ Cynoglossidae ｳｼﾉｼﾀ科

4 不明 不明 Unidentified n.o. egg-1 無脂卵 0.68～0.70mm

5 Unidentified n.o. egg-2 無脂卵 0.78～0.85mm

6 Unidentified n.o. egg-3 無脂卵 1.10～1.13mm

7 Unidentified s.o. egg-3 単脂卵 0.53～0.60mm

8 Unidentified s.o. egg-4 単脂卵 0.63～0.68mm

9 Unidentified s.o. egg-5 単脂卵 0.70～0.80mm

調査年月日:令和 7年 8月 6日

番号 学名 和名　　　　　調査点 St.1 St.2 St.3 St.4 合計

1 Engraulis japonicus ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 36,002 11,162 51,864 7,081 106,109

2 Callionymidae ﾈｽﾞｯﾎﾟ科 160 327 215 195 897

3 Cynoglossidae ｳｼﾉｼﾀ科 643 110 435 1,188

4 Unidentified n.o. egg-1 無脂卵 0.68～0.70mm 220 342 11 120 693

5 Unidentified n.o. egg-2 無脂卵 0.78～0.85mm 3 3

6 Unidentified n.o. egg-3 無脂卵 1.10～1.13mm 8 8

7 Unidentified s.o. egg-3 単脂卵 0.53～0.60mm 61,779 30,206 43,031 10,688 145,704

8 Unidentified s.o. egg-4 単脂卵 0.63～0.68mm 109 841 950

9 Unidentified s.o. egg-5 単脂卵 0.70～0.80mm 7,891 1,843 4,956 1,775 16,465

種類数 9 6 7 5 9

合計 106,815 43,990 101,353 19,859 272,017
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図４－３－４－１ 魚卵の水平分布 [令和７年度夏季分] 
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表４－３－４－４ 稚仔魚調査結果概要 [令和７年度夏季分] 

 
注：１.種類数の平均欄は総種類数を示す。 
  ２.主要種は各調査点での上位 5 種(ただし組成比 10%以上のもの)を示す。 
  ３.個体数は 1,000 ㎥当たりの数値で示す。 

調査年月日:令和 7年 8月 6日

調査点　
平均

　項目 (最小 ～ 最大)

( 6  ～ 10  )

( 111  ～ 279  )

ｻｯﾊﾟ ﾅﾍﾞｶ属 ﾅﾍﾞｶ属 ﾅﾍﾞｶ属 ﾅﾍﾞｶ属
35 ( 31.5) 93 ( 43.9) 149 ( 72.0) 142 ( 50.9) 104 ( 51.3)

ﾅﾍﾞｶ属 不明ふ化仔魚 ﾊｾﾞ科 不明ふ化仔魚 不明ふ化仔魚

主　　　要　　　種 31 ( 27.9) 61 ( 28.8) 21 ( 10.1) 58 ( 20.8) 33 ( 16.1)

個　　　体　　　数
ﾊｾﾞ科 ﾊｾﾞ科 ﾊｾﾞ科

(カッコ内は組成比：%) 18 ( 16.2) 42 ( 15.1) 24 ( 11.7)

ｻｯﾊﾟ
21 ( 10.3)

13            

202            

6

279

St.3

207

St.2

212

7

St.4

111

St.1

10

個　　　体　　　数

種　　　類　　　数 9
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表４－３－４－５ 稚仔魚出現種一覧 [令和７年度夏季分] 

 

注：本業務は継続性の高いモニタリング業務であるため、分類体系や学名等が変更された種についても 
  原則的に過年度に合わせた表記とした。 

 

表４－３－４－６ 稚仔魚調査結果（個体数） [令和７年度夏季分] 

 

注： 個体数は 1,000m3当たりの数値で示す。ただし調査点合計の平均欄は 4,000m3当たりの数値で示す。 

  

調査年月日:令和 7年 8月 6日

番号 門 綱 目 科 学名 和名

1 脊椎動物 硬骨魚 ﾆｼﾝ ﾆｼﾝ Sardinella zunasi ｻｯﾊﾟ

2 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ Engraulis japonicus ｶﾀｸﾁｲﾜｼ

3 ｽｽﾞｷ ｷｽ Sillago japonica ｼﾛｷﾞｽ

4 ﾋｲﾗｷﾞ Leiognathidae ﾋｲﾗｷﾞ科

5 ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ Pomacentridae ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科

6 ｱｲｺﾞ Siganus fuscescens ｱｲｺﾞ

7 ﾊｾﾞ Gobiidae ﾊｾﾞ科

8 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ Omobranchus  sp. ﾅﾍﾞｶ属

9 Blenniidae ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科

10 ｳﾊﾞｳｵ ﾈｽﾞｯﾎﾟ Callionymidae ﾈｽﾞｯﾎﾟ科

11 ｶﾚｲ ﾀﾞﾙﾏｶﾞﾚｲ Bothidae ﾀﾞﾙﾏｶﾞﾚｲ科

12 ﾌｸﾞ ｶﾜﾊｷﾞ Rudarius ercodes ｱﾐﾒﾊｷﾞ

13 不明 不明 Unidentified yolksac larva 不明ふ化仔魚

調査年月日:令和 7年 8月 6日

番号 学名 和名　　　　　調査点 St.1 St.2 St.3 St.4 合計

1 Sardinella zunasi ｻｯﾊﾟ 35 14 7 27 83

2 Engraulis japonicus ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 2 9 8 19

3 Sillago japonica ｼﾛｷﾞｽ 3 2 11 16

4 Leiognathidae ﾋｲﾗｷﾞ科 2 2

5 Pomacentridae ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 2 2

6 Siganus fuscescens ｱｲｺﾞ 3 3

7 Gobiidae ﾊｾﾞ科 18 14 21 42 95

8 Omobranchus  sp. ﾅﾍﾞｶ属 31 93 149 142 415

9 Blenniidae ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科 8 19 27

10 Callionymidae ﾈｽﾞｯﾎﾟ科 3 2 5

11 Bothidae ﾀﾞﾙﾏｶﾞﾚｲ科 7 7

12 Rudarius ercodes ｱﾐﾒﾊｷﾞ 3 2 5

13 Unidentified yolksac larva 不明ふ化仔魚 8 61 3 58 130

種類数 9 7 10 6 13

合計 111 212 207 279 809
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図４－３－４－２ 稚仔魚の水平分布 [令和７年度夏季分] 

・
St.1

・
St.2

・
St.3

・
St.4

・
St.1

・
St.2

・
St.3

・
St.4

1  2  3   4

1  2  3   4

図 魚卵の水平分布 [令和 7年度夏季分]

図 稚仔魚の水平分布 [令和 7年度夏季分]

   ｶ属

不明ふ化仔魚

   科

その他

＜凡例＞

Ｎ：個体数/1,000m3

１： 1≦N＜10

２： 10≦N＜100

３： 100≦N＜1000

４： 1000≦N

単脂卵 0.53～0.60mm

ｶ      

単脂卵 0.70～0.80mm

その他

Ｎ：個数/1,000m3

１： 1≦N＜50

２： 50≦N＜500

３： 500≦N＜5000

４： 5000≦N

＜凡例＞
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表４－３－５－１(１) 付着生物出現種一覧(目視観察)  [令和７年度夏季分] 

 
注)1.数字は被度(％)を表し、+記号は５％以下、r記号は１％未満を示す。 
   2.( )内の数字は個体数を表す。 

調 査 日：令和 7年 8月 8日

Ｓｔ．A 調査時刻：8:40～9:55

調査方法：ベルトトランセクト法

観察枠Ｎｏ． 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

基　質  コ　　ン　　ク　　リ　　ー　　ト　　ケ　　ー　　ソ　　ン

出現種  ＼  水深 (ｍ) +1.0 0.0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0

1 珪藻綱 5 + + +

2 ｼｵｸﾞｻ属 +

3 ﾐﾙ 5

4 ｶﾊﾞﾉﾘ +

1 ｱﾗﾚﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ (5)

2 ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ 25 5

3 ﾏｶﾞｷ + 5

4 ｹｶﾞｷ +

5 ﾕｷﾉｶｻｶﾞｲ科 (2)

6 ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ (2)

7 ｲﾎﾞﾆｼ (5) (2)

8 ﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ (250) (160)

9 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科 10 50 60 60 20 15 20 15 10 + + + + +

10 ﾌｻｺｹﾑｼ + 10 30 50 60 30

11 ｸﾛﾏﾒｲﾀﾎﾞﾔ 5 10 20 20 10 15 15 30 30 15 10 5

12 ｼﾛﾎﾞﾔ (2) (2) (4) (7) (8) (6) (5) (11) (6) (9) (8) (4) (2)

13 ﾁｷﾞﾚｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ 15 10 10 5 5 5 15 15 5 10 + + + +

14 ｲﾎﾞﾆｼの卵塊 + +

15 単体性ﾎﾔ類 (3) (2) (7) (2) (5) (9) (8)

16 群体性ﾎﾔ類 5 5 5 + 5 5 + + + + + +

17 ﾋﾄﾞﾛ虫綱 + + + + + + +

18 普通海綿綱 + + + +

19 ｳﾐｳｼ類の卵塊 +

20 ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ + + +

21 ｺｹﾑｼ綱 + + + + + +

22 泥巣 + 5 10 10 10

23 ｼｵｶﾞﾏｻﾝｺﾞ + + + +

24 ｻﾝｼｮｳｳﾆ (1) (2)

25 ｷｸｻﾞﾙ属 (3) (1) (1)

26 ｵｵﾍﾋﾞｶﾞｲ (2) (1)

27 ﾋﾄﾃﾞ (1)

動

　
　

　
　

物

植

　
物
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表４－３－５－１(２) 付着生物出現種一覧(目視観察)  [令和７年度夏季分] 

 
注)1.数字は被度(％)を表し、+記号は５％以下、r記号は１％未満を示す。 
   2.( )内の数字は個体数を表す。 

調 査 日：令和 7年 8月 8日

Ｓｔ．B 調査時刻：10:05～11:30

調査方法：ベルトトランセクト法

観察枠Ｎｏ． 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

基　質  被　　　　覆　　　　石

出現種  ＼  水深 (ｍ) +1.0 0.0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0

1 藍藻綱 5 + +

2 珪藻綱 5 5 + + + + + +

3 ﾐﾙ 5 +

4 ｵｷﾂﾉﾘ 10 + +

5 ﾏｸｻ + 5

6 ﾋﾟﾘﾋﾊﾞ + +

7 ｳｽｶﾜｶﾆﾉﾃ + 5 5 10 + +

8 ｼｵｸﾞｻ属 + +

9 ｶﾊﾞﾉﾘ + 5 + + 5 + +

10 ｼｷﾝﾉﾘ + + 10 20 15 5 + +

11 ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ 10 10 5

12 ﾂﾙｼﾗﾓ + + + + 5 + +

13 ｲｷﾞｽ科 + + + +

14 ﾀﾞｼﾞｱ属 + + +

1 ｶﾒﾉﾃ + +

2 ﾔｯｺｶﾝｻﾞｼ +

3 ｲｼﾀﾞﾀﾐｶﾞｲ (1)

4 ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ (1) (5)

5 ﾏｶﾞｷ +

6 ﾖﾒｶﾞｶｻｶﾞｲ (1)

7 ﾕｷﾉｶｻｶﾞｲ科 (3) (1)

8 ｷｸﾉﾊﾅｶﾞｲ (2) (4)

9 ｵｵﾍﾋﾞｶﾞｲ (1) (1)

10 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科 15 5 5 + 5 + +

11 泥巣 5 10 15 15 15 15 10 10 5 15 10 5 5 +

12 ｼﾛﾎﾞﾔ (1) (15) (3) (5) (6) (2) (1) (2) (2) (2) (3) (4) (2)

13 ﾚｲｼｶﾞｲ (1)

14 ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ + + +

15 ｺｼﾀﾞｶｶﾞﾝｶﾞﾗ (1)

16 群体性ﾎﾔ類 + + +

17 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ科 (5)

18 ｸﾛﾏﾒｲﾀﾎﾞﾔ 5

19 ｷｸｻﾞﾙ属 (1) (3) (6) (9)

20 ﾋﾄﾃﾞ (1) (1) (1)

21 ﾅﾐﾏｶﾞｼﾜｶﾞｲ (2)

22 ｺｹﾑｼ綱 +

動

　

　

　

物

植

 

　

　

 

物



 

58 

表４－３－５－２ 付着生物(植物)藻長測定結果 [令和７年度夏季分] 

 

  

調査日：令和 7年 8月 8日

出現種＼地点 Sｔ.A Sｔ.B

藍藻綱 --- 10mm～20mm

ｼｵｸﾞｻ属 10mm 10mm～20mm

ﾐﾙ 100mm～200mm 50mm～200mm

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ --- 200mm

ｳｽｶﾜｶﾆﾉﾃ --- 30mm～50mm

ﾋﾟﾘﾋﾊﾞ --- 30mm

ﾏｸｻ --- 20mm～100mm

ｼｷﾝﾉﾘ --- 100mm～130mm

ｵｷﾂﾉﾘ --- 20mm～30mm

ﾂﾙｼﾗﾓ --- 70mm～250mm

ｶﾊﾞﾉﾘ 100mm 80mm～100mm

ｲｷﾞｽ科 --- 10mm

ﾀﾞｼﾞｱ属 --- 20mm～40mm

珪藻綱 5mm 5mm
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図４－３－５－１ 調査測点断面摸式 [令和７年度夏季分] 
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図４－３－５－２(１) 主な付着生物の鉛直分布 [令和７年度夏季分] 
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【調査点A】 【調査日：令和 7年 8月 8日
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図４－３－５－２(２) 主な付着生物の鉛直分布 [令和７年度夏季分]
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【調査点B】 【調査日：令和 7年 8月 8日
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表４－３－５－３ 付着生物調査結果概要(坪刈り：植物) [令和７年度夏季分] 

 
注：1.上層は平均水面、中層は大潮最低低潮面、下層は大潮最低低潮面-1m を示す。 

2.種類数の平均欄の数値は総種類数を示す。 
3.主要種は各調査点の各層で上位 5 種(ただし組成比 10%以上のもの)を示す。ただし、0.01g/0.09m2未満の場合は除く。 

4.湿重量は 0.09m2当たりの数値で示す。湿重量が 0.01g/0.09m2未満の場合、湿重量及び湿重量組成比は「+」で示す。 

調査年月日：令和 7年 8月 8日

調査点　 Ａ Ｂ

　項目 層　 上層 中層 下層 上層 中層 下層

緑藻植物門 1         2         2         2         5         6   ( 0   ～ 5   )

褐藻植物門 1         2         2   ( 0   ～ 2   )

紅藻植物門 1         5         8         8   ( 0   ～ 8   )

そ  の  他 0   ( 0   ～ 0   )

合      計 1         2         3         0         8         15         16   ( 0   ～ 15   )

緑藻植物門 0.01      0.58      0.23      0.97      0.63      0.40 ( 0.00 ～ 0.97 )

褐藻植物門 +         0.01      0.00 ( 0.00 ～ 0.01 )

紅藻植物門 +         30.57      14.59      7.53 ( 0.00 ～ 30.57 )

そ  の  他 0.00 ( 0.00 ～ 0.00 )

(g) 合      計 0.01      0.58      0.23      0.00 31.54      15.23      7.93 ( 0.00 ～ 31.54 )

緑藻植物門 100.0       100.0       100.0       3.1       4.1       5.0 ( 0.0 ～ 100.0 )

褐藻植物門 +         0.1       0.0 ( 0.0 ～ 0.1 )

紅藻植物門 +         96.9       95.8       95.0 ( 0.0 ～ 96.9 )

（%） そ  の  他 0.0 ( 0.0 ～ 0.0 )

ｼｵｸﾞｻ属 ﾐﾙ ｼｵｸﾞｻ属 ﾑｶﾃﾞﾉﾘ ｳｽｶﾜｶﾆﾉﾃ ﾑｶﾃﾞﾉﾘ

0.01(100.0) 0.33(56.9) 0.22(95.7) 28.20(89.4) 10.17(66.8) 4.74(59.7)

ｼｵｸﾞｻ属 ﾋﾟﾘﾋﾊﾞ ｳｽｶﾜｶﾆﾉﾃ

0.25(43.1) 2.25(14.8) 1.78(22.5)

湿重量 ﾏｸｻ

(カッコ内は組成比：%) 1.60(10.5)

)

種
　
類
　
数

平均 ( 最小 ～ 最大

主要種

湿
 
重
 
量

湿
重
量

組
成
比
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表４－３－５－４ 付着生物出現種一覧(坪刈り：植物） [令和７年度夏季分] 

 
注：本業務は継続性の高いモニタリング業務であるため、分類体系や学名等が変更された種についても 
  原則的に過年度に合わせた表記とした。 

 

 

表４－３－５－５ 付着生物調査結果(坪刈り：植物：湿重量) [令和７年度夏季分] 

 

注：1.上層は平均水面、中層は大潮最低低潮面、下層は大潮最低低潮面-1m を示す。 
2.「+」は 0.01g 未満を、「-」は計量困難を示す。 
3.湿重量(g)は 0.09m2当たりの数値で示す。ただし、調査点合計の平均欄は 0.54m2当たりの数値で示す。 

調査年月日：令和 7年 8月 8日

番号 門 綱 目 科 学名 和名

1 緑藻植物 緑藻 ｱｵｻ ｱｵｻ Enteromorpha  sp. ｱｵﾉﾘ属

2 Ulva  sp. ｱｵｻ属

3 ｼｵｸﾞｻ ｼｵｸﾞｻ Chaetomorpha  sp. ｼﾞｭｽﾞﾓ属

4 Cladophora  sp. ｼｵｸﾞｻ属

5 ﾐﾙ ﾐﾙ Codium fragile ﾐﾙ

6 ﾊﾈﾓ ﾊﾈﾓ Bryopsis  sp. ﾊﾈﾓ属

7 褐藻植物 褐藻 ｼｵﾐﾄﾞﾛ ｼｵﾐﾄﾞﾛ Ectocarpaceae ｼｵﾐﾄﾞﾛ科

8 ｱﾐｼﾞｸﾞｻ ｱﾐｼﾞｸﾞｻ Dictyota  sp. ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属

9 紅藻植物 紅藻 ｻﾝｺﾞﾓ ｻﾝｺﾞﾓ Amphiroa zonata ｳｽｶﾜｶﾆﾉﾃ

10 Corallina pilulifera ﾋﾟﾘﾋﾊﾞ

11 ﾃﾝｸﾞｻ ﾃﾝｸﾞｻ Gelidium elegans ﾏｸｻ

12 ｽｷﾞﾉﾘ ﾑｶﾃﾞﾉﾘ Grateloupia filicina ﾑｶﾃﾞﾉﾘ

13 ｵｷﾂﾉﾘ Ahnfeltiopsis flabelliformis ｵｷﾂﾉﾘ

14 ｲｷﾞｽ ｲｷﾞｽ Centroceras clavulatum ﾄｹﾞｲｷﾞｽ

15 Ceramium  sp. ｲｷﾞｽ属

16 ﾌｼﾞﾏﾂﾓ Polysiphonia  sp. ｲﾄｸﾞｻ属

調査年月日：令和 7年 8月 8日

調査点 A B

番号 学名　　　　　　　　　　　　　層 上層 中層 下層 上層 中層 下層

1 Enteromorpha  sp. 0.01 0.39 0.07 0.47

2 Ulva  sp. 0.02 0.02

3 Chaetomorpha  sp. +   +   

4 Cladophora  sp. 0.01 0.25 0.22 0.58 0.53 1.59

5 Codium fragile 0.33 0.33

6 Bryopsis  sp. 0.01 0.01

7 Ectocarpaceae +   0.01 0.01

8 Dictyota  sp. +   +   

9 Amphiroa zonata 0.52 10.17 10.69

10 Corallina pilulifera 1.83 2.25 4.08

11 Gelidium elegans 1.60 1.60

12 Grateloupia filicina 28.20 0.23 28.43

13 Ahnfeltiopsis flabelliformis 0.02 0.15 0.17

14 Centroceras clavulatum 0.14 0.14

15 Ceramium  sp. +   +   0.01 0.01

16 Polysiphonia  sp. 0.04 0.04

種類数 1 2 3 0 8 15 16
合計 0.01 0.58 0.23 +   31.54 15.23 47.59

合計
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表４－３－５－６(１) 付着生物調査結果概要(坪刈り：動物：個体数) [令和７年度夏季分] 

 

注：1.上層は平均水面、中層は大潮最低低潮面、下層は大潮最低低潮面-1m を示す。 
2.種類数の平均欄の数値は総種類数を示す。 
3.主要種は各調査点の各層で上位 5 種(ただし組成比 10%以上のもの)を示す。 

4.個体数は 0.09m2当たりの数値で示す。 

  

調査年月日：令和 7年 8月 8日

調査点　 Ａ Ｂ

項目 層　 上　層 中　層 下　層 上　層 中　層 下　層

軟体動物門 14       6       7       2       10       12       30   ( 2  ～ 14   )

環形動物門 9       14       18       4       15       15       25   ( 4  ～ 18   )

節足動物門 6       11       15       8       9       6       25   ( 6  ～ 15   )

そ　の　他 5       12       14       1       10       9       18   ( 1  ～ 14   )

合　　　計 34       43       54       15       44       42       98   ( 15  ～ 54   )

軟体動物門 372       925       574       3       4,546       2,855       1,546   ( 3  ～ 4,546   )

環形動物門 1,688       2,741       2,364       5       5,337       525       2,110   ( 5  ～ 5,337   )

節足動物門 77       193       330       14       38       26       113   ( 14  ～ 330   )

そ　の　他 772       141       326       4       74       279       266   ( 4  ～ 772   )

合　　　計 2,909       4,000       3,594       26       9,995       3,685       4,035   ( 26  ～ 9,995   )

軟体動物門 12.8     23.1     16.0     11.5     45.5     77.5     38.3 ( 11.5 ～ 77.5 )

環形動物門 58.0     68.5     65.8     19.2     53.4     14.2     52.3 ( 14.2 ～ 68.5 )

節足動物門 2.6     4.8     9.2     53.8     0.4     0.7     2.8 ( 0.4 ～ 53.8 )

（%） そ　の　他 26.5     3.5     9.1     15.4     0.7     7.6     6.6 ( 0.7 ～ 26.5 )

ﾔｯｺｶﾝｻﾞｼ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ﾏﾙｴﾗﾜﾚｶﾗ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ｽｽﾞﾒﾊﾏﾂﾎﾞ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ

812(27.9) 2,606(65.2) 2,025(56.3) 4(15.4) 4,875(48.8) 1,340(36.4) 1,694(42.0)

主要種 ﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ科 ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ科 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ綱 ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ

個体数 735(25.3) 917(22.9) 566(15.7) 4(15.4) 2,911(29.1) 755(20.5) 612(15.2)

ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ｸﾋﾞﾅｶﾞﾜﾚｶﾗ ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ科 ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ科 ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ科

560(19.3) 3(11.5) 1,194(11.9) 537(14.6) 536(13.3)

最大 )平均 ( 最小 ～

種
類
数

個
体
数

個
体
数

組
成
比

(カッコ内は組成比：%)
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表４－３－５－６(２) 付着生物調査結果概要(坪刈り：動物：湿重量) [令和７年度夏季分] 

 

注：1.上層は平均水面、中層は大潮最低低潮面、下層は大潮最低低潮面-1m を示す。 
2.主要種は各調査点の各層で上位 5 種(ただし組成比 10%以上のもの)を示す。 
3.湿重量は 0.09m2当たりの数値で示す。 

4.湿重量が 0.01g/0.09m2未満の場合、湿重量及び湿重量組成比は「+」で示す。 

調査年月日：令和 7年 8月 8日

調査点　 Ａ Ｂ

項目 層　 上　層 中　層 下　層 上　層 中　層 下　層

軟体動物門 43.24       29.43       11.85       0.81       37.72       34.20       26.21 ( 0.81 ～ 43.24 )

環形動物門 9.53       15.72       12.59       +          20.88       3.51       10.37 ( +   ～ 20.88 )

節足動物門 1.70       3.18       5.44       +          0.62       4.84       2.63 ( +   ～ 5.44 )

そ　の　他 15.18       41.24       118.95       +          13.30       2.91       31.93 ( +   ～ 118.95 )

(g) 合　　　計 69.65       89.57       148.83       0.81       72.52       45.46       71.14 ( 0.81 ～ 148.83 )

軟体動物門 62.1        32.9        8.0        100.0        52.0        75.2        36.8 ( 8.0 ～ 100.0 )

環形動物門 13.7        17.6        8.5        +          28.8        7.7        14.6 ( +   ～ 28.8 )

節足動物門 2.4        3.6        3.7        +          0.9        10.6        3.7 ( +   ～ 10.6 )

（%） そ　の　他 21.8        46.0        79.9        +          18.3        6.4        44.9 ( +   ～ 79.9 )

ﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ科 ﾋﾟｳﾗ科 ｳﾉｱｼ ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ｷｸｻﾞﾙ属 ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ科

14.82(21.3) 27.98(31.2) 43.35(29.1) 0.81(100.0) 19.30(26.6) 14.50(31.9) 9.61(13.5)

主要種 ｾﾐｱｻﾘ ﾌｻｺｹﾑｼ科 ﾌｻｺｹﾑｼ科 ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ｵｵﾍﾋﾞｶﾞｲ ﾌｻｺｹﾑｼ科

湿重量 13.89(19.9) 21.00(23.4) 28.25(19.0) 14.94(20.6) 5.11(11.2) 8.21(11.5)

ﾋﾒｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ｽﾁｴﾗ科 ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ科 ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ科 ﾋﾟｳﾗ科

11.63(16.7) 13.55(15.1) 25.10(16.9) 13.21(18.2) 5.11(11.2) 7.32(10.3)

ｸﾛﾏﾒｲﾀﾎﾞﾔ ｼﾛﾎﾞﾔ ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ

12.00(13.4) 11.13(15.3) 5.06(11.1)

ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ

4.74(10.4)

湿
重
量

組
成
比

湿
重
量

(カッコ内は組成比：%)

最大 )平均 ( 最小 ～
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表４－３－５－７(１) 付着生物出現種一覧（坪刈り：動物） [令和７年度夏季分]  

 

注：本業務は継続性の高いモニタリング業務であるため、分類体系や学名等が変更された種についても  原則的に過
年度に合わせた表記とした。 

調査年月日：令和 7年 8月 8日

番号 門 綱 目 科 学名 和名

1 海綿動物 普通海綿 － － DEMOSPONGIAE 普通海綿綱

2 刺胞動物 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ Haliplanella lineata ﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ

3 － ACTINIARIA ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目

4 扁形動物 ｳｽﾞﾑｼ ﾋﾗﾑｼ － POLYCLADIDA ﾋﾗﾑｼ目

5 紐形動物 － － － NEMERTINEA 紐形動物門

6 軟体動物 ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ Acanthochiton rubrolineatus ﾋﾒｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ

7 ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ Liolophura japonica ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ

8 ﾏｷｶﾞｲ ｵｷﾅｴﾋﾞｽ ﾕｷﾉｶｻｶﾞｲ Patelloida saccharina ｳﾉｱｼ

9 Patelloida pygmaea ﾋﾒｺｻﾞﾗｶﾞｲ

10 ﾆｼｷｳｽﾞｶﾞｲ Omphalius rusticus ｺｼﾀﾞｶｶﾞﾝｶﾞﾗ

11 ﾆﾅ ｵﾆﾉﾂﾉｶﾞｲ Cerithium kobelti ｺｵﾛｷﾞｶﾞｲ

12 ﾐｼﾞﾝｳｷﾂﾎﾞ Diala varia ｽｽﾞﾒﾊﾏﾂﾎﾞ

13 ﾑｶﾃﾞｶﾞｲ Serpulorbis imbricatus ｵｵﾍﾋﾞｶﾞｲ

14 ﾊﾞｲ ｱｸｷｶﾞｲ Thais clavigera ｲﾎﾞﾆｼ

15 ﾀﾓﾄｶﾞｲ Mitrella bicincta ﾑｷﾞｶﾞｲ

16 ｵﾘｲﾚﾖﾌﾊﾞｲ Reticunassa festiva ｱﾗﾑｼﾛｶﾞｲ

17 ｲﾄｶｹｶﾞｲ ｲﾄｶｹｶﾞｲ Alexania inazawai ｲﾅｻﾞﾜﾊﾍﾞｶﾞｲ

18 ｸﾁｷﾚｶﾞｲ ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ Pyramidellidae ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ科

19 ﾌﾞﾄﾞｳｶﾞｲ ﾀﾏｺﾞｶﾞｲ Haloa japonica ﾌﾞﾄﾞｳｶﾞｲ

20 ﾐﾄﾞﾘｶﾞｲ Smaragdinella sieboldi ﾀﾃｼﾞﾜﾐﾄﾞﾘｶﾞｲ

21 ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ ｺｳﾀﾞｶｶﾗﾏﾂｶﾞｲ Siphonaria japonica ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ

22 － － egg of GASTROPODA ﾏｷｶﾞｲ綱の卵

23 ﾆﾏｲｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ Barbatia virescens ｶﾘｶﾞﾈｴｶﾞｲ

24 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ Hormomya mutabilis ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲﾓﾄﾞｷ

25 Limnoperna fortunei kikuchii ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ

26 Modiolus nipponicus ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ

27 Musculista senhousia ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ

28 Musculus cupreus ﾀﾏｴｶﾞｲ

29 Mytilus edulis ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ

30 ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ ﾅﾐﾏｶﾞｼﾜｶﾞｲ Anomia chinensis ﾅﾐﾏｶﾞｼﾜｶﾞｲ

31 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ Crassostrea gigas ﾏｶﾞｷ

32 Saccostrea  sp. ｵﾊｸﾞﾛｶﾞｷ属

33 ﾊﾏｸﾞﾘ ｷｸｻﾞﾙｶﾞｲ Chama  sp. ｷｸｻﾞﾙ属

34 ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ Claudiconcha japonica ｾﾐｱｻﾘ

35 Petricolidae ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ科

36 環形動物 ｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｳﾛｺﾑｼ Harmothoe  sp.

37 Halosydna brevisetosa ﾐﾛｸｳﾛｺﾑｼ

38 Lepidonotus helotypus ｻﾝﾊﾁｳﾛｺﾑｼ

39 Lepidonotus  sp.

40 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ Eulalia  sp.

41 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Ophiodromus  sp.

42 ｼﾘｽ Autolytinae ｱｳﾄﾘﾀｽ亜科

43 Trypanosyllis taeniaformis ｼﾏｼﾘｽ

44 Typosyllis adamanteus kurilensis

45 Syllinae ｼﾘｽ亜科

46 ｺﾞｶｲ Neanthes caudata ﾋﾒｺﾞｶｲ

47 Nereis heterocirrata ﾋｹﾞﾌﾞﾄｺﾞｶｲ

48 Nereis multignatha ﾏｻｺﾞｺﾞｶｲ

49 Perinereis cultrifera ｸﾏﾄﾞﾘｺﾞｶｲ

50 Platynereis bicanaliculata ﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ

51 Pseudonereis variegata ﾃﾞﾝｶﾞｸｺﾞｶｲ

52 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ Polydora  sp.

53 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Cirriformia tentaculata ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ

54 Dodecaceria  sp.

55 ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ Polyophthalmus pictus ｶｽﾘｵﾌｪﾘｱ

56 ﾌｻｺﾞｶｲ ﾌｻｺﾞｶｲ Streblosoma  sp.

57 ｹﾔﾘ ｹﾔﾘ Sabella  sp.

58 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ Hydroides elegans ｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ

59 Hydroides ezoensis ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ

60 Pomatoleios krausii ﾔｯｺｶﾝｻﾞｼ



 

67 

表４－３－５－７(２) 付着生物出現種一覧(坪刈り：動物) [令和７年度夏季分] 

 
注：本業務は継続性の高いモニタリング業務であるため、分類体系や学名等が変更された種についても  原則的に過

年度に合わせた表記とした。 

 

調査年月日：令和 7年 8月 8日

番号 門 綱 目 科 学名 和名

61 節足動物 甲殻 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ ﾌｼﾞﾂﾎﾞ Balanus trigonus ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ

62 ｱﾐ ｱﾐ Mysidae ｱﾐ科

63 ﾜﾗｼﾞﾑｼ ｳﾐﾅﾅﾌｼ Paranthuridae ｳﾐﾅﾅﾌｼ科

64 ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ Janiridae ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ科

65 ｺﾂﾌﾞﾑｼ Holotelson tuberculatus ﾁﾋﾞｳﾐｾﾐ

66 Dynoides dentisinus ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ

67 ﾖｺｴﾋﾞ ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ Ampithoe  sp. ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ属

68 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ Corophium  sp. ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属

69 ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ Ericthonius  sp. ﾎｿﾖｺｴﾋﾞ属

70 ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ Stenothoe  sp. ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ属

71 ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ Hyale  sp. ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ属

72 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ Elasmopus japonicus ｲｿﾖｺｴﾋﾞ

73 ｴﾝﾏﾖｺｴﾋﾞ Dexaminidae ｴﾝﾏﾖｺｴﾋﾞ科

74 ﾜﾚｶﾗ Caprella equilibra ｸﾋﾞﾅｶﾞﾜﾚｶﾗ

75 Caprella penantis ﾏﾙｴﾗﾜﾚｶﾗ

76 Caprella scaura diceros ﾄｹﾞﾜﾚｶﾗ

77 ｴﾋﾞ ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ Paguridae ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ科

78 ｶﾆﾀﾞﾏｼ Pachycheles stevensii ｺﾌﾞｶﾆﾀﾞﾏｼ

79 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ Charybdis  sp. ｲｼｶﾞﾆ属

80 Portunidae ﾜﾀﾘｶﾞﾆ科

81 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ Sphaerozius nitidus ｽﾍﾞｽﾍﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ

82 Xanthidae ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科

83 ｲﾜｶﾞﾆ Nanosesarma gordoni ﾋﾒﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ

84 ｸﾓｶﾞﾆ Pugettia quadridens quadridens ﾖﾂﾊﾞﾓｶﾞﾆ

85 － megalopa of BRACHYURA ｶﾆ亜目のﾒｶﾞﾛﾊﾟ期幼生

86 触手動物 ﾎｳｷﾑｼ ﾎｳｷﾑｼ ﾎｳｷﾑｼ Phoronis  sp.

87 ｺｹﾑｼ ｸﾁﾅｼｺｹﾑｼ ﾌｸﾛｺｹﾑｼ Vesiculariidae ﾌｸﾛｺｹﾑｼ科

88 ﾌﾀｺｹﾑｼ ﾌｻｺｹﾑｼ Bugulidae ﾌｻｺｹﾑｼ科

89 ﾄｹﾞｺｹﾑｼ Scrupocellariidae ﾄｹﾞｺｹﾑｼ科

90 ｽｼﾞｱﾅｺｹﾑｼ Umbonulidae ｽｼﾞｱﾅｺｹﾑｼ科

91 ﾓﾝｸﾞﾁｺｹﾑｼ Cheiloporinidae ﾓﾝｸﾞﾁｺｹﾑｼ科

92 ｺﾌﾞｺｹﾑｼ Celleporinidae ｺﾌﾞｺｹﾑｼ科

93 棘皮動物 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ － － OPHIUROIDEA ｸﾓﾋﾄﾃﾞ綱

94 原索動物 ﾎﾔ ﾋﾒﾎﾞﾔ ﾎﾟﾘｸﾘﾆ Polyclinidae ﾎﾟﾘｸﾘﾆ科

95 ﾏﾎﾞﾔ ｽﾁｴﾗ Polyandrocarpa zorritensis ｸﾛﾏﾒｲﾀﾎﾞﾔ

96 Styela plicata ｼﾛﾎﾞﾔ

97 Styelidae ｽﾁｴﾗ科

98 ﾋﾟｳﾗ Pyuridae ﾋﾟｳﾗ科
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表４－３－５－８(１) 付着生物調査結果(坪刈り：動物：個体数)[令和７年度夏季分] 

 
注：1.「*」は群体性の種の出現を示す。 
    2.個体数の数値は 0.09m2当たりの数値で示す。ただし、調査点合計の平均欄は 0.54m2当たりの数値で示す。 

調査年月日：令和 7年 8月 8日

調査点 A B

番号 学名　　　　　　　　　　　　　　層 上層 中層 下層 上層 中層 下層

1 DEMOSPONGIAE * *

2 Haliplanella lineata 735 735

3 ACTINIARIA 70 91 40 72 273

4 POLYCLADIDA 20 10 41 10 9 90

5 NEMERTINEA 16 37 32 1 1 87

6 Acanthochiton rubrolineatus 148 1 1 2 1 153

7 Liolophura japonica 10 10

8 Patelloida saccharina 2 2

9 Patelloida pygmaea 1 1

10 Omphalius rusticus 1 1

11 Cerithium kobelti 1 1

12 Diala varia 52 1,340 1,392

13 Serpulorbis imbricatus 2 4 6

14 Thais clavigera 9 1 10

15 Mitrella bicincta 3 3

16 Reticunassa festiva 1 1

17 Alexania inazawai 1 1

18 Pyramidellidae 8 8

19 Haloa japonica 379 202 581

20 Smaragdinella sieboldi 1 1

21 Siphonaria japonica 1 1 1 3

22 egg of GASTROPODA * *

23 Barbatia virescens 16 1 17

24 Hormomya mutabilis 1 1

25 Limnoperna fortunei kikuchii 1 1

26 Modiolus nipponicus 1 1 2

27 Musculista senhousia 3 2,911 755 3,669

28 Musculus cupreus 1 1 2

29 Mytilus edulis 2 1 3

30 Anomia chinensis 1 3 1 5

31 Crassostrea gigas 1 1

32 Saccostrea  sp. 3 3

33 Chama  sp. 5 5

34 Claudiconcha japonica 178 178

35 Petricolidae 917 566 1,194 537 3,214

36 Harmothoe  sp. 1 37 8 3 49

37 Halosydna brevisetosa 2 35 12 18 67

38 Lepidonotus helotypus 1 1

39 Lepidonotus  sp. 42 4 1 14 61

40 Eulalia  sp. 89 2 2 93

41 Ophiodromus  sp. 3 11 2 5 6 27

42 Autolytinae 3 8 11

43 Trypanosyllis taeniaformis 5 5

44 Typosyllis adamanteus kurilensis 16 16

45 Syllinae 119 34 18 14 2 187

46 Neanthes caudata 2 3 2 12 19

47 Nereis heterocirrata 8 1 9

48 Nereis multignatha 3 10 13

49 Perinereis cultrifera 29 43 25 97

50 Platynereis bicanaliculata 1 6 2 9

51 Pseudonereis variegata 54 54

52 Polydora  sp. 8 7 32 26 73

53 Cirriformia tentaculata 1 15 10 26

54 Dodecaceria  sp. 112 1 6 119

55 Polyophthalmus pictus 1 21 13 35

56 Streblosoma  sp. 1 10 14 22 47

57 Sabella  sp. 2 13 56 1 287 293 652

58 Hydroides elegans 16 16

59 Hydroides ezoensis 560 2,606 2,025 4,875 96 10,162

60 Pomatoleios krausii 812 812

合計
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表４－３－５－８(２) 付着生物調査結果(坪刈り：動物：個体数)[令和７年度夏季分] 

 

注：1.「*」は群体性の種の出現を示す。 
    2.個体数の数値は 0.09m2当たりの数値で示す。ただし、調査点合計の平均欄は 0.54m2当たりの数値で示す。 

調査年月日：令和 7年 8月 8日

調査点 A B

番号 学名　　　　　　　　　　　　　　層 上層 中層 下層 上層 中層 下層

61 Balanus trigonus 2 7 2 12 23

62 Mysidae 1 1

63 Paranthuridae 1 1 1 3

64 Janiridae 10 1 11

65 Holotelson tuberculatus 1 1

66 Dynoides dentisinus 18 1 19

67 Ampithoe  sp. 1 16 17

68 Corophium  sp. 4 4

69 Ericthonius  sp. 1 1

70 Stenothoe  sp. 2 2

71 Hyale  sp. 19 1 20

72 Elasmopus japonicus 71 99 2 13 9 194

73 Dexaminidae 12 12

74 Caprella equilibra 27 68 3 1 99

75 Caprella penantis 38 92 4 134

76 Caprella scaura diceros 1 2 1 4

77 Paguridae 2 1 3

78 Pachycheles stevensii 3 1 4

79 Charybdis  sp. 2 2

80 Portunidae 1 1 2

81 Sphaerozius nitidus 1 25 22 48

82 Xanthidae 1 1

83 Nanosesarma gordoni 37 1 38

84 Pugettia quadridens quadridens 3 9 12

85 megalopa of BRACHYURA 19 2 1 1 23

86 Phoronis  sp. 2 192 194

87 Vesiculariidae * *

88 Bugulidae * * * * *

89 Scrupocellariidae * *

90 Umbonulidae * *

91 Cheiloporinidae * * *

92 Celleporinidae * * *

93 OPHIUROIDEA 1 1 4 2 8

94 Polyclinidae * * * *

95 Polyandrocarpa zorritensis * * * * *

96 Styela plicata 6 11 12 1 30

97 Styelidae 1 15 48 11 2 77

98 Pyuridae 2 100 102

種類数 34 43 54 15 44 42 98

合計 2,909 4,000 3,594 26 9,995 3,685 24,209

合計
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表４－３－５－９(１) 付着生物調査結果(坪刈り：動物：湿重量) [令和７年度夏季分] 

 
注：1.「+」は 0.01g 未満を示す。 

2.湿重量の数値は 0.09m2当たりの数値で示す。ただし、調査点合計の平均欄は 0.54m2当たりの数値で示す。  

調査年月日：令和 7年 8月 8日

調査点 A B

番号 学名　　　　　　　　　　　　　　層 上層 中層 下層 上層 中層 下層

1 DEMOSPONGIAE 0.07 0.07

2 Haliplanella lineata 14.82 14.82

3 ACTINIARIA 0.82 1.20 0.18 0.66 2.86

4 POLYCLADIDA 0.15 0.18 0.77 0.05 0.12 1.27

5 NEMERTINEA 0.16 0.23 0.19 +    +    0.58

6 Acanthochiton rubrolineatus 11.63 0.04 0.05 0.11 0.15 11.98

7 Liolophura japonica 3.18 3.18

8 Patelloida saccharina 0.81 0.81

9 Patelloida pygmaea 0.01 0.01

10 Omphalius rusticus 1.34 1.34

11 Cerithium kobelti +    +    

12 Diala varia 0.09 2.57 2.66

13 Serpulorbis imbricatus 3.39 5.11 8.50

14 Thais clavigera 4.97 0.22 5.19

15 Mitrella bicincta 0.09 0.09

16 Reticunassa festiva 0.15 0.15

17 Alexania inazawai 0.04 0.04

18 Pyramidellidae 0.02 0.02

19 Haloa japonica 0.14 1.43 1.57

20 Smaragdinella sieboldi 0.06 0.06

21 Siphonaria japonica +    +    0.07 0.07

22 egg of GASTROPODA 0.10 0.10

23 Barbatia virescens 1.00 0.72 1.72

24 Hormomya mutabilis 0.02 0.02

25 Limnoperna fortunei kikuchii 0.02 0.02

26 Modiolus nipponicus 0.57 0.09 0.66

27 Musculista senhousia +    19.30 5.06 24.36

28 Musculus cupreus 0.02 0.04 0.06

29 Mytilus edulis 0.12 0.03 0.15

30 Anomia chinensis +    0.05 +    0.05

31 Crassostrea gigas 7.01 7.01

32 Saccostrea  sp. 1.41 1.41

33 Chama  sp. 14.50 14.50

34 Claudiconcha japonica 13.89 13.89

35 Petricolidae 27.98 11.33 13.21 5.11 57.63

36 Harmothoe  sp. 0.01 0.05 0.03 0.02 0.11

37 Halosydna brevisetosa 0.13 0.73 0.10 0.07 1.03

38 Lepidonotus helotypus 0.06 0.06

39 Lepidonotus  sp. 0.35 0.10 +    0.05 0.50

40 Eulalia  sp. 1.02 0.01 0.02 1.05

41 Ophiodromus  sp. 0.03 0.03 +    0.04 0.03 0.13

42 Autolytinae +    0.03 0.03

43 Trypanosyllis taeniaformis 0.06 0.06

44 Typosyllis adamanteus kurilensis 0.05 0.05

45 Syllinae 0.28 0.10 0.12 0.03 0.02 0.55

46 Neanthes caudata +    0.01 +    0.05 0.06

47 Nereis heterocirrata 0.02 0.12 0.14

48 Nereis multignatha 0.17 0.19 0.36

49 Perinereis cultrifera 0.88 1.78 2.22 4.88

50 Platynereis bicanaliculata 0.03 0.04 0.02 0.09

51 Pseudonereis variegata 0.28 0.28

52 Polydora  sp. 0.02 0.02 0.12 0.04 0.20

53 Cirriformia tentaculata +    0.42 0.20 0.62

54 Dodecaceria  sp. 0.10 +    0.01 0.11

55 Polyophthalmus pictus +    0.08 0.05 0.13

56 Streblosoma  sp. 0.04 0.66 0.38 0.73 1.81

57 Sabella  sp. +    0.15 0.57 +    2.46 1.86 5.04

58 Hydroides elegans 0.03 0.03

59 Hydroides ezoensis 1.22 13.55 8.59 14.94 0.38 38.68

60 Pomatoleios krausii 6.23 6.23

合計
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表４－３－５－９(２) 付着生物調査結果(坪刈り：動物：湿重量) [令和７年度夏季分] 

 

注：1.「+」は 0.01g 未満を示す。 
2.湿重量の数値は 0.09m2当たりの数値で示す。ただし、調査点合計の平均欄は 0.54m2当たりの数値で示す。

調査年月日：令和 7年 8月 8日

調査点 A B

番号 学名　　　　　　　　　　　　　　層 上層 中層 下層 上層 中層 下層

61 Balanus trigonus 0.63 1.17 0.39 4.74 6.93

62 Mysidae +    +    

63 Paranthuridae +    +    +    +    

64 Janiridae +    +    +    

65 Holotelson tuberculatus +    +    

66 Dynoides dentisinus 0.08 +    0.08

67 Ampithoe  sp. +    0.10 0.10

68 Corophium  sp. 0.01 0.01

69 Ericthonius  sp. +    +    

70 Stenothoe  sp. +    +    

71 Hyale  sp. 0.08 +    0.08

72 Elasmopus japonicus 0.30 0.41 +    0.03 0.04 0.78

73 Dexaminidae 0.01 0.01

74 Caprella equilibra 0.03 0.08 +    +    0.11

75 Caprella penantis 0.07 0.09 +    0.16

76 Caprella scaura diceros +    +    +    +    

77 Paguridae 0.10 0.04 0.14

78 Pachycheles stevensii 0.07 +    0.07

79 Charybdis  sp. 0.02 0.02

80 Portunidae +    +    +    

81 Sphaerozius nitidus +    1.89 3.31 5.20

82 Xanthidae 0.09 0.09

83 Nanosesarma gordoni 1.54 +    1.54

84 Pugettia quadridens quadridens 0.06 0.25 0.31

85 megalopa of BRACHYURA 0.13 0.02 +    +    0.15

86 Phoronis  sp. +    0.25 0.25

87 Vesiculariidae +    +    

88 Bugulidae +    21.00 28.25 +    49.25

89 Scrupocellariidae 0.23 0.23

90 Umbonulidae +    +    

91 Cheiloporinidae 0.17 +    0.17

92 Celleporinidae +    1.00 1.00

93 OPHIUROIDEA +    +    +    +    +    

94 Polyclinidae 0.21 1.84 0.49 2.54

95 Polyandrocarpa zorritensis 12.00 9.89 0.04 1.60 23.53

96 Styela plicata 2.92 8.36 11.13 0.12 22.53

97 Styelidae 0.05 2.93 25.10 0.41 0.09 28.58

98 Pyuridae 0.55 43.35 43.90

種類数 34 43 54 15 44 42 98

合計 69.65 89.57 148.83 0.81 72.52 45.46 426.84

合計
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表４－３－６－１ 漁獲対象動植物調査結果概要(刺網) [令和７年度夏季分] 

 
 注：個体数、湿重量は１網当たりの数値で示す。 

 

調査年月日：令和 7年 8月 6日～ 7日

項目　＼　調査点 St.イ

魚類 12
甲殻類 3
頭足類
その他
合計 15
魚類 288
甲殻類 4
頭足類
その他
合計 292
魚類 201,708.7
甲殻類 247.8
頭足類
その他

(g) 合計 201,956.5

種
類
数

個
体
数

湿
重
量
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表４－３－６－２ 漁獲対象動植物調査結果(刺網：主要種) [令和７年度夏季分] 

 
注：１.個体数、湿重量(g)は 1 網当たりの数値で示す。 

２.主要種は調査点の各分類群で上位 5 種（ただし組成比 5%以上のもの）を示す。  

 

 

 

魚類 ｱｶｴｲ 179 ( 62.2)
ｼﾛｻﾞﾒ 46 ( 16.0)
ﾎﾞﾗ 34 ( 11.8)

甲殻類 ｲｼｶﾞﾆ 2 ( 50.0)
ﾃﾅｶﾞｺﾌﾞｼ 1 ( 25.0)
ﾀｲﾜﾝｶﾞｻﾞﾐ 1 ( 25.0)

頭足類

その他

魚類 ｱｶｴｲ 102,380.9 ( 50.8)
ﾎﾞﾗ 79,344.8 ( 39.3)

甲殻類 ﾀｲﾜﾝｶﾞｻﾞﾐ 162.8 ( 65.7)
ｲｼｶﾞﾆ 71.3 ( 28.8)
ﾃﾅｶﾞｺﾌﾞｼ 13.7 ( 5.5)

頭足類

その他

調査年月日：令和 7年 8月 6日～ 7日

St.イ項目　＼　調査点

主
要
種

個体数

（カッコ内は
組成比%）

湿重量
(g)

（カッコ内は
組成比%）



 

74 

表４－３－６－３ 漁獲対象動植物調査結果(刺網) [令和７年度夏季分] 

 
注：１.個体数、湿重量は１網当たりの数値で示す。 
  ２.本業務は継続性の高いモニタリング業務であるため、分類体系や学名等が変更された種についても原則的に過年

度に合わせた表記とした。 

 

 

表４－３－６－４ 漁獲対象動植物測定結果概要(刺網) [令和７年度夏季分] 

 
注：表中の全長の計測部位は以下を示す。 
  魚類・エビ・シャコ：全長、カニ：甲長、巻貝：殻高、二枚貝：殻長、ウニ：殻径、ヒトデ：幅長、ブンブク：長径 

 

調査年月日：令和 7年 8月 6日～ 7日

番号 門 綱 目 科 学　名 和　名 個体数
湿重量
(g）

1 節足動物 甲殻 ｴﾋﾞ ｺﾌﾞｼｶﾞﾆ Myra fugax ﾃﾅｶﾞｺﾌﾞｼ 1 13.7
2 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ Charybdis japonica ｲｼｶﾞﾆ 2 71.3
3 Portunus pelagicus ﾀｲﾜﾝｶﾞｻﾞﾐ 1 162.8
4 脊椎動物 軟骨魚 ﾈｽﾞﾐｻﾞﾒ ﾄﾞﾁｻﾞﾒ Mustelus griseus ｼﾛｻﾞﾒ 46 5,819.1
5 ﾒｼﾞﾛｻﾞﾒ Carcharhinus dussumieri ｽﾐﾂｷｻﾞﾒ 5 2,736.5
6 ｴｲ ｱｶｴｲ Dasyatis akajei ｱｶｴｲ 179 102,380.9
7 ﾄﾋﾞｴｲ Aetobatus flagellum ﾅﾙﾄﾋﾞｴｲ 1 1,583.1
8 硬骨魚 ﾆｼﾝ ｶﾀｸﾁｲﾜｼ Engraulis japonicus ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 3 12.3
9 ｽｽﾞｷ ﾎﾞﾗ Mugil cephalus ﾎﾞﾗ 34 79,344.8

10 ﾆﾍﾞ Nibea albiflora ｺｲﾁ 1 378.4
11 ﾀｲ Acanthopagrus schlegeli ｸﾛﾀﾞｲ 5 4,123.1
12 Acanthopagrus latus ｷﾁﾇ 5 5,155.0
13 ｳﾊﾞｳｵ ﾈｽﾞｯﾎﾟ Repomucenus valenciennei ﾊﾀﾀﾃﾇﾒﾘ 7 24.1
14 ｶﾚｲ ｳｼﾉｼﾀ Cynoglossus joyneri ｱｶｼﾀﾋﾞﾗﾒ 1 86.4
15 Cynoglossus  sp. ｲﾇﾉｼﾀ属 1 65.0

調査年月日：令和 7年 8月 6日～ 7日

最大 最小 中央値 最大 最小 中央値
1 ﾃﾅｶﾞｺﾌﾞｼ 1 13.7 13.7 13.7 41 41 41
2 ｲｼｶﾞﾆ 2 37.8 33.5 35.7 42 42 42
3 ﾀｲﾜﾝｶﾞｻﾞﾐ 1 162.8 162.8 162.8 59 59 59
4 ｼﾛｻﾞﾒ 46 177.8 70.8 127.8 405 311 364
5 ｽﾐﾂｷｻﾞﾒ 5 724.7 411.7 520.6 540 450 494
6 ｱｶｴｲ 179 2,369.4 116.2 592.3 843 365 572
7 ﾅﾙﾄﾋﾞｴｲ 1 1,583.1 1,583.1 1,583.1 998 998 998
8 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 3 6.8 2.3 3.2 113 88 110
9 ﾎﾞﾗ 34 3,270.0 1,078.1 2,362.4 704 481 628

10 ｺｲﾁ 1 378.4 378.4 378.4 343 343 343
11 ｸﾛﾀﾞｲ 5 1,179.6 579.5 694.3 447 361 375
12 ｷﾁﾇ 5 1,164.0 757.6 1,107.0 412 360 406
13 ﾊﾀﾀﾃﾇﾒﾘ 7 5.8 2.6 3.0 134 93 104
14 ｱｶｼﾀﾋﾞﾗﾒ 1 86.4 86.4 86.4 240 240 240
15 ｲﾇﾉｼﾀ属 1 65.0 65.0 65.0 218 218 218

湿重量
(g）

全長
(mm)総個体数和　名番号
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表４－３－６－５(１) 漁獲対象動植物測定結果(刺網) [令和７年度夏季分] 

 
注：表中の全長、体長、その他の計測部位を以下に示す。 
  全長は、魚類・エビ・シャコ：全長、カニ：甲長、巻貝：殻高、二枚貝：殻長、ウニ：殻径、ヒトデ：幅長、 

ブンブク：長径 

  体長は、魚類・エビ・シャコ：体長、エイ：胎盤長、ウナギ・アナゴ・ハモ：肛門長、カニ：甲幅、巻貝：殻径、 
  二枚貝：殻高、タコ：腹套長、イカ：背套長、ヒトデ：間輻長、ブンブク：短径 
  その他は、ガザミ：全殻幅、エビ・シャコ：頭甲胸長 

 

 

  

調査年月日：令和 7年 8月 6日～ 7日
和　名 No. 体重(g) 全長(mm) 体長(mm) その他(mm) 備考

ﾃﾅｶﾞｺﾌﾞｼ 1 13.7 41 30

ｲｼｶﾞﾆ 1 33.5 42 59

2 37.8 42 59

ﾀｲﾜﾝｶﾞｻﾞﾐ 1 162.8 59 106 135

ｼﾛｻﾞﾒ 1 70.8 321 151

2 73.4 374 162

3 74.2 311 141

4 84.4 335 142

5 89.6 352 157

6 97.1 361 160

7 101.1 332 150

8 103.4 352 153

9 104.1 356 133

10 104.9 345 157

11 108.4 340 148

12 108.5 340 155

13 114.3 356 163

14 116.1 353 158

15 118.1 348 152

16 119.3 342 157

17 122.4 364 158

18 122.5 354 153

19 123.1 363 156

20 124.8 355 171

21 125.1 367 171

22 125.1 372 163

23 127.7 377 171

24 127.8 375 173

25 128.1 386 177

26 129.5 378 168

27 129.8 352 163

28 130.2 360 172

29 131.2 354 150

30 131.7 364 172

31 139.9 372 168

32 141.5 374 162

33 142.8 361 167

34 144.3 362 164

35 145.4 400 185

36 146.6 377 178

37 148.5 375 173

38 149.5 384 172

39 151.7 382 168

40 152.8 380 170

41 156.7 383 173

42 157.9 378 168

43 161.0 380 173

44 166.6 400 188

45 169.4 383 177

46 177.8 405 182

通しNo.

43

44

33

40

35

38

15

9

10

8

41

31

26

28

17

12

11

37

30

21

34

2

13

47

46

45

49

50

20

1

7

3

5

6

4

16

18

42

23

39

19

36

14

32

22

27

24

25

29

48
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表４－３－６－５(２) 漁獲対象動植物測定結果(刺網) [令和７年度夏季分] 

 
注：表中の全長、体長、その他の計測部位を以下に示す。 
  全長は、魚類・エビ・シャコ：全長、カニ：甲長、巻貝：殻高、二枚貝：殻長、ウニ：殻径、ヒトデ：幅長、 

ブンブク：長径 

  体長は、魚類・エビ・シャコ：体長、エイ：胎盤長、ウナギ・アナゴ・ハモ：肛門長、カニ：甲幅、巻貝：殻径、 
  二枚貝：殻高、タコ：腹套長、イカ：背套長、ヒトデ：間輻長、ブンブク：短径 
  その他は、ガザミ：全殻幅、エビ・シャコ：頭甲胸長 

  

調査年月日：令和 7年 8月 6日～ 7日
和　名 No. 体重(g) 全長(mm) 体長(mm) その他(mm) 備考

ｽﾐﾂｷｻﾞﾒ 1 411.7 450 208

2 477.7 458 227

3 520.6 494 235

4 601.8 502 234

5 724.7 540 261

ｱｶｴｲ 1 116.2 365 133

2 177.5 428 158

3 180.5 380 158

4 206.4 428 172

5 214.8 417 167

6 240.1 433 175

7 309.3 475 190

8 312.1 507 198

9 318.7 483 195

10 319.7 506 189

11 320.8 475 187

12 342.6 467 200

13 348.5 522 206

14 376.2 497 194

15 376.4 514 214

16 379.0 535 209

17 402.7 501 198

18 405.2 497 203

19 412.2 515 203

20 425.3 557 213

21 458.1 549 199

22 471.8 523 210

23 501.7 574 220

24 521.7 562 228

25 585.7 545 232

26 598.8 569 230

27 630.0 632 227

28 645.2 603 228

29 650.8 578 236

30 652.4 627 240

31 664.9 587 232

32 698.8 593 249

33 739.2 603 255

34 755.6 628 260

35 804.9 619 257

36 847.6 664 264

37 892.5 708 262

38 959.0 653 262

39 980.9 663 268

40 1,038.4 642 273

41 1,077.1 717 275

42 1,115.4 697 288

43 1,570.8 803 312

44 1,681.9 834 332

45 1,705.4 783 328

60

51

58

59

55

83

82

68

74

62

76

79

77

70

66

71

65

67

63

64

69

56

61

72

75

78

73

87

80

90

92

93

89

85

100

84

94

95

98

99

96

81

91

86

88

97

52

57

53

54

通しNo.
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表４－３－６－５(３) 漁獲対象動植物測定結果(刺網) [令和７年度夏季分] 

 
注：表中の全長、体長、その他の計測部位を以下に示す。 
  全長は、魚類・エビ・シャコ：全長、カニ：甲長、巻貝：殻高、二枚貝：殻長、ウニ：殻径、ヒトデ：幅長、 

ブンブク：長径 

  体長は、魚類・エビ・シャコ：体長、エイ：胎盤長、ウナギ・アナゴ・ハモ：肛門長、カニ：甲幅、巻貝：殻径、 
  二枚貝：殻高、タコ：腹套長、イカ：背套長、ヒトデ：間輻長、ブンブク：短径 
  その他は、ガザミ：全殻幅、エビ・シャコ：頭甲胸長 

 

  

調査年月日：令和 7年 8月 6日～ 7日
和　名 No. 体重(g) 全長(mm) 体長(mm) その他(mm) 備考

ｱｶｴｲ 46 1,739.2 787 320

47 1,984.1 797 332

48 2,022.6 777 345

49 2,213.8 835 343

50 2,369.4 843 353

64,619.0 個体数129

ﾅﾙﾄﾋﾞｴｲ 1 1,583.1 998 300

ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 1 2.3 88 76

2 3.2 113 97

3 6.8 110 94

ﾎﾞﾗ 1 1,078.1 481 388

2 1,193.5 504 410

3 1,363.7 520 428

4 1,653.6 558 448

5 1,807.3 579 467

6 1,853.8 595 473

7 1,934.0 584 477

8 1,936.2 589 475

9 1,950.1 587 475

10 2,047.2 588 466

11 2,188.6 587 467

12 2,204.2 593 478

13 2,204.3 579 454

14 2,215.7 637 497

15 2,283.8 618 506

16 2,323.1 622 497

17 2,328.3 608 482

18 2,396.4 592 483

19 2,466.0 647 521

20 2,487.1 691 523

21 2,560.4 634 512

22 2,584.5 639 518

23 2,640.2 644 515

24 2,754.9 644 523

25 2,755.4 635 517

26 2,776.5 662 545

27 2,793.2 656 535

28 2,796.0 647 522

29 2,814.3 704 568

30 2,835.7 657 517

31 2,851.8 645 525

32 2,878.4 648 526

33 3,118.5 675 555

34 3,270.0 686 552

ｺｲﾁ 1 378.4 343 286

ｸﾛﾀﾞｲ 1 579.5 375 306

2 663.3 367 288

3 694.3 361 278

4 1,006.4 423 348

5 1,179.6 447 370150

141

142

143

144

145

146

147

148

149

132

133

134

135

136

137

138

139

140

123

124

125

126

127

128

129

130

131

114

115

116

117

118

119

120

121

122

103

106

107

108

109

110

111

112

113

105

104

102

101

通しNo.
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表４－３－６－５(４) 漁獲対象動植物測定結果(刺網) [令和７年度夏季分] 

 
注：表中の全長、体長、その他の計測部位を以下に示す。 
  全長は、魚類・エビ・シャコ：全長、カニ：甲長、巻貝：殻高、二枚貝：殻長、ウニ：殻径、ヒトデ：幅長、 

ブンブク：長径 

  体長は、魚類・エビ・シャコ：体長、エイ：胎盤長、ウナギ・アナゴ・ハモ：肛門長、カニ：甲幅、巻貝：殻径、 
  二枚貝：殻高、タコ：腹套長、イカ：背套長、ヒトデ：間輻長、ブンブク：短径 
  その他は、ガザミ：全殻幅、エビ・シャコ：頭甲胸長 

 

  

調査年月日：令和 7年 8月 6日～ 7日
和　名 No. 体重(g) 全長(mm) 体長(mm) その他(mm) 備考

ｷﾁﾇ 1 757.6 360 292

2 975.1 382 305

3 1,107.0 406 326

4 1,151.3 412 330

5 1,164.0 412 330

ﾊﾀﾀﾃﾇﾒﾘ 1 2.6 100 68

2 2.7 97 67

3 2.9 93 65

4 3.0 104 68

5 3.5 116 75

6 3.6 109 70

7 5.8 134 92

ｱｶｼﾀﾋﾞﾗﾒ 1 86.4 240 206

ｲﾇﾉｼﾀ属 1 65.0 218 200

157

158

159

160

161

162

163

164

通しNo.

151

152

153

154

155

156
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表４－３－６－６ 漁獲対象動植物調査結果概要(底引網) [令和７年度夏季分] 

 

注：個体数、湿重量は１網当たりの数値で示す。 

 

 

調査年月日：令和 7年 8月20日

項目　＼　調査点 St.イ

魚類 3
甲殻類 3
頭足類
その他 4
合計 10
魚類 3
甲殻類 23
頭足類
その他 26
合計 52
魚類 929.6
甲殻類 218.0
頭足類
その他 176.5

(g) 合計 1,324.1

種
類
数

個
体
数

湿
重
量
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表４－３－６－７ 漁獲対象動植物調査結果 (底引網：主要種) [令和７年度夏季分] 

 
注：１.個体数、湿重量は１網当たりの数値で示す。 

２.主要種は各調査点の各分類群で上位５種（ただし組成比５％以上のもの）を示す。 

 

調査年月日：令和 7年 8月20日

魚類 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 1 ( 33.3)
ｷﾁﾇ 1 ( 33.3)
ﾊﾀﾀﾃﾇﾒﾘ 1 ( 33.3)

甲殻類 ﾃﾅｶﾞｺﾌﾞｼ 20 ( 87.0)
ﾍﾘﾄﾘｺﾌﾞｼ 2 ( 8.7)

頭足類

その他 ﾋﾄﾃﾞ 21 ( 80.8)

ｱｶｶﾞｲ 2 ( 7.7)
ﾓﾐｼﾞｶﾞｲ 2 ( 7.7)

魚類 ｷﾁﾇ 922.9 ( 99.3)

甲殻類 ﾃﾅｶﾞｺﾌﾞｼ 171.1 ( 78.5)
ｲｼｶﾞﾆ 41.5 ( 19.0)

頭足類

その他 ﾋﾄﾃﾞ 92.7 ( 52.5)
ｱｶｶﾞｲ 49.0 ( 27.8)
ﾀｲﾗｷﾞ 26.9 ( 15.2)

項目　＼　調査点 St.イ

主
要
種

個体数

（カッコ内は
組成比%）

湿重量
(g)

（カッコ内は
組成比%）
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表４－３－６－８ 漁獲対象動植物調査結果(底引網) [令和７年度夏季分] 

 
注：１.個体数、湿重量は１網当たりの数値で示す。 
  ２.本業務は継続性の高いモニタリング業務であるため、分類体系や学名等が変更された種についても 

原則的に過年度に合わせた表記とした。 

 

 

表４－３－６－９ 漁獲対象動植物測定結果概要(底引網) [令和７年度夏季分] 

 
注：表中の全長の計測部位を以下に示す。 

魚類・エビ・シャコ：全長、カニ：甲長、巻貝：殻高、二枚貝：殻長、ウニ：殻径、ヒトデ：輻長、ブンブク：長径  

調査年月日：令和 7年 8月20日

番号 門 綱 目 科 学　名 和　名 個体数
湿重量
(g）

1 軟体動物 ﾆﾏｲｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ Scapharca broughtonii ｱｶｶﾞｲ 2 49.0
2 ｲｶﾞｲ ﾊﾎﾞｳｷｶﾞｲ Atrina pectinata ﾀｲﾗｷﾞ 1 26.9
3 節足動物 甲殻 ｴﾋﾞ ｺﾌﾞｼｶﾞﾆ Myra fugax ﾃﾅｶﾞｺﾌﾞｼ 20 171.1
4 Philyra heterograna ﾍﾘﾄﾘｺﾌﾞｼ 2 5.4
5 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ Charybdis japonica ｲｼｶﾞﾆ 1 41.5
6 棘皮動物 ﾋﾄﾃﾞ ﾓﾐｼﾞｶﾞｲ ﾓﾐｼﾞｶﾞｲ Astropecten scoparius ﾓﾐｼﾞｶﾞｲ 2 7.9
7 ｷﾋﾄﾃﾞ ｷﾋﾄﾃﾞ Asterias amurensis ﾋﾄﾃﾞ 21 92.7
8 脊椎動物 硬骨魚 ﾆｼﾝ ｶﾀｸﾁｲﾜｼ Engraulis japonicus ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 1 4.0
9 ｽｽﾞｷ ﾀｲ Acanthopagrus latus ｷﾁﾇ 1 922.9

10 ｳﾊﾞｳｵ ﾈｽﾞｯﾎﾟ Repomucenus valenciennei ﾊﾀﾀﾃﾇﾒﾘ 1 2.7

調査年月日：令和 7年 8月20日

最大 最小 中央値 最大 最小 中央値
1 ｱｶｶﾞｲ 2 32.2 16.8 24.5 48 44 46
2 ﾀｲﾗｷﾞ 1 26.9 26.9 26.9 120 120 120
3 ﾃﾅｶﾞｺﾌﾞｼ 20 12.2 3.8 9.0 39 25 35
4 ﾍﾘﾄﾘｺﾌﾞｼ 2 3.3 2.1 2.7 18 16 17
5 ｲｼｶﾞﾆ 1 41.5 41.5 41.5 40 40 40
6 ﾓﾐｼﾞｶﾞｲ 2 5.1 2.8 4.0 36 26 31
7 ﾋﾄﾃﾞ 21 7.3 2.5 4.2 43 28 34
8 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 1 4.0 4.0 4.0 89 89 89
9 ｷﾁﾇ 1 922.9 922.9 922.9 391 391 391

10 ﾊﾀﾀﾃﾇﾒﾘ 1 2.7 2.7 2.7 76 76 76

番号 和　名 総個体数
全長
(mm)

湿重量
(g）
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表４－３－６－10 漁獲対象動植物測定結果(底引網) [令和７年度夏季分] 

 
注：表中の全長、体長、その他の計測部位を以下に示す。 
  全長は、魚類・エビ・シャコ：全長、カニ：甲長、巻貝：殻高、二枚貝：殻長、ウニ：殻径、ヒトデ：幅長 
  ブンブク：長径 

  体長は、魚類・エビ・シャコ：体長、エイ：胎盤長、ウナギ・アナゴ・ハモ：肛門長、カニ：甲幅、巻貝：殻径、 
  二枚貝：殻高、タコ：腹套長、イカ：背套長、ヒトデ：間輻長、ブンブク：短径 
  その他は、ガザミ：全殻幅、エビ・シャコ：頭甲胸長 

  

調査年月日：令和 7年 8月20日
和　名 No. 体重(g) 全長(mm) 体長(mm) その他(mm) 備考

ｱｶｶﾞｲ 1 16.8 44 33

2 32.2 48 38

ﾀｲﾗｷﾞ 1 26.9 120 61

ﾃﾅｶﾞｺﾌﾞｼ 1 3.8 25 19

2 5.0 28 21

3 5.5 29 21

4 5.6 29 22

5 7.2 32 23

6 7.6 31 24

7 8.4 34 25

8 8.5 35 26

9 8.7 34 26

10 8.7 35 25

11 9.2 35 26

12 9.4 34 26

13 9.5 35 26

14 9.7 34 27

15 9.7 35 26

16 9.7 36 27

17 10.5 35 26

18 10.5 36 27

19 11.7 37 27

20 12.2 39 29

ﾍﾘﾄﾘｺﾌﾞｼ 1 2.1 16 16

2 3.3 18 18

ｲｼｶﾞﾆ 1 41.5 40 59

ﾓﾐｼﾞｶﾞｲ 1 2.8 26 7

2 5.1 36 9

ﾋﾄﾃﾞ 1 2.5 34 5

2 2.7 31 5

3 3.2 36 5

4 3.4 29 4

5 3.6 31 4

6 3.9 30 3

7 3.9 33 4

8 3.9 34 4

9 3.9 36 5

10 4.2 29 4

11 4.2 32 4

12 4.3 28 3

13 4.4 29 3

14 4.4 35 5

15 4.6 37 5

16 5.1 35 6

17 5.3 30 4

18 5.6 39 5

19 6.1 41 6

20 6.2 40 6

21 7.3 43 6

ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 1 4.0 89 75

ｷﾁﾇ 1 922.9 391 313

ﾊﾀﾀﾃﾇﾒﾘ 1 2.7 76 58

4

5

6

7

14

15

22

8

9

10

11

12

13

46

51

52

39

47

26

25

3

44

49

50

40

41

42

43

38

通しNo.

48

20

21

24

23

28

29

30

31

32

33

34

45

36

37

35

1

27

2

16

17

18

19
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４－４ ダイオキシン類調査結果 

４－４－１ 水質調査結果 

分析結果概要を表４－４－１－１、それぞれの同族体及び異性体別測定結果を表４－

４－１－２～表４－４－１－７に示す。また、同族体及び異性体のパターンを図４－４－

１－１～図４－４－１－６に示す。 

本調査の結果は、0.061～0.073pg-TEQ/Lであり、各地点とも環境基準を下回っていた。 

令和 6年度「大阪府ダイオキシン類常時監視結果」（巻末参考資料参照）によると、大

阪湾における水質の濃度は 0.032～0.045pg-TEQ/L であり、今回の結果はそれらの結果と

比較するとやや高い値であったが、環境基準を満たしていた。 

 

表４－４－１－１ 分析結果概要（水質） 

 

この表は、ダイオキシン類測定結果から一部のデータを抜粋した参考資料である。 

毒性当量：2,3,7,8-TeCDD 毒性当量を示す。 

毒性等価係数は以下の係数を適用した。 

PCDDs,PCDFs：WHO/IPCS（2006） 

Co-PCBs：WHO/IPCS(2006) 

毒性当量は検出下限未満のものは、試料における検出下限の 1/2 の値を用いて算出したものである。 

表示は原則として２桁とするが、合計の算出には丸めを行っていない数値を用いているため、表示上の

数値を合計しても一致しない場合がある。

試料名 試験項目 実測濃度 毒性当量

(pg/L) (pg-TEQ/L)

PCDDs+PCDFs 2.1 0.057

Co-PCBs 8.8 0.014

ダイオキシン類 - 0.071

PCDDs+PCDFs 1.7 0.055

Co-PCBs 10 0.012

ダイオキシン類 - 0.067

PCDDs+PCDFs 1.5 0.058

Co-PCBs 9.4 0.0070

ダイオキシン類 - 0.065

PCDDs+PCDFs 1.7 0.059

Co-PCBs 9.9 0.014

ダイオキシン類 - 0.073

PCDDs+PCDFs 1.5 0.054

Co-PCBs 9.5 0.0070

ダイオキシン類 - 0.061

PCDDs+PCDFs 1.3 0.054

Co-PCBs 10 0.010

ダイオキシン類 - 0.064

St.S-1

St.S-2

St.1

St.2

St.3

St.4
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   表４－４－１－２ ダイオキシン類調査結果（水質：St.１） 

 

試料量 (L)

検出下限値 定量下限値 実測濃度

(pg/L) (pg/L) (pg/L)

1,3,6,8-TeCDD 0.03 0.11 0.18

1,3,7,9-TeCDD 0.03 0.11 0.11

2,3,7,8-TeCDD 0.03 0.11 N.D.  ×1 0  ×1 0.015

TeCDDs 0.03 0.11 0.29

ダ 1,2,3,7,8-PeCDD 0.03 0.11 N.D.  ×1 0  ×1 0.015

イ PeCDDs 0.03 0.11 0.12

オ 1,2,3,4,7,8-HxCDD 0.05 0.16 N.D.  ×0.1 0  ×0.1 0.0025

キ 1,2,3,6,7,8-HxCDD 0.07 0.25 N.D. 0 0.0035

シ 1,2,3,7,8,9-HxCDD 0.04 0.12 N.D. 0 0.002

ン HxCDDs 0.07 0.25 ( 0.14 )

1,2,3,4,6,7,8-HpCDD 0.05 0.16 0.16  ×0.01 0.0016  ×0.01 0.0016

HpCDDs 0.05 0.16 0.28

OCDD 0.2 0.7 ( 0.6 )  ×0.0003 0  ×0.0003 0.00018

Total PCDDs - - 1.4 0.0016 0.040

1,2,7,8-TeCDF 0.03 0.11 ( 0.05 )

2,3,7,8-TeCDF 0.03 0.11 ( 0.03 )  ×0.1 0  ×0.1 0.003

TeCDFs 0.03 0.11 0.51

1,2,3,7,8-PeCDF 0.02 0.06 N.D.  ×0.03 0  ×0.03 0.0003

2,3,4,7,8-PeCDF 0.02 0.08 N.D.  ×0.3 0  ×0.3 0.003

ジ PeCDFs 0.02 0.08 0.12

ベ 1,2,3,4,7,8-HxCDF 0.05 0.17 N.D.  ×0.1 0  ×0.1 0.0025

ン 1,2,3,6,7,8-HxCDF 0.05 0.18 N.D. 0 0.0025

ゾ 1,2,3,7,8,9-HxCDF 0.07 0.22 N.D. 0 0.0035

フ 2,3,4,6,7,8-HxCDF 0.04 0.15 N.D. 0 0.002

ラ HxCDFs 0.07 0.22 N.D.

ン 1,2,3,4,6,7,8-HpCDF 0.04 0.14 N.D.  ×0.01 0  ×0.01 0.0002

1,2,3,4,7,8,9-HpCDF 0.05 0.15 N.D. 0 0.00025

HpCDFs 0.05 0.15 N.D.

OCDF 0.1 0.4 N.D.  ×0.0003 0  ×0.0003 0.000015

Total PCDFs - - 0.63 0 0.017

Total PCDDs+PCDFs - - 　 2.1 　 0.0016 0.057

3,3',4,4'-TeCB(#77) 0.06 0.18 0.9  ×0.0001 0.000090  ×0.0001 0.000090

3,4,4',5-TeCB(#81) 0.06 0.19 ( 0.09 )  ×0.0003 0  ×0.0003 0.000027

3,3',4,4',5-PeCB(#126) 0.04 0.12 0.12  ×0.1 0.012  ×0.1 0.012

3,3',4,4',5,5'-HxCB(#169) 0.04 0.13 ( 0.04 )  ×0.03 0  ×0.03 0.0012

C Non-ortho PCBs - - 　 1.1 　 0.012 0.013

o 2',3,4,4',5-PeCB(#123) 0.03 0.10 0.12  ×0.00003 0.0000036  ×0.00003 0.0000036

| 2,3',4,4',5-PeCB(#118) 0.06 0.19 4.9  ×0.00003 0.000147  ×0.00003 0.000147

P 2,3,3',4,4'-PeCB(#105) 0.06 0.20 1.8  ×0.00003 0.000054  ×0.00003 0.000054

C 2,3,4,4',5-PeCB(#114) 0.06 0.21 ( 0.20 )  ×0.00003 0  ×0.00003 0.0000060

B 2,3',4,4',5,5'-HxCB(#167) 0.06 0.19 ( 0.17 )  ×0.00003 0  ×0.00003 0.0000051

s 2,3,3',4,4',5-HxCB(#156) 0.06 0.20 0.33  ×0.00003 0.0000099  ×0.00003 0.0000099

2,3,3',4,4',5'-HxCB(#157) 0.04 0.13 0.13  ×0.00003 0.0000039  ×0.00003 0.0000039

2,3,3',4,4',5,5'-HpCB(#189) 0.04 0.14 ( 0.09 )  ×0.00003 0  ×0.00003 0.0000027

Mono-ortho PCBs - - 　 7.7 　 0.00022 0.00023

Total Co-PCBs - - 　 8.8 　 0.012 0.014

- - 　 11 　 0.014 0.071

１．毒性当量とは毒性等価係数を用いて、2,3,7,8-TeCDDの毒性に換算したものであり、計量対象外である。

２．実測濃度の項において、検出下限以上定量下限未満の濃度は括弧付きの数字で記載する。

３．実測濃度の項において、検出下限未満のものは"N.D."と記載する。

４．毒性当量＊１：定量下限未満の実測濃度を０として算出する。

　　　　　　　　＊２：検出下限未満の数値は検出下限値の1/2の値を用いて算出する。

５．表示は原則として２桁とするが、合計の算出には丸めを行っていない数値を用いているため、

　　表示上の数値を合計しても一致しない場合がある。

採取日 2025年8月5日 9.0

試料名 St.1 試料媒体 水質

毒性当量

WHO-TEF,2006  *1 WHO-TEF,2006  *2

(pg-TEQ/L) (pg-TEQ/L)

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

Total PCDDs+PCDFs+Co-PCBs
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表４－４－１－３ ダイオキシン類調査結果（水質：St.２） 

試料量 (L)

検出下限値 定量下限値 実測濃度

pg/L pg/L pg/L

1,3,6,8-TeCDD 0.03 0.11 0.19

1,3,7,9-TeCDD 0.03 0.11 ( 0.10 )

2,3,7,8-TeCDD 0.03 0.11 N.D.  ×1 0  ×1 0.015

TeCDDs 0.03 0.11 0.28

ダ 1,2,3,7,8-PeCDD 0.03 0.11 N.D.  ×1 0  ×1 0.015

イ PeCDDs 0.03 0.11 ( 0.07 )

オ 1,2,3,4,7,8-HxCDD 0.05 0.16 N.D.  ×0.1 0  ×0.1 0.0025

キ 1,2,3,6,7,8-HxCDD 0.07 0.25 N.D. 0 0.0035

シ 1,2,3,7,8,9-HxCDD 0.04 0.12 N.D. 0 0.002

ン HxCDDs 0.07 0.25 ( 0.13 )

1,2,3,4,6,7,8-HpCDD 0.05 0.16 ( 0.10 )  ×0.01 0  ×0.01 0.001

HpCDDs 0.05 0.16 0.23

OCDD 0.2 0.7 ( 0.6 )  ×0.0003 0  ×0.0003 0.00018

Total PCDDs - - 1.3 0 0.039

1,2,7,8-TeCDF 0.03 0.11 ( 0.04 )

2,3,7,8-TeCDF 0.03 0.11 N.D.  ×0.1 0  ×0.1 0.0015

TeCDFs 0.03 0.11 0.34

1,2,3,7,8-PeCDF 0.02 0.06 N.D.  ×0.03 0  ×0.03 0.0003

2,3,4,7,8-PeCDF 0.02 0.08 N.D.  ×0.3 0  ×0.3 0.003

ジ PeCDFs 0.02 0.08 ( 0.05 )

ベ 1,2,3,4,7,8-HxCDF 0.05 0.17 N.D.  ×0.1 0  ×0.1 0.0025

ン 1,2,3,6,7,8-HxCDF 0.05 0.18 N.D. 0 0.0025

ゾ 1,2,3,7,8,9-HxCDF 0.07 0.22 N.D. 0 0.0035

フ 2,3,4,6,7,8-HxCDF 0.04 0.15 N.D. 0 0.002

ラ HxCDFs 0.07 0.22 N.D.

ン 1,2,3,4,6,7,8-HpCDF 0.04 0.14 N.D.  ×0.01 0  ×0.01 0.0002

1,2,3,4,7,8,9-HpCDF 0.05 0.15 N.D. 0 0.00025

HpCDFs 0.05 0.15 N.D.

OCDF 0.1 0.4 N.D.  ×0.0003 0  ×0.0003 0.000015

Total PCDFs - - 0.39 0 0.016

Total PCDDs+PCDFs - - 　 1.7 　 0 0.055

3,3',4,4'-TeCB(#77) 0.06 0.18 1  ×0.0001 0.00010  ×0.0001 0.00010

3,4,4',5-TeCB(#81) 0.06 0.19 ( 0.08 )  ×0.0003 0  ×0.0003 0.000024

3,3',4,4',5-PeCB(#126) 0.04 0.12 ( 0.11 )  ×0.1 0  ×0.1 0.011

3,3',4,4',5,5'-HxCB(#169) 0.04 0.13 N.D.  ×0.03 0  ×0.03 0.0006

C Non-ortho PCBs - - 　 1.2 　 0.00010 0.012

o 2',3,4,4',5-PeCB(#123) 0.03 0.10 0.15  ×0.00003 0.0000045  ×0.00003 0.0000045

| 2,3',4,4',5-PeCB(#118) 0.06 0.19 5.7  ×0.00003 0.000171  ×0.00003 0.000171

P 2,3,3',4,4'-PeCB(#105) 0.06 0.20 2  ×0.00003 0.000060  ×0.00003 0.000060

C 2,3,4,4',5-PeCB(#114) 0.06 0.21 0.25  ×0.00003 0.0000075  ×0.00003 0.0000075

B 2,3',4,4',5,5'-HxCB(#167) 0.06 0.19 0.25  ×0.00003 0.0000075  ×0.00003 0.0000075

s 2,3,3',4,4',5-HxCB(#156) 0.06 0.20 0.36  ×0.00003 0.0000108  ×0.00003 0.0000108

2,3,3',4,4',5'-HxCB(#157) 0.04 0.13 ( 0.11 )  ×0.00003 0  ×0.00003 0.0000033

2,3,3',4,4',5,5'-HpCB(#189) 0.04 0.14 ( 0.07 )  ×0.00003 0  ×0.00003 0.0000021

Mono-ortho PCBs - - 　 8.9 　 0.00026 0.00027

Total Co-PCBs - - 　 10 　 0.00036 0.012

- - 　 12 　 0.00036 0.067

１．毒性当量とは毒性等価係数を用いて、2,3,7,8-TeCDDの毒性に換算したものであり、計量対象外である。

２．実測濃度の項において、検出下限以上定量下限未満の濃度は括弧付きの数字で記載する。

３．実測濃度の項において、検出下限未満のものは"N.D."と記載する。

４．毒性当量＊１：定量下限未満の実測濃度を０として算出する。

　　　　　　　　＊２：検出下限未満の数値は検出下限値の1/2の値を用いて算出する。

５．表示は原則として２桁とするが、合計の算出には丸めを行っていない数値を用いているため、

　　表示上の数値を合計しても一致しない場合がある。

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

Total PCDDs+PCDFs+Co-PCBs

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

毒性当量

WHO-TEF,2006  *1 WHO-TEF,2006  *2

pg-TEQ/L pg-TEQ/L

採取日 2025年8月5日 9.0

試料名 St.２ 試料媒体 水質
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表４－４－１－４ ダイオキシン類調査結果（水質：St.３） 

 

試料量 (L)

検出下限値 定量下限値 実測濃度

pg/L pg/L pg/L

1,3,6,8-TeCDD 0.03 0.11 0.18

1,3,7,9-TeCDD 0.03 0.11 0.12

2,3,7,8-TeCDD 0.03 0.11 N.D.  ×1 0  ×1 0.015

TeCDDs 0.03 0.11 0.3

ダ 1,2,3,7,8-PeCDD 0.03 0.11 N.D.  ×1 0  ×1 0.015

イ PeCDDs 0.03 0.11 ( 0.04 )

オ 1,2,3,4,7,8-HxCDD 0.05 0.16 ( 0.06 )  ×0.1 0  ×0.1 0.006

キ 1,2,3,6,7,8-HxCDD 0.07 0.25 N.D. 0 0.0035

シ 1,2,3,7,8,9-HxCDD 0.04 0.12 N.D. 0 0.002

ン HxCDDs 0.07 0.25 ( 0.14 )

1,2,3,4,6,7,8-HpCDD 0.05 0.16 ( 0.08 )  ×0.01 0  ×0.01 0.0008

HpCDDs 0.05 0.16 0.21

OCDD 0.2 0.7 ( 0.4 )  ×0.0003 0  ×0.0003 0.00012

Total PCDDs - - 1.1 0 0.042

1,2,7,8-TeCDF 0.03 0.11 ( 0.03 )

2,3,7,8-TeCDF 0.03 0.11 N.D.  ×0.1 0  ×0.1 0.0015

TeCDFs 0.03 0.11 0.33

1,2,3,7,8-PeCDF 0.02 0.06 N.D.  ×0.03 0  ×0.03 0.0003

2,3,4,7,8-PeCDF 0.02 0.08 N.D.  ×0.3 0  ×0.3 0.003

ジ PeCDFs 0.02 0.08 ( 0.07 )

ベ 1,2,3,4,7,8-HxCDF 0.05 0.17 N.D.  ×0.1 0  ×0.1 0.0025

ン 1,2,3,6,7,8-HxCDF 0.05 0.18 N.D. 0 0.0025

ゾ 1,2,3,7,8,9-HxCDF 0.07 0.22 N.D. 0 0.0035

フ 2,3,4,6,7,8-HxCDF 0.04 0.15 N.D. 0 0.002

ラ HxCDFs 0.07 0.22 N.D.

ン 1,2,3,4,6,7,8-HpCDF 0.04 0.14 N.D.  ×0.01 0  ×0.01 0.0002

1,2,3,4,7,8,9-HpCDF 0.05 0.15 N.D. 0 0.00025

HpCDFs 0.05 0.15 N.D.

OCDF 0.1 0.4 N.D.  ×0.0003 0  ×0.0003 0.000015

Total PCDFs - - 0.4 0 0.016

Total PCDDs+PCDFs - - 　 1.5 　 0 0.058

3,3',4,4'-TeCB(#77) 0.06 0.18 0.99  ×0.0001 0.000099  ×0.0001 0.000099

3,4,4',5-TeCB(#81) 0.06 0.19 ( 0.08 )  ×0.0003 0  ×0.0003 0.000024

3,3',4,4',5-PeCB(#126) 0.04 0.12 ( 0.06 )  ×0.1 0  ×0.1 0.006

3,3',4,4',5,5'-HxCB(#169) 0.04 0.13 N.D.  ×0.03 0  ×0.03 0.0006

C Non-ortho PCBs - - 　 1.1 　 0.000099 0.0067

o 2',3,4,4',5-PeCB(#123) 0.03 0.10 0.13  ×0.00003 0.0000039  ×0.00003 0.0000039

| 2,3',4,4',5-PeCB(#118) 0.06 0.19 5.3  ×0.00003 0.000159  ×0.00003 0.000159

P 2,3,3',4,4'-PeCB(#105) 0.06 0.20 1.9  ×0.00003 0.000057  ×0.00003 0.000057

C 2,3,4,4',5-PeCB(#114) 0.06 0.21 0.22  ×0.00003 0.0000066  ×0.00003 0.0000066

B 2,3',4,4',5,5'-HxCB(#167) 0.06 0.19 ( 0.17 )  ×0.00003 0  ×0.00003 0.0000051

s 2,3,3',4,4',5-HxCB(#156) 0.06 0.20 0.32  ×0.00003 0.0000096  ×0.00003 0.0000096

2,3,3',4,4',5'-HxCB(#157) 0.04 0.13 0.14  ×0.00003 0.0000042  ×0.00003 0.0000042

2,3,3',4,4',5,5'-HpCB(#189) 0.04 0.14 ( 0.05 )  ×0.00003 0  ×0.00003 0.0000015

Mono-ortho PCBs - - 　 8.2 　 0.00024 0.00025

Total Co-PCBs - - 　 9.4 　 0.00034 0.0070

- - 　 11 　 0.00034 0.065

１．毒性当量とは毒性等価係数を用いて、2,3,7,8-TeCDDの毒性に換算したものであり、計量対象外である。

２．実測濃度の項において、検出下限以上定量下限未満の濃度は括弧付きの数字で記載する。

３．実測濃度の項において、検出下限未満のものは"N.D."と記載する。

４．毒性当量＊１：定量下限未満の実測濃度を０として算出する。

　　　　　　　　＊２：検出下限未満の数値は検出下限値の1/2の値を用いて算出する。

５．表示は原則として２桁とするが、合計の算出には丸めを行っていない数値を用いているため、

　　表示上の数値を合計しても一致しない場合がある。

採取日 2025年8月5日 9.0

試料名 St.３ 試料媒体 水質

毒性当量

WHO-TEF,2006  *1 WHO-TEF,2006  *2

pg-TEQ/L pg-TEQ/L

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

Total PCDDs+PCDFs+Co-PCBs
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表４－４－１－５ ダイオキシン類調査結果（水質：St.４） 

 

試料量 (L)

検出下限値 定量下限値 実測濃度

pg/L pg/L pg/L

1,3,6,8-TeCDD 0.03 0.11 0.22

1,3,7,9-TeCDD 0.03 0.11 N.D.

2,3,7,8-TeCDD 0.03 0.11 N.D.  ×1 0  ×1 0.015

TeCDDs 0.03 0.11 0.22

ダ 1,2,3,7,8-PeCDD 0.03 0.11 N.D.  ×1 0  ×1 0.015

イ PeCDDs 0.03 0.11 ( 0.06 )

オ 1,2,3,4,7,8-HxCDD 0.05 0.16 ( 0.07 )  ×0.1 0  ×0.1 0.007

キ 1,2,3,6,7,8-HxCDD 0.07 0.25 N.D. 0 0.0035

シ 1,2,3,7,8,9-HxCDD 0.04 0.12 N.D. 0 0.002

ン HxCDDs 0.07 0.25 ( 0.07 )

1,2,3,4,6,7,8-HpCDD 0.05 0.16 ( 0.07 )  ×0.01 0  ×0.01 0.0007

HpCDDs 0.05 0.16 0.24

OCDD 0.2 0.7 0.8  ×0.0003 0.00024  ×0.0003 0.00024

Total PCDDs - - 1.4 0.00024 0.043

1,2,7,8-TeCDF 0.03 0.11 N.D.

2,3,7,8-TeCDF 0.03 0.11 N.D.  ×0.1 0  ×0.1 0.0015

TeCDFs 0.03 0.11 0.32

1,2,3,7,8-PeCDF 0.02 0.06 N.D.  ×0.03 0  ×0.03 0.0003

2,3,4,7,8-PeCDF 0.02 0.08 N.D.  ×0.3 0  ×0.3 0.003

ジ PeCDFs 0.02 0.08 N.D.

ベ 1,2,3,4,7,8-HxCDF 0.05 0.17 N.D.  ×0.1 0  ×0.1 0.0025

ン 1,2,3,6,7,8-HxCDF 0.05 0.18 N.D. 0 0.0025

ゾ 1,2,3,7,8,9-HxCDF 0.07 0.22 N.D. 0 0.0035

フ 2,3,4,6,7,8-HxCDF 0.04 0.15 N.D. 0 0.002

ラ HxCDFs 0.07 0.22 N.D.

ン 1,2,3,4,6,7,8-HpCDF 0.04 0.14 N.D.  ×0.01 0  ×0.01 0.0002

1,2,3,4,7,8,9-HpCDF 0.05 0.15 N.D. 0 0.00025

HpCDFs 0.05 0.15 N.D.

OCDF 0.1 0.4 N.D.  ×0.0003 0  ×0.0003 0.000015

Total PCDFs - - 0.32 0 0.016

Total PCDDs+PCDFs - - 　 1.7 　 0.00024 0.059

3,3',4,4'-TeCB(#77) 0.06 0.18 1  ×0.0001 0.00010  ×0.0001 0.00010

3,4,4',5-TeCB(#81) 0.06 0.19 ( 0.06 )  ×0.0003 0  ×0.0003 0.000018

3,3',4,4',5-PeCB(#126) 0.04 0.12 0.12  ×0.1 0.012  ×0.1 0.012

3,3',4,4',5,5'-HxCB(#169) 0.04 0.13 ( 0.06 )  ×0.03 0  ×0.03 0.0018

C Non-ortho PCBs - - 　 1.3 　 0.012 0.014

o 2',3,4,4',5-PeCB(#123) 0.03 0.10 0.14  ×0.00003 0.0000042  ×0.00003 0.0000042

| 2,3',4,4',5-PeCB(#118) 0.06 0.19 5.5  ×0.00003 0.000165  ×0.00003 0.000165

P 2,3,3',4,4'-PeCB(#105) 0.06 0.20 1.8  ×0.00003 0.000054  ×0.00003 0.000054

C 2,3,4,4',5-PeCB(#114) 0.06 0.21 0.21  ×0.00003 0.0000063  ×0.00003 0.0000063

B 2,3',4,4',5,5'-HxCB(#167) 0.06 0.19 0.24  ×0.00003 0.0000072  ×0.00003 0.0000072

s 2,3,3',4,4',5-HxCB(#156) 0.06 0.20 0.41  ×0.00003 0.0000123  ×0.00003 0.0000123

2,3,3',4,4',5'-HxCB(#157) 0.04 0.13 0.21  ×0.00003 0.0000063  ×0.00003 0.0000063

2,3,3',4,4',5,5'-HpCB(#189) 0.04 0.14 ( 0.09 )  ×0.00003 0  ×0.00003 0.0000027

Mono-ortho PCBs - - 　 8.6 　 0.00026 0.00026

Total Co-PCBs - - 　 9.9 　 0.012 0.014

- - 　 12 　 0.013 0.073

１．毒性当量とは毒性等価係数を用いて、2,3,7,8-TeCDDの毒性に換算したものであり、計量対象外である。

２．実測濃度の項において、検出下限以上定量下限未満の濃度は括弧付きの数字で記載する。

３．実測濃度の項において、検出下限未満のものは"N.D."と記載する。

４．毒性当量＊１：定量下限未満の実測濃度を０として算出する。

　　　　　　　　＊２：検出下限未満の数値は検出下限値の1/2の値を用いて算出する。

５．表示は原則として２桁とするが、合計の算出には丸めを行っていない数値を用いているため、

　　表示上の数値を合計しても一致しない場合がある。

採取日 2025年8月5日 9.0

試料名 St.４ 試料媒体 水質

毒性当量

WHO-TEF,2006  *1 WHO-TEF,2006  *2

pg-TEQ/L pg-TEQ/L

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

Total PCDDs+PCDFs+Co-PCBs
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表４－４－１－６ ダイオキシン類調査結果（水質：St.Ｓ－１） 

 

試料量 (L)

検出下限値 定量下限値 実測濃度

pg/L pg/L pg/L

1,3,6,8-TeCDD 0.03 0.11 0.17

1,3,7,9-TeCDD 0.03 0.11 N.D.

2,3,7,8-TeCDD 0.03 0.11 N.D.  ×1 0  ×1 0.015

TeCDDs 0.03 0.11 0.17

ダ 1,2,3,7,8-PeCDD 0.03 0.11 N.D.  ×1 0  ×1 0.015

イ PeCDDs 0.03 0.11 N.D.

オ 1,2,3,4,7,8-HxCDD 0.05 0.16 N.D.  ×0.1 0  ×0.1 0.0025

キ 1,2,3,6,7,8-HxCDD 0.07 0.25 N.D. 0 0.0035

シ 1,2,3,7,8,9-HxCDD 0.04 0.12 N.D. 0 0.002

ン HxCDDs 0.07 0.25 ( 0.08 )

1,2,3,4,6,7,8-HpCDD 0.05 0.16 ( 0.05 )  ×0.01 0  ×0.01 0.0005

HpCDDs 0.05 0.16 0.16

OCDD 0.2 0.7 ( 0.5 )  ×0.0003 0  ×0.0003 0.00015

Total PCDDs - - 0.85 0 0.039

1,2,7,8-TeCDF 0.03 0.11 ( 0.04 )

2,3,7,8-TeCDF 0.03 0.11 N.D.  ×0.1 0  ×0.1 0.0015

TeCDFs 0.03 0.11 0.59

1,2,3,7,8-PeCDF 0.02 0.06 N.D.  ×0.03 0  ×0.03 0.0003

2,3,4,7,8-PeCDF 0.02 0.08 N.D.  ×0.3 0  ×0.3 0.003

ジ PeCDFs 0.02 0.08 ( 0.04 )

ベ 1,2,3,4,7,8-HxCDF 0.05 0.17 N.D.  ×0.1 0  ×0.1 0.0025

ン 1,2,3,6,7,8-HxCDF 0.05 0.18 N.D. 0 0.0025

ゾ 1,2,3,7,8,9-HxCDF 0.07 0.22 N.D. 0 0.0035

フ 2,3,4,6,7,8-HxCDF 0.04 0.15 N.D. 0 0.002

ラ HxCDFs 0.07 0.22 N.D.

ン 1,2,3,4,6,7,8-HpCDF 0.04 0.14 N.D.  ×0.01 0  ×0.01 0.0002

1,2,3,4,7,8,9-HpCDF 0.05 0.15 N.D. 0 0.00025

HpCDFs 0.05 0.15 N.D.

OCDF 0.1 0.4 N.D.  ×0.0003 0  ×0.0003 0.000015

Total PCDFs - - 0.62 0 0.016

Total PCDDs+PCDFs - - 　 1.5 　 0 0.054

3,3',4,4'-TeCB(#77) 0.06 0.18 1  ×0.0001 0.00010  ×0.0001 0.00010

3,4,4',5-TeCB(#81) 0.06 0.19 ( 0.08 )  ×0.0003 0  ×0.0003 0.000024

3,3',4,4',5-PeCB(#126) 0.04 0.12 ( 0.06 )  ×0.1 0  ×0.1 0.006

3,3',4,4',5,5'-HxCB(#169) 0.04 0.13 N.D.  ×0.03 0  ×0.03 0.0006

C Non-ortho PCBs - - 　 1.1 　 0.00010 0.0067

o 2',3,4,4',5-PeCB(#123) 0.03 0.10 0.1  ×0.00003 0.0000030  ×0.00003 0.0000030

| 2,3',4,4',5-PeCB(#118) 0.06 0.19 5.4  ×0.00003 0.000162  ×0.00003 0.000162

P 2,3,3',4,4'-PeCB(#105) 0.06 0.20 2  ×0.00003 0.000060  ×0.00003 0.000060

C 2,3,4,4',5-PeCB(#114) 0.06 0.21 ( 0.19 )  ×0.00003 0  ×0.00003 0.0000057

B 2,3',4,4',5,5'-HxCB(#167) 0.06 0.19 ( 0.16 )  ×0.00003 0  ×0.00003 0.0000048

s 2,3,3',4,4',5-HxCB(#156) 0.06 0.20 0.34  ×0.00003 0.0000102  ×0.00003 0.0000102

2,3,3',4,4',5'-HxCB(#157) 0.04 0.13 ( 0.09 )  ×0.00003 0  ×0.00003 0.0000027

2,3,3',4,4',5,5'-HpCB(#189) 0.04 0.14 N.D.  ×0.00003 0  ×0.00003 0.0000006

Mono-ortho PCBs - - 　 8.3 　 0.00024 0.00025

Total Co-PCBs - - 　 9.5 　 0.00034 0.0070

- - 　 11 　 0.00034 0.061

１．毒性当量とは毒性等価係数を用いて、2,3,7,8-TeCDDの毒性に換算したものであり、計量対象外である。

２．実測濃度の項において、検出下限以上定量下限未満の濃度は括弧付きの数字で記載する。

３．実測濃度の項において、検出下限未満のものは"N.D."と記載する。

４．毒性当量＊１：定量下限未満の実測濃度を０として算出する。

　　　　　　　　＊２：検出下限未満の数値は検出下限値の1/2の値を用いて算出する。

５．表示は原則として２桁とするが、合計の算出には丸めを行っていない数値を用いているため、

　　表示上の数値を合計しても一致しない場合がある。

採取日 2025年8月5日 9.0

試料名 St.S-1 試料媒体 水質

毒性当量

WHO-TEF,2006  *1 WHO-TEF,2006  *2

pg-TEQ/L pg-TEQ/L

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

Total PCDDs+PCDFs+Co-PCBs
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表４－４－１－７ ダイオキシン類調査結果（水質：St.Ｓ－２） 

   

試料量 (L)

検出下限値 定量下限値 実測濃度

pg/L pg/L pg/L

1,3,6,8-TeCDD 0.03 0.11 0.18

1,3,7,9-TeCDD 0.03 0.11 N.D.

2,3,7,8-TeCDD 0.03 0.11 N.D.  ×1 0  ×1 0.015

TeCDDs 0.03 0.11 0.18

ダ 1,2,3,7,8-PeCDD 0.03 0.11 N.D.  ×1 0  ×1 0.015

イ PeCDDs 0.03 0.11 ( 0.06 )

オ 1,2,3,4,7,8-HxCDD 0.05 0.16 N.D.  ×0.1 0  ×0.1 0.0025

キ 1,2,3,6,7,8-HxCDD 0.07 0.25 N.D. 0 0.0035

シ 1,2,3,7,8,9-HxCDD 0.04 0.12 N.D. 0 0.002

ン HxCDDs 0.07 0.25 ( 0.07 )

1,2,3,4,6,7,8-HpCDD 0.05 0.16 N.D.  ×0.01 0  ×0.01 0.00025

HpCDDs 0.05 0.16 N.D.

OCDD 0.2 0.7 ( 0.5 )  ×0.0003 0  ×0.0003 0.00015

Total PCDDs - - 0.81 0 0.038

1,2,7,8-TeCDF 0.03 0.11 ( 0.04 )

2,3,7,8-TeCDF 0.03 0.11 N.D.  ×0.1 0  ×0.1 0.0015

TeCDFs 0.03 0.11 0.43

1,2,3,7,8-PeCDF 0.02 0.06 N.D.  ×0.03 0  ×0.03 0.0003

2,3,4,7,8-PeCDF 0.02 0.08 N.D.  ×0.3 0  ×0.3 0.003

ジ PeCDFs 0.02 0.08 ( 0.03 )

ベ 1,2,3,4,7,8-HxCDF 0.05 0.17 N.D.  ×0.1 0  ×0.1 0.0025

ン 1,2,3,6,7,8-HxCDF 0.05 0.18 N.D. 0 0.0025

ゾ 1,2,3,7,8,9-HxCDF 0.07 0.22 N.D. 0 0.0035

フ 2,3,4,6,7,8-HxCDF 0.04 0.15 N.D. 0 0.002

ラ HxCDFs 0.07 0.22 N.D.

ン 1,2,3,4,6,7,8-HpCDF 0.04 0.14 N.D.  ×0.01 0  ×0.01 0.0002

1,2,3,4,7,8,9-HpCDF 0.05 0.15 N.D. 0 0.00025

HpCDFs 0.05 0.15 N.D.

OCDF 0.1 0.4 N.D.  ×0.0003 0  ×0.0003 0.000015

Total PCDFs - - 0.46 0 0.016

Total PCDDs+PCDFs - - 　 1.3 　 0 0.054

3,3',4,4'-TeCB(#77) 0.06 0.18 0.93  ×0.0001 0.000093  ×0.0001 0.000093

3,4,4',5-TeCB(#81) 0.06 0.19 ( 0.06 )  ×0.0003 0  ×0.0003 0.000018

3,3',4,4',5-PeCB(#126) 0.04 0.12 ( 0.09 )  ×0.1 0  ×0.1 0.009

3,3',4,4',5,5'-HxCB(#169) 0.04 0.13 N.D.  ×0.03 0  ×0.03 0.0006

C Non-ortho PCBs - - 　 1.1 　 0.000093 0.0097

o 2',3,4,4',5-PeCB(#123) 0.03 0.10 0.14  ×0.00003 0.0000042  ×0.00003 0.0000042

| 2,3',4,4',5-PeCB(#118) 0.06 0.19 5.9  ×0.00003 0.000177  ×0.00003 0.000177

P 2,3,3',4,4'-PeCB(#105) 0.06 0.20 2.2  ×0.00003 0.000066  ×0.00003 0.000066

C 2,3,4,4',5-PeCB(#114) 0.06 0.21 ( 0.19 )  ×0.00003 0  ×0.00003 0.0000057

B 2,3',4,4',5,5'-HxCB(#167) 0.06 0.19 ( 0.18 )  ×0.00003 0  ×0.00003 0.0000054

s 2,3,3',4,4',5-HxCB(#156) 0.06 0.20 0.33  ×0.00003 0.0000099  ×0.00003 0.0000099

2,3,3',4,4',5'-HxCB(#157) 0.04 0.13 ( 0.10 )  ×0.00003 0  ×0.00003 0.0000030

2,3,3',4,4',5,5'-HpCB(#189) 0.04 0.14 ( 0.05 )  ×0.00003 0  ×0.00003 0.0000015

Mono-ortho PCBs - - 　 9.1 　 0.00026 0.00027

Total Co-PCBs - - 　 10 　 0.00035 0.010

- - 　 11 　 0.00035 0.064

１．毒性当量とは毒性等価係数を用いて、2,3,7,8-TeCDDの毒性に換算したものであり、計量対象外である。

２．実測濃度の項において、検出下限以上定量下限未満の濃度は括弧付きの数字で記載する。

３．実測濃度の項において、検出下限未満のものは"N.D."と記載する。

４．毒性当量＊１：定量下限未満の実測濃度を０として算出する。

　　　　　　　　＊２：検出下限未満の数値は検出下限値の1/2の値を用いて算出する。

５．表示は原則として２桁とするが、合計の算出には丸めを行っていない数値を用いているため、

　　表示上の数値を合計しても一致しない場合がある。

採取日 2025年8月5日 9.0

試料名 St.S-2 試料媒体 水質

毒性当量

WHO-TEF,2006  *1 WHO-TEF,2006  *2

pg-TEQ/L pg-TEQ/L

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

Total PCDDs+PCDFs+Co-PCBs
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ダイオキシン類同族体組成（実測濃度） 

 

ダイオキシン類 2,3,7,8-位塩素置換異性体組成（実測濃度） 

 

Co－PCBs異性体組成（実測濃度） 

 

図４－４－１－１ 同族体及び異性体の組成（水質：St.１）  
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ダイオキシン類同族体組成（実測濃度） 

 

ダイオキシン類 2,3,7,8-位塩素置換異性体組成（実測濃度） 

 

Co－PCBs異性体組成（実測濃度） 

 

図４－４－１－２ 同族体及び異性体の組成（水質：St.２）  
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ダイオキシン類同族体組成（実測濃度） 

 

ダイオキシン類 2,3,7,8-位塩素置換異性体組成（実測濃度） 

 

Co－PCBs異性体組成（実測濃度） 

 

図４－４－１－３ 同族体及び異性体の組成（水質：St.３）  
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ダイオキシン類同族体組成（実測濃度） 

 

ダイオキシン類 2,3,7,8-位塩素置換異性体組成（実測濃度） 

 

Co－PCBs異性体組成（実測濃度） 

 

図４－４－１－４ 同族体及び異性体の組成（水質：St.４）  
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ダイオキシン類同族体組成（実測濃度） 

 

ダイオキシン類 2,3,7,8-位塩素置換異性体組成（実測濃度） 

 

Co－PCBs異性体組成（実測濃度） 

 

図４－４－１－５ 同族体及び異性体の組成（水質：St.Ｓ－１）  
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ダイオキシン類同族体組成（実測濃度） 

 

ダイオキシン類 2,3,7,8-位塩素置換異性体組成（実測濃度） 

 
Co－PCBs異性体組成（実測濃度） 

 

図４－４－１－６ 同族体及び異性体の組成（水質：St.Ｓ－２） 
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４－４－２ 底質調査結果 

分析結果概要を表４－４－２－１、表４－４－２－２、それぞれの同族体及び異性体

別測定結果を表４－４－２－３～表４－４－２－10 に示す。また、同族体及び異性体の

パターンを図４－４－２－１～図４－４－２－４に示す。 

本調査の結果は、含有試験では 1.9～11pg-TEQ/g であり、各地点とも環境基準を下回

っていた。溶出試験では 0.0084～0.15pg-TEQ/g であり、各地点とも環境基準を下回って

いた。 

 

令和 6年度「大阪府ダイオキシン類常時監視結果」（巻末参考資料参照）によると、大

阪湾における底質の濃度は 1.1～11pg-TEQ/gであり、今回の結果はそれらの結果と比較す

るとほぼ同じ値であった。 
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表４－４－２－１ 分析結果概要（底質・含有試験） 

 

この表は、ダイオキシン類測定結果から一部のデータを抜粋した参考資料である。 

毒性当量：2,3,7,8-TeCDD 毒性当量を示す。 

毒性等価係数は以下の係数を適用した。 

PCDDs,PCDFs：WHO/IPCS（2006） 

Co-PCBs：WHO/IPCS(2006) 

毒性当量は検出下限未満のものは、試料における検出下限の 1/2 の値を用いて算出したものである。 

表示は原則として２桁とするが、合計の算出には丸めを行っていない数値を用いているため、表示上の数

値を合計しても一致しない場合がある。 

  

試料名 試験項目 実測濃度 毒性当量

(pg/g-dry) (pg-TEQ/g-dry)

PCDDs+PCDFs 770 2.2

Co-PCBs 250 0.20

ダイオキシン類 - 2.4

PCDDs+PCDFs 3000 8.0

Co-PCBs 1100 0.74

ダイオキシン類 - 8.7

PCDDs+PCDFs 610 1.8

Co-PCBs 270 0.16

ダイオキシン類 - 1.9

PCDDs+PCDFs 3500 11

Co-PCBs 1400 0.92

ダイオキシン類 - 11

St.1

St.2

St.3

St.4
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表４－４－２－２ 分析結果概要（底質・溶出試験） 

 

この表は、ダイオキシン類測定結果から一部のデータを抜粋した参考資料である。 

毒性当量：2,3,7,8-TeCDD 毒性当量を示す。 

毒性等価係数は以下の係数を適用した。 

PCDDs,PCDFs：WHO/IPCS（2006） 

Co-PCBs：WHO/IPCS(2006) 

毒性当量は検出下限未満のものは、試料における検出下限の 1/2 の値を用いて算出したものである。 

表示は原則として２桁とするが、合計の算出には丸めを行っていない数値を用いているため、表示上の数

値を合計しても一致しない場合がある。 

試料名 試験項目 実測濃度 毒性当量

(pg/L) (pg-TEQ/L)

PCDDs+PCDFs 63 0.046

Co-PCBs 21 0.00076

ダイオキシン類 - 0.046

PCDDs+PCDFs 13 0.0080

Co-PCBs 11 0.00036

ダイオキシン類 - 0.0084

PCDDs+PCDFs 110 0.13

Co-PCBs 40 0.022

ダイオキシン類 - 0.15

PCDDs+PCDFs 91 0.13

Co-PCBs 36 0.019

ダイオキシン類 - 0.15

St.1

St.2

St.3

St.4
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表４－４－２－３ ダイオキシン類調査結果（底質・含有試験：St.１） 

 

試料量 (g-dry)

検出下限値 定量下限値 実測濃度

pg/g-dry pg/g-dry pg/g-dry

1,3,6,8-TeCDD 0.5 1.5 8.9

1,3,7,9-TeCDD 0.5 1.5 4.5

2,3,7,8-TeCDD 0.5 1.5 N.D.  ×1 0  ×1 0.25

TeCDDs 0.5 1.5 16

ダ 1,2,3,7,8-PeCDD 0.6 2.1 N.D.  ×1 0  ×1 0.3

イ PeCDDs 0.6 2.1 11

オ 1,2,3,4,7,8-HxCDD 0.9 2.9 N.D.  ×0.1 0  ×0.1 0.045

キ 1,2,3,6,7,8-HxCDD 0.7 2.5 ( 1.4 ) 0 0.14

シ 1,2,3,7,8,9-HxCDD 0.4 1.4 1.6 0.16 0.16

ン HxCDDs 0.9 2.9 44

1,2,3,4,6,7,8-HpCDD 1 4 35  ×0.01 0.35  ×0.01 0.35

HpCDDs 1 4 120

OCDD 2 5 530  ×0.0003 0.159  ×0.0003 0.159

Total PCDDs - - 720 0.67 1.4

1,2,7,8-TeCDF 0.4 1.5 ( 0.4 )

2,3,7,8-TeCDF 0.4 1.5 ( 0.8 )  ×0.1 0  ×0.1 0.08

TeCDFs 0.4 1.5 9.7

1,2,3,7,8-PeCDF 0.4 1.3 ( 0.6 )  ×0.03 0  ×0.03 0.018

2,3,4,7,8-PeCDF 0.1 0.4 0.8  ×0.3 0.24  ×0.3 0.24

ジ PeCDFs 0.4 1.3 9.3

ベ 1,2,3,4,7,8-HxCDF 0.9 3.1 ( 1.1 )  ×0.1 0  ×0.1 0.11

ン 1,2,3,6,7,8-HxCDF 0.5 1.6 ( 1.2 ) 0 0.12

ゾ 1,2,3,7,8,9-HxCDF 0.3 1.0 N.D. 0 0.015

フ 2,3,4,6,7,8-HxCDF 0.7 2.3 ( 1.5 ) 0 0.15

ラ HxCDFs 0.9 3.1 10

ン 1,2,3,4,6,7,8-HpCDF 0.7 2.3 6.8  ×0.01 0.068  ×0.01 0.068

1,2,3,4,7,8,9-HpCDF 1 4 N.D. 0 0.005

HpCDFs 1 4 11

OCDF 2 6 7  ×0.0003 0.0021  ×0.0003 0.0021

Total PCDFs - - 47 0.31 0.81

Total PCDDs+PCDFs - - 　 770 　 0.98 2.2

3,3',4,4'-TeCB(#77) 0.2 0.6 39  ×0.0001 0.0039  ×0.0001 0.0039

3,4,4',5-TeCB(#81) 0.3 0.9 1.1  ×0.0003 0.00033  ×0.0003 0.00033

3,3',4,4',5-PeCB(#126) 0.1 0.5 1.8  ×0.1 0.18  ×0.1 0.18

3,3',4,4',5,5'-HxCB(#169) 0.2 0.6 ( 0.2 )  ×0.03 0  ×0.03 0.006

C Non-ortho PCBs - - 　 42 　 0.18 0.19

o 2',3,4,4',5-PeCB(#123) 0.2 0.7 2.4  ×0.00003 0.000072  ×0.00003 0.000072

| 2,3',4,4',5-PeCB(#118) 0.3 0.9 140  ×0.00003 0.0042  ×0.00003 0.0042

P 2,3,3',4,4'-PeCB(#105) 0.4 1.3 37  ×0.00003 0.00111  ×0.00003 0.00111

C 2,3,4,4',5-PeCB(#114) 0.2 0.5 1.5  ×0.00003 0.000045  ×0.00003 0.000045

B 2,3',4,4',5,5'-HxCB(#167) 0.3 0.8 6.3  ×0.00003 0.000189  ×0.00003 0.000189

s 2,3,3',4,4',5-HxCB(#156) 0.4 1.2 13  ×0.00003 0.00039  ×0.00003 0.00039

2,3,3',4,4',5'-HxCB(#157) 0.1 0.3 3.8  ×0.00003 0.000114  ×0.00003 0.000114

2,3,3',4,4',5,5'-HpCB(#189) 0.1 0.4 1.9  ×0.00003 0.000057  ×0.00003 0.000057

Mono-ortho PCBs - - 　 200 　 0.0062 0.0062

Total Co-PCBs - - 　 250 　 0.19 0.20

- - 　 1000 　 1.2 2.4

１．毒性当量とは毒性等価係数を用いて、2,3,7,8-TeCDDの毒性に換算したものであり、計量対象外である。

２．実測濃度の項において、検出下限以上定量下限未満の濃度は括弧付きの数字で記載する。

３．実測濃度の項において、検出下限未満のものは"N.D."と記載する。

４．毒性当量＊１：定量下限未満の実測濃度を０として算出する。

　　　　　　　　＊２：検出下限未満の数値は検出下限値の1/2の値を用いて算出する。

５．表示は原則として２桁とするが、合計の算出には丸めを行っていない数値を用いているため、

　　表示上の数値を合計しても一致しない場合がある。

－

－

－

－

－

－

－

－

採取日 2025年8月6日 9.80

試料名 St.１ 試料媒体 底質

毒性当量

WHO-TEF,2006  *1 WHO-TEF,2006  *2

pg-TEQ/g-dry pg-TEQ/g-dry

－ －

－ －

－

－

－

－

－

－

Total PCDDs+PCDFs+Co-PCBs

－

－

－

－
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表４－４－２－４ ダイオキシン類調査結果（底質・含有試験：St.２） 

 

試料量 (g-dry)

検出下限値 定量下限値 実測濃度

pg/g-dry pg/g-dry pg/g-dry

1,3,6,8-TeCDD 0.5 1.6 50

1,3,7,9-TeCDD 0.5 1.6 22

2,3,7,8-TeCDD 0.5 1.6 N.D.  ×1 0  ×1 0.25

TeCDDs 0.5 1.6 86

ダ 1,2,3,7,8-PeCDD 0.7 2.2 ( 1.4 )  ×1 0  ×1 1.4

イ PeCDDs 0.7 2.2 42

オ 1,2,3,4,7,8-HxCDD 0.9 3.0 3.0  ×0.1 0.30  ×0.1 0.30

キ 1,2,3,6,7,8-HxCDD 0.8 2.6 5.1 0.51 0.51

シ 1,2,3,7,8,9-HxCDD 0.4 1.5 6.1 0.61 0.61

ン HxCDDs 0.9 3.0 140

1,2,3,4,6,7,8-HpCDD 1 5 130  ×0.01 1.3  ×0.01 1.3

HpCDDs 1 5 390

OCDD 2 6 2100  ×0.0003 0.63  ×0.0003 0.63

Total PCDDs - - 2800 3.4 5.0

1,2,7,8-TeCDF 0.5 1.6 1.9

2,3,7,8-TeCDF 0.5 1.6 2.6  ×0.1 0.26  ×0.1 0.26

TeCDFs 0.5 1.6 42

1,2,3,7,8-PeCDF 0.4 1.4 2.6  ×0.03 0.078  ×0.03 0.078

2,3,4,7,8-PeCDF 0.1 0.4 2.8  ×0.3 0.84  ×0.3 0.84

ジ PeCDFs 0.4 1.4 43

ベ 1,2,3,4,7,8-HxCDF 1 3 5  ×0.1 0.5  ×0.1 0.5

ン 1,2,3,6,7,8-HxCDF 0.5 1.7 4.1 0.41 0.41

ゾ 1,2,3,7,8,9-HxCDF 0.3 1.1 N.D. 0 0.015

フ 2,3,4,6,7,8-HxCDF 0.7 2.3 5.9 0.59 0.59

ラ HxCDFs 1 3 44

ン 1,2,3,4,6,7,8-HpCDF 0.7 2.4 25  ×0.01 0.25  ×0.01 0.25

1,2,3,4,7,8,9-HpCDF 1 5 ( 3 ) 0 0.03

HpCDFs 1 5 47

OCDF 2 6 30  ×0.0003 0.0090  ×0.0003 0.0090

Total PCDFs - - 210 2.9 3.0

Total PCDDs+PCDFs - - 　 3000 　 6.3 8.0

3,3',4,4'-TeCB(#77) 0.2 0.6 140  ×0.0001 0.014  ×0.0001 0.014

3,4,4',5-TeCB(#81) 0.3 1.0 3.8  ×0.0003 0.00114  ×0.0003 0.00114

3,3',4,4',5-PeCB(#126) 0.1 0.5 6.7  ×0.1 0.67  ×0.1 0.67

3,3',4,4',5,5'-HxCB(#169) 0.2 0.7 1.0  ×0.03 0.030  ×0.03 0.030

C Non-ortho PCBs - - 　 150 　 0.72 0.72

o 2',3,4,4',5-PeCB(#123) 0.2 0.7 10  ×0.00003 0.00030  ×0.00003 0.00030

| 2,3',4,4',5-PeCB(#118) 0.3 0.9 630  ×0.00003 0.0189  ×0.00003 0.0189

P 2,3,3',4,4'-PeCB(#105) 0.4 1.4 200  ×0.00003 0.0060  ×0.00003 0.0060

C 2,3,4,4',5-PeCB(#114) 0.2 0.5 8.7  ×0.00003 0.000261  ×0.00003 0.000261

B 2,3',4,4',5,5'-HxCB(#167) 0.3 0.9 31  ×0.00003 0.00093  ×0.00003 0.00093

s 2,3,3',4,4',5-HxCB(#156) 0.4 1.3 71  ×0.00003 0.00213  ×0.00003 0.00213

2,3,3',4,4',5'-HxCB(#157) 0.1 0.3 21  ×0.00003 0.00063  ×0.00003 0.00063

2,3,3',4,4',5,5'-HpCB(#189) 0.1 0.4 7.6  ×0.00003 0.000228  ×0.00003 0.000228

Mono-ortho PCBs - - 　 980 　 0.029 0.029

Total Co-PCBs - - 　 1100 　 0.74 0.74

- - 　 4100 　 7.0 8.7

１．毒性当量とは毒性等価係数を用いて、2,3,7,8-TeCDDの毒性に換算したものであり、計量対象外である。

２．実測濃度の項において、検出下限以上定量下限未満の濃度は括弧付きの数字で記載する。

３．実測濃度の項において、検出下限未満のものは"N.D."と記載する。

４．毒性当量＊１：定量下限未満の実測濃度を０として算出する。

　　　　　　　　＊２：検出下限未満の数値は検出下限値の1/2の値を用いて算出する。

５．表示は原則として２桁とするが、合計の算出には丸めを行っていない数値を用いているため、

　　表示上の数値を合計しても一致しない場合がある。

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

Total PCDDs+PCDFs+Co-PCBs

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

毒性当量

WHO-TEF,2006  *1 WHO-TEF,2006  *2

pg-TEQ/g-dry pg-TEQ/g-dry

採取日 2025年8月6日 9.44

試料名 St.２ 試料媒体 底質
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表４－４－２－５ ダイオキシン類調査結果（底質・含有試験：St.３） 

 

試料量 (g-dry)

検出下限値 定量下限値 実測濃度

pg/g-dry pg/g-dry pg/g-dry

1,3,6,8-TeCDD 0.5 1.5 9.4

1,3,7,9-TeCDD 0.5 1.5 4.7

2,3,7,8-TeCDD 0.5 1.5 N.D.  ×1 0  ×1 0.25

TeCDDs 0.5 1.5 16

ダ 1,2,3,7,8-PeCDD 0.6 2.1 N.D.  ×1 0  ×1 0.3

イ PeCDDs 0.6 2.1 6.9

オ 1,2,3,4,7,8-HxCDD 0.9 2.8 N.D.  ×0.1 0  ×0.1 0.045

キ 1,2,3,6,7,8-HxCDD 0.7 2.5 ( 1.1 ) 0 0.11

シ 1,2,3,7,8,9-HxCDD 0.4 1.4 1.8 0.18 0.18

ン HxCDDs 0.9 2.8 30

1,2,3,4,6,7,8-HpCDD 1 4 27  ×0.01 0.27  ×0.01 0.27

HpCDDs 1 4 86

OCDD 2 5 430  ×0.0003 0.129  ×0.0003 0.129

Total PCDDs - - 570 0.58 1.3

1,2,7,8-TeCDF 0.4 1.5 ( 0.5 )

2,3,7,8-TeCDF 0.4 1.5 ( 0.6 )  ×0.1 0  ×0.1 0.06

TeCDFs 0.4 1.5 6.7

1,2,3,7,8-PeCDF 0.4 1.3 ( 0.6 )  ×0.03 0  ×0.03 0.018

2,3,4,7,8-PeCDF 0.1 0.4 N.D.  ×0.3 0  ×0.3 0.015

ジ PeCDFs 0.4 1.3 6.5

ベ 1,2,3,4,7,8-HxCDF 0.9 3.1 ( 1.2 )  ×0.1 0  ×0.1 0.12

ン 1,2,3,6,7,8-HxCDF 0.5 1.6 ( 0.8 ) 0 0.08

ゾ 1,2,3,7,8,9-HxCDF 0.3 1.0 N.D. 0 0.015

フ 2,3,4,6,7,8-HxCDF 0.7 2.2 ( 1.3 ) 0 0.13

ラ HxCDFs 0.9 3.1 6.0

ン 1,2,3,4,6,7,8-HpCDF 0.7 2.3 5.3  ×0.01 0.053  ×0.01 0.053

1,2,3,4,7,8,9-HpCDF 1 4 N.D. 0 0.005

HpCDFs 1 4 9

OCDF 2 6 6  ×0.0003 0.0018  ×0.0003 0.0018

Total PCDFs - - 34 0.055 0.50

Total PCDDs+PCDFs - - 　 610 　 0.63 1.8

3,3',4,4'-TeCB(#77) 0.2 0.6 42  ×0.0001 0.0042  ×0.0001 0.0042

3,4,4',5-TeCB(#81) 0.3 0.9 1.0  ×0.0003 0.00030  ×0.0003 0.00030

3,3',4,4',5-PeCB(#126) 0.1 0.5 1.5  ×0.1 0.15  ×0.1 0.15

3,3',4,4',5,5'-HxCB(#169) 0.2 0.6 N.D.  ×0.03 0  ×0.03 0.003

C Non-ortho PCBs - - 　 45 　 0.15 0.16

o 2',3,4,4',5-PeCB(#123) 0.2 0.7 2.6  ×0.00003 0.000078  ×0.00003 0.000078

| 2,3',4,4',5-PeCB(#118) 0.3 0.9 150  ×0.00003 0.0045  ×0.00003 0.0045

P 2,3,3',4,4'-PeCB(#105) 0.4 1.3 44  ×0.00003 0.00132  ×0.00003 0.00132

C 2,3,4,4',5-PeCB(#114) 0.2 0.5 2.3  ×0.00003 0.000069  ×0.00003 0.000069

B 2,3',4,4',5,5'-HxCB(#167) 0.2 0.8 8.0  ×0.00003 0.000240  ×0.00003 0.000240

s 2,3,3',4,4',5-HxCB(#156) 0.4 1.2 18  ×0.00003 0.00054  ×0.00003 0.00054

2,3,3',4,4',5'-HxCB(#157) 0.1 0.3 4.5  ×0.00003 0.000135  ×0.00003 0.000135

2,3,3',4,4',5,5'-HpCB(#189) 0.1 0.4 1.8  ×0.00003 0.000054  ×0.00003 0.000054

Mono-ortho PCBs - - 　 230 　 0.0069 0.0069

Total Co-PCBs - - 　 270 　 0.16 0.16

- - 　 880 　 0.80 1.9

１．毒性当量とは毒性等価係数を用いて、2,3,7,8-TeCDDの毒性に換算したものであり、計量対象外である。

２．実測濃度の項において、検出下限以上定量下限未満の濃度は括弧付きの数字で記載する。

３．実測濃度の項において、検出下限未満のものは"N.D."と記載する。

４．毒性当量＊１：定量下限未満の実測濃度を０として算出する。

　　　　　　　　＊２：検出下限未満の数値は検出下限値の1/2の値を用いて算出する。

５．表示は原則として２桁とするが、合計の算出には丸めを行っていない数値を用いているため、

　　表示上の数値を合計しても一致しない場合がある。

採取日 2025年8月6日 9.86

試料名 St.３ 試料媒体 底質

毒性当量

WHO-TEF,2006  *1 WHO-TEF,2006  *2

pg-TEQ/g-dry pg-TEQ/g-dry

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

Total PCDDs+PCDFs+Co-PCBs
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表４－４－２－６ ダイオキシン類調査結果（底質・含有試験：St.４） 

  

  

試料量 (g-dry)

検出下限値 定量下限値 実測濃度

pg/g-dry pg/g-dry pg/g-dry

1,3,6,8-TeCDD 0.5 1.6 72

1,3,7,9-TeCDD 0.5 1.6 33

2,3,7,8-TeCDD 0.5 1.6 N.D.  ×1 0  ×1 0.25

TeCDDs 0.5 1.6 120

ダ 1,2,3,7,8-PeCDD 0.7 2.2 2.3  ×1 2.3  ×1 2.3

イ PeCDDs 0.7 2.2 57

オ 1,2,3,4,7,8-HxCDD 0.9 3.0 3.7  ×0.1 0.37  ×0.1 0.37

キ 1,2,3,6,7,8-HxCDD 0.8 2.6 7.0 0.70 0.70

シ 1,2,3,7,8,9-HxCDD 0.4 1.5 7.3 0.73 0.73

ン HxCDDs 0.9 3.0 150

1,2,3,4,6,7,8-HpCDD 1 5 150  ×0.01 1.5  ×0.01 1.5

HpCDDs 1 5 420

OCDD 2 6 2500  ×0.0003 0.75  ×0.0003 0.75

Total PCDDs - - 3200 6.4 6.6

1,2,7,8-TeCDF 0.5 1.6 2.5

2,3,7,8-TeCDF 0.5 1.6 2.8  ×0.1 0.28  ×0.1 0.28

TeCDFs 0.5 1.6 55

1,2,3,7,8-PeCDF 0.4 1.4 3.6  ×0.03 0.108  ×0.03 0.108

2,3,4,7,8-PeCDF 0.1 0.4 3.9  ×0.3 1.17  ×0.3 1.17

ジ PeCDFs 0.4 1.4 61

ベ 1,2,3,4,7,8-HxCDF 1 3 6  ×0.1 0.6  ×0.1 0.6

ン 1,2,3,6,7,8-HxCDF 0.5 1.7 6.0 0.60 0.60

ゾ 1,2,3,7,8,9-HxCDF 0.3 1.1 N.D. 0 0.015

フ 2,3,4,6,7,8-HxCDF 0.7 2.3 7.5 0.75 0.75

ラ HxCDFs 1 3 62

ン 1,2,3,4,6,7,8-HpCDF 0.7 2.4 34  ×0.01 0.34  ×0.01 0.34

1,2,3,4,7,8,9-HpCDF 1 5 ( 4 ) 0 0.04

HpCDFs 1 5 66

OCDF 2 6 40  ×0.0003 0.0120  ×0.0003 0.0120

Total PCDFs - - 280 3.9 3.9

Total PCDDs+PCDFs - - 　 3500 　 10 11

3,3',4,4'-TeCB(#77) 0.2 0.6 160  ×0.0001 0.016  ×0.0001 0.016

3,4,4',5-TeCB(#81) 0.3 1.0 4.3  ×0.0003 0.00129  ×0.0003 0.00129

3,3',4,4',5-PeCB(#126) 0.1 0.5 8.2  ×0.1 0.82  ×0.1 0.82

3,3',4,4',5,5'-HxCB(#169) 0.2 0.7 1.4  ×0.03 0.042  ×0.03 0.042

C Non-ortho PCBs - - 　 170 　 0.88 0.88

o 2',3,4,4',5-PeCB(#123) 0.2 0.7 13  ×0.00003 0.00039  ×0.00003 0.00039

| 2,3',4,4',5-PeCB(#118) 0.3 0.9 810  ×0.00003 0.0243  ×0.00003 0.0243

P 2,3,3',4,4'-PeCB(#105) 0.4 1.4 260  ×0.00003 0.0078  ×0.00003 0.0078

C 2,3,4,4',5-PeCB(#114) 0.2 0.5 9.7  ×0.00003 0.000291  ×0.00003 0.000291

B 2,3',4,4',5,5'-HxCB(#167) 0.3 0.9 42  ×0.00003 0.00126  ×0.00003 0.00126

s 2,3,3',4,4',5-HxCB(#156) 0.4 1.3 93  ×0.00003 0.00279  ×0.00003 0.00279

2,3,3',4,4',5'-HxCB(#157) 0.1 0.3 25  ×0.00003 0.00075  ×0.00003 0.00075

2,3,3',4,4',5,5'-HpCB(#189) 0.1 0.4 11  ×0.00003 0.00033  ×0.00003 0.00033

Mono-ortho PCBs - - 　 1300 　 0.038 0.038

Total Co-PCBs - - 　 1400 　 0.92 0.92

- - 　 5000 　 11 11

１．毒性当量とは毒性等価係数を用いて、2,3,7,8-TeCDDの毒性に換算したものであり、計量対象外である。

２．実測濃度の項において、検出下限以上定量下限未満の濃度は括弧付きの数字で記載する。

３．実測濃度の項において、検出下限未満のものは"N.D."と記載する。

４．毒性当量＊１：定量下限未満の実測濃度を０として算出する。

　　　　　　　　＊２：検出下限未満の数値は検出下限値の1/2の値を用いて算出する。

５．表示は原則として２桁とするが、合計の算出には丸めを行っていない数値を用いているため、

　　表示上の数値を合計しても一致しない場合がある。

採取日 2025年8月6日 9.44

試料名 St.４ 試料媒体 底質

毒性当量

WHO-TEF,2006  *1 WHO-TEF,2006  *2

pg-TEQ/g-dry pg-TEQ/g-dry

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

Total PCDDs+PCDFs+Co-PCBs
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表４－４－２－７ ダイオキシン類調査結果（底質・溶出試験：St.１） 

 

  

溶出液

試料量 (L) 6.0

検出下限値 定量下限値 実測濃度

pg/L pg/L pg/L

1,3,6,8-TeCDD 0.05 0.16 0.61

1,3,7,9-TeCDD 0.05 0.16 0.34

2,3,7,8-TeCDD 0.05 0.16 N.D.  ×1 0

TeCDDs 0.05 0.16 1.1

ダ 1,2,3,7,8-PeCDD 0.05 0.17 N.D.  ×1 0

イ PeCDDs 0.05 0.17 0.60

オ 1,2,3,4,7,8-HxCDD 0.07 0.24 N.D.  ×0.1 0

キ 1,2,3,6,7,8-HxCDD 0.1 0.4 N.D. 0

シ 1,2,3,7,8,9-HxCDD 0.06 0.18 ( 0.14 ) 0

ン HxCDDs 0.1 0.4 3.9

1,2,3,4,6,7,8-HpCDD 0.07 0.24 2.8  ×0.01 0.028

HpCDDs 0.07 0.24 10

OCDD 0.3 1.0 43  ×0.0003 0.0129

Total PCDDs - - 59 0.041

1,2,7,8-TeCDF 0.05 0.16 ( 0.11 )

2,3,7,8-TeCDF 0.05 0.16 ( 0.06 )  ×0.1 0

TeCDFs 0.05 0.16 0.65

1,2,3,7,8-PeCDF 0.03 0.09 N.D.  ×0.03 0

2,3,4,7,8-PeCDF 0.04 0.12 ( 0.06 )  ×0.3 0

ジ PeCDFs 0.04 0.12 0.67

ベ 1,2,3,4,7,8-HxCDF 0.08 0.26 ( 0.12 )  ×0.1 0

ン 1,2,3,6,7,8-HxCDF 0.08 0.27 ( 0.11 ) 0

ゾ 1,2,3,7,8,9-HxCDF 0.1 0.3 N.D. 0

フ 2,3,4,6,7,8-HxCDF 0.07 0.22 ( 0.18 ) 0

ラ HxCDFs 0.1 0.3 1.0

ン 1,2,3,4,6,7,8-HpCDF 0.06 0.21 0.48  ×0.01 0.0048

1,2,3,4,7,8,9-HpCDF 0.07 0.23 ( 0.09 ) 0

HpCDFs 0.07 0.23 0.88

OCDF 0.2 0.6 ( 0.4 )  ×0.0003 0

Total PCDFs - - 3.6 0.0048

Total PCDDs+PCDFs - - 　 63 　 0.046

3,3',4,4'-TeCB(#77) 0.08 0.28 2.1  ×0.0001 0.00021

3,4,4',5-TeCB(#81) 0.09 0.29 ( 0.12 )  ×0.0003 0

3,3',4,4',5-PeCB(#126) 0.05 0.18 ( 0.13 )  ×0.1 0

3,3',4,4',5,5'-HxCB(#169) 0.06 0.20 N.D.  ×0.03 0

C Non-ortho PCBs - - 　 2.4 　 0.00021

o 2',3,4,4',5-PeCB(#123) 0.05 0.15 0.19  ×0.00003 0.0000057

| 2,3',4,4',5-PeCB(#118) 0.09 0.29 12  ×0.00003 0.00036

P 2,3,3',4,4'-PeCB(#105) 0.09 0.30 3.6  ×0.00003 0.000108

C 2,3,4,4',5-PeCB(#114) 0.09 0.31 ( 0.19 )  ×0.00003 0

B 2,3',4,4',5,5'-HxCB(#167) 0.08 0.28 0.63  ×0.00003 0.0000189

s 2,3,3',4,4',5-HxCB(#156) 0.09 0.30 1.3  ×0.00003 0.000039

2,3,3',4,4',5'-HxCB(#157) 0.06 0.20 0.36  ×0.00003 0.0000108

2,3,3',4,4',5,5'-HpCB(#189) 0.06 0.21 0.23  ×0.00003 0.0000069

Mono-ortho PCBs - - 　 18 　 0.00055

Total Co-PCBs - - 　 21 　 0.00076

- - 　 83 　 0.046

１．毒性当量とは毒性等価係数を用いて、2,3,7,8-TeCDDの毒性に換算したものであり、計量対象外である。

２．実測濃度の項において、検出下限以上定量下限未満の濃度は括弧付きの数字で記載する。

３．実測濃度の項において、検出下限未満のものは"N.D."と記載する。

４．毒性当量：定量下限未満の実測濃度を０として算出する。

５．表示は原則として２桁とするが、合計の算出には丸めを行っていない数値を用いているため、

　　表示上の数値を合計しても一致しない場合がある。

－

－

－

－

－

－

Total PCDDs+PCDFs+Co-PCBs

毒性当量

採取日 2025年8月6日

試料名 St.１ 試料媒体

WHO-TEF,2006

pg-TEQ/L

－

－

－

－

－
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表４－４－２－８ ダイオキシン類調査結果（底質・溶出試験：St.２） 

 

溶出液

試料量 (L) 6.0

検出下限値 定量下限値 実測濃度

pg/L pg/L pg/L

1,3,6,8-TeCDD 0.05 0.16 0.34

1,3,7,9-TeCDD 0.05 0.16 N.D.

2,3,7,8-TeCDD 0.05 0.16 N.D.  ×1 0

TeCDDs 0.05 0.16 0.34

ダ 1,2,3,7,8-PeCDD 0.05 0.17 N.D.  ×1 0

イ PeCDDs 0.05 0.17 ( 0.08 )

オ 1,2,3,4,7,8-HxCDD 0.07 0.24 N.D.  ×0.1 0

キ 1,2,3,6,7,8-HxCDD 0.1 0.4 N.D. 0

シ 1,2,3,7,8,9-HxCDD 0.06 0.18 N.D. 0

ン HxCDDs 0.1 0.4 0.5

1,2,3,4,6,7,8-HpCDD 0.07 0.24 0.51  ×0.01 0.0051

HpCDDs 0.07 0.24 1.9

OCDD 0.3 1.0 9.7  ×0.0003 0.00291

Total PCDDs - - 13 0.0080

1,2,7,8-TeCDF 0.05 0.16 N.D.

2,3,7,8-TeCDF 0.05 0.16 N.D.  ×0.1 0

TeCDFs 0.05 0.16 0.18

1,2,3,7,8-PeCDF 0.03 0.09 N.D.  ×0.03 0

2,3,4,7,8-PeCDF 0.04 0.12 N.D.  ×0.3 0

ジ PeCDFs 0.04 0.12 ( 0.05 )

ベ 1,2,3,4,7,8-HxCDF 0.08 0.26 N.D.  ×0.1 0

ン 1,2,3,6,7,8-HxCDF 0.08 0.27 N.D. 0

ゾ 1,2,3,7,8,9-HxCDF 0.1 0.3 N.D. 0

フ 2,3,4,6,7,8-HxCDF 0.07 0.22 N.D. 0

ラ HxCDFs 0.1 0.3 N.D.

ン 1,2,3,4,6,7,8-HpCDF 0.06 0.21 ( 0.11 )  ×0.01 0

1,2,3,4,7,8,9-HpCDF 0.07 0.23 N.D. 0

HpCDFs 0.07 0.23 ( 0.18 )

OCDF 0.2 0.6 N.D.  ×0.0003 0

Total PCDFs - - 0.40 0

Total PCDDs+PCDFs - - 　 13 　 0.0080

3,3',4,4'-TeCB(#77) 0.08 0.28 0.86  ×0.0001 0.000086

3,4,4',5-TeCB(#81) 0.09 0.29 N.D.  ×0.0003 0

3,3',4,4',5-PeCB(#126) 0.05 0.18 ( 0.06 )  ×0.1 0

3,3',4,4',5,5'-HxCB(#169) 0.06 0.20 N.D.  ×0.03 0

C Non-ortho PCBs - - 　 0.92 　 0.000086

o 2',3,4,4',5-PeCB(#123) 0.05 0.15 0.16  ×0.00003 0.0000048

| 2,3',4,4',5-PeCB(#118) 0.09 0.29 6.6  ×0.00003 0.000198

P 2,3,3',4,4'-PeCB(#105) 0.09 0.30 1.9  ×0.00003 0.000057

C 2,3,4,4',5-PeCB(#114) 0.09 0.31 ( 0.15 )  ×0.00003 0

B 2,3',4,4',5,5'-HxCB(#167) 0.08 0.28 ( 0.21 )  ×0.00003 0

s 2,3,3',4,4',5-HxCB(#156) 0.09 0.30 0.56  ×0.00003 0.0000168

2,3,3',4,4',5'-HxCB(#157) 0.06 0.20 ( 0.12 )  ×0.00003 0

2,3,3',4,4',5,5'-HpCB(#189) 0.06 0.21 ( 0.08 )  ×0.00003 0

Mono-ortho PCBs - - 　 9.8 　 0.00028

Total Co-PCBs - - 　 11 　 0.00036

- - 　 24 　 0.0084

１．毒性当量とは毒性等価係数を用いて、2,3,7,8-TeCDDの毒性に換算したものであり、計量対象外である。

２．実測濃度の項において、検出下限以上定量下限未満の濃度は括弧付きの数字で記載する。

３．実測濃度の項において、検出下限未満のものは"N.D."と記載する。

４．毒性当量：定量下限未満の実測濃度を０として算出する。

５．表示は原則として２桁とするが、合計の算出には丸めを行っていない数値を用いているため、

　　表示上の数値を合計しても一致しない場合がある。

試料名 St.２ 試料媒体

WHO-TEF,2006

pg-TEQ/L

毒性当量

採取日 2025年8月6日

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

Total PCDDs+PCDFs+Co-PCBs
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表４－４－２－９ ダイオキシン類調査結果（底質・溶出試験：St.３） 

 

溶出液

試料量 (L) 6.0

検出下限値 定量下限値 実測濃度

pg/L pg/L pg/L

1,3,6,8-TeCDD 0.05 0.16 1.3

1,3,7,9-TeCDD 0.05 0.16 0.68

2,3,7,8-TeCDD 0.05 0.16 N.D.  ×1 0

TeCDDs 0.05 0.16 2.2

ダ 1,2,3,7,8-PeCDD 0.05 0.17 N.D.  ×1 0

イ PeCDDs 0.05 0.17 1.3

オ 1,2,3,4,7,8-HxCDD 0.07 0.24 ( 0.15 )  ×0.1 0

キ 1,2,3,6,7,8-HxCDD 0.1 0.4 ( 0.2 ) 0

シ 1,2,3,7,8,9-HxCDD 0.06 0.18 0.20 0.020

ン HxCDDs 0.1 0.4 5.8

1,2,3,4,6,7,8-HpCDD 0.07 0.24 5.0  ×0.01 0.050

HpCDDs 0.07 0.24 18

OCDD 0.3 1.0 81  ×0.0003 0.0243

Total PCDDs - - 110 0.094

1,2,7,8-TeCDF 0.05 0.16 ( 0.07 )

2,3,7,8-TeCDF 0.05 0.16 N.D.  ×0.1 0

TeCDFs 0.05 0.16 0.95

1,2,3,7,8-PeCDF 0.03 0.09 ( 0.08 )  ×0.03 0

2,3,4,7,8-PeCDF 0.04 0.12 ( 0.10 )  ×0.3 0

ジ PeCDFs 0.04 0.12 1.1

ベ 1,2,3,4,7,8-HxCDF 0.08 0.26 ( 0.20 )  ×0.1 0

ン 1,2,3,6,7,8-HxCDF 0.08 0.27 ( 0.18 ) 0

ゾ 1,2,3,7,8,9-HxCDF 0.1 0.3 N.D. 0

フ 2,3,4,6,7,8-HxCDF 0.07 0.22 0.22 0.022

ラ HxCDFs 0.1 0.3 1.6

ン 1,2,3,4,6,7,8-HpCDF 0.06 0.21 1.0  ×0.01 0.010

1,2,3,4,7,8,9-HpCDF 0.07 0.23 ( 0.14 ) 0

HpCDFs 0.07 0.23 1.9

OCDF 0.2 0.6 1.2  ×0.0003 0.00036

Total PCDFs - - 6.7 0.032

Total PCDDs+PCDFs - - 　 110 　 0.13

3,3',4,4'-TeCB(#77) 0.08 0.28 3.0  ×0.0001 0.00030

3,4,4',5-TeCB(#81) 0.09 0.29 ( 0.16 )  ×0.0003 0

3,3',4,4',5-PeCB(#126) 0.05 0.18 0.21  ×0.1 0.021

3,3',4,4',5,5'-HxCB(#169) 0.06 0.20 N.D.  ×0.03 0

C Non-ortho PCBs - - 　 3.4 　 0.021

o 2',3,4,4',5-PeCB(#123) 0.05 0.15 0.43  ×0.00003 0.0000129

| 2,3',4,4',5-PeCB(#118) 0.09 0.29 23  ×0.00003 0.00069

P 2,3,3',4,4'-PeCB(#105) 0.09 0.30 6.8  ×0.00003 0.000204

C 2,3,4,4',5-PeCB(#114) 0.09 0.31 0.41  ×0.00003 0.0000123

B 2,3',4,4',5,5'-HxCB(#167) 0.08 0.28 1.4  ×0.00003 0.000042

s 2,3,3',4,4',5-HxCB(#156) 0.09 0.30 3.0  ×0.00003 0.000090

2,3,3',4,4',5'-HxCB(#157) 0.06 0.20 0.86  ×0.00003 0.0000258

2,3,3',4,4',5,5'-HpCB(#189) 0.06 0.21 0.41  ×0.00003 0.0000123

Mono-ortho PCBs - - 　 36 　 0.0011

Total Co-PCBs - - 　 40 　 0.022

- - 　 150 　 0.15

１．毒性当量とは毒性等価係数を用いて、2,3,7,8-TeCDDの毒性に換算したものであり、計量対象外である。

２．実測濃度の項において、検出下限以上定量下限未満の濃度は括弧付きの数字で記載する。

３．実測濃度の項において、検出下限未満のものは"N.D."と記載する。

４．毒性当量：定量下限未満の実測濃度を０として算出する。

５．表示は原則として２桁とするが、合計の算出には丸めを行っていない数値を用いているため、

　　表示上の数値を合計しても一致しない場合がある。

－

－

－

－

－

－

Total PCDDs+PCDFs+Co-PCBs

－

－

－

－

－

WHO-TEF,2006

pg-TEQ/L

毒性当量

採取日 2025年8月6日

試料名 St.３ 試料媒体



 

106 

表４－４－２－10 ダイオキシン類調査結果（底質・溶出試験：St.４） 

 

溶出液

試料量 (L) 6.0

検出下限値 定量下限値 実測濃度

pg/L pg/L pg/L

1,3,6,8-TeCDD 0.05 0.16 1.5

1,3,7,9-TeCDD 0.05 0.16 0.53

2,3,7,8-TeCDD 0.05 0.16 N.D.  ×1 0

TeCDDs 0.05 0.16 2.3

ダ 1,2,3,7,8-PeCDD 0.05 0.17 N.D.  ×1 0

イ PeCDDs 0.05 0.17 1.3

オ 1,2,3,4,7,8-HxCDD 0.07 0.24 ( 0.16 )  ×0.1 0

キ 1,2,3,6,7,8-HxCDD 0.1 0.4 ( 0.2 ) 0

シ 1,2,3,7,8,9-HxCDD 0.06 0.18 N.D. 0

ン HxCDDs 0.1 0.4 3.9

1,2,3,4,6,7,8-HpCDD 0.07 0.24 3.7  ×0.01 0.037

HpCDDs 0.07 0.24 12

OCDD 0.3 1.0 65  ×0.0003 0.0195

Total PCDDs - - 84 0.057

1,2,7,8-TeCDF 0.05 0.16 ( 0.08 )

2,3,7,8-TeCDF 0.05 0.16 ( 0.09 )  ×0.1 0

TeCDFs 0.05 0.16 1.2

1,2,3,7,8-PeCDF 0.03 0.09 ( 0.07 )  ×0.03 0

2,3,4,7,8-PeCDF 0.04 0.12 0.13  ×0.3 0.039

ジ PeCDFs 0.04 0.12 1.2

ベ 1,2,3,4,7,8-HxCDF 0.08 0.26 ( 0.16 )  ×0.1 0

ン 1,2,3,6,7,8-HxCDF 0.08 0.27 ( 0.16 ) 0

ゾ 1,2,3,7,8,9-HxCDF 0.1 0.3 N.D. 0

フ 2,3,4,6,7,8-HxCDF 0.07 0.22 0.24 0.024

ラ HxCDFs 0.1 0.3 1.5

ン 1,2,3,4,6,7,8-HpCDF 0.06 0.21 1.0  ×0.01 0.010

1,2,3,4,7,8,9-HpCDF 0.07 0.23 N.D. 0

HpCDFs 0.07 0.23 1.5

OCDF 0.2 0.6 0.9  ×0.0003 0.00027

Total PCDFs - - 6.4 0.073

Total PCDDs+PCDFs - - 　 91 　 0.13

3,3',4,4'-TeCB(#77) 0.08 0.28 2.2  ×0.0001 0.00022

3,4,4',5-TeCB(#81) 0.09 0.29 ( 0.11 )  ×0.0003 0

3,3',4,4',5-PeCB(#126) 0.05 0.18 0.18  ×0.1 0.018

3,3',4,4',5,5'-HxCB(#169) 0.06 0.20 N.D.  ×0.03 0

C Non-ortho PCBs - - 　 2.5 　 0.018

o 2',3,4,4',5-PeCB(#123) 0.05 0.15 0.31  ×0.00003 0.0000093

| 2,3',4,4',5-PeCB(#118) 0.09 0.29 22  ×0.00003 0.00066

P 2,3,3',4,4'-PeCB(#105) 0.09 0.30 6.6  ×0.00003 0.000198

C 2,3,4,4',5-PeCB(#114) 0.09 0.31 ( 0.20 )  ×0.00003 0

B 2,3',4,4',5,5'-HxCB(#167) 0.08 0.28 1.2  ×0.00003 0.000036

s 2,3,3',4,4',5-HxCB(#156) 0.09 0.30 2.2  ×0.00003 0.000066

2,3,3',4,4',5'-HxCB(#157) 0.06 0.20 0.57  ×0.00003 0.0000171

2,3,3',4,4',5,5'-HpCB(#189) 0.06 0.21 0.33  ×0.00003 0.0000099

Mono-ortho PCBs - - 　 33 　 0.0010

Total Co-PCBs - - 　 36 　 0.019

- - 　 130 　 0.15

１．毒性当量とは毒性等価係数を用いて、2,3,7,8-TeCDDの毒性に換算したものであり、計量対象外である。

２．実測濃度の項において、検出下限以上定量下限未満の濃度は括弧付きの数字で記載する。

３．実測濃度の項において、検出下限未満のものは"N.D."と記載する。

４．毒性当量：定量下限未満の実測濃度を０として算出する。

５．表示は原則として２桁とするが、合計の算出には丸めを行っていない数値を用いているため、

　　表示上の数値を合計しても一致しない場合がある。

－

－

－

－

－

－

Total PCDDs+PCDFs+Co-PCBs

－

－

－

－

－

WHO-TEF,2006

pg-TEQ/L

毒性当量

採取日 2025年8月6日

試料名 St.４ 試料媒体
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ダイオキシン類同族体組成（実測濃度） 

 

ダイオキシン類 2,3,7,8-位塩素置換異性体組成（実測濃度） 

 

Co－PCBs異性体組成（実測濃度） 

 

図４－４－２－１ 同族体及び異性体の組成（底質：St.１）  
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ダイオキシン類同族体組成（実測濃度） 

 

ダイオキシン類 2,3,7,8-位塩素置換異性体組成（実測濃度） 

 

Co－PCBs異性体組成（実測濃度） 

 

図４－４－２－２ 同族体及び異性体の組成（底質：St.２）  
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ダイオキシン類同族体組成（実測濃度） 

 

ダイオキシン類 2,3,7,8-位塩素置換異性体組成（実測濃度） 

 

Co－PCBs異性体組成（実測濃度） 

 

図４－４－２－３ 同族体及び異性体の組成（底質：St.３）  
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ダイオキシン類同族体組成（実測濃度） 

 

ダイオキシン類 2,3,7,8-位塩素置換異性体組成（実測濃度） 

 

Co－PCBs異性体組成（実測濃度） 

 

図４－４－２－４ 同族体及び異性体の組成（底質：St.４）
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参考資料 令和 6 年度ダイオキシン類常時監視結果 

 

備考：大阪府ホームページ内の「大阪府ダイオキシン類常時監視結果」より抜粋。 

 

 

調 査 地 点 図 

 

調査地点
水質調査結果
(pg-TEQ/L)

底質調査結果
(pg-TEQ/g)

C-3 0.039 10

B-4 0.033 11

A-3 0.034    9.2

A-7 0.045    8.3

A-11 0.032    1.1

平均値 0.037    7.9


